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　ドスドスと床ゆか板いたを踏ふみ抜ぬく勢いで簀すの子こ縁えんをいく足音がある。普ふ段だんの主あるじの雅みやびやかなさまからは考えられない様子に、家人たちは遠巻きにうかがうしかない。

　それほどに男の足取りは荒あら々あらしく、まとう空気はいらだっていた。

「くそ…っ」

　これまた常ならぬ悪態をつくと、兵ひよう部ぶの卿きようの宮みやは手にしていた檜ひ扇おうぎを軋きしむほど握にぎり締しめた。

　自分を謀はかった麗れい景けい殿でんの女によう御ごにひと泡あわ吹ふかせてやろうともくろんだ菖蒲あやめ根ね合あわせだったが、とんだ恥はじをかくはめになった。それもあの頭とうの中ちゆう将じようを筆頭に、多くの公きん達だちが顔を揃そろえた帝みかどの御ご前ぜんで、だ。

「途と中ちゆうまではうまくいっていたというのに」

　そう、途中までは思おも惑わくどおりだったのだ。

　当の女御自身が声を割りこませてくるまでは──。

「まさかあの場で……」

　歌を詠よんでくるとは、と歯は嚙がみし──ふとひっかかりを覚えた。

「待てよ……あの声、どこかで」

　あの場では気づかなかったが、麗景殿女御であろう歌を詠みあげた声に聞き覚えがある気がした。たしかに聞き知っていてもおかしくはないのだが、なにかがひっかかる。

　兵部卿宮は無意識のうちに足を止めると、眉まゆをよせて考えこんだ。

　次の瞬しゆん間かん、彼ははたと顔をあげた。

「そうか、あの女によう房ぼう」

　脳のう裏りに浮うかんだ一人の女房の姿に、わだかまっていたものがするりと解ける。

　だが、同時に別の疑問が頭をもたげた。

　なぜ、麗景殿女御とあの女房の声の印象が被かぶるのか、ということだ。

「たまたまか？──いや、そういえば……」

　内大臣家にはもう一人女むすめがいると、どこかで聞いたことがある気がした。

　公おおやけにはできない身分の低い女が産んだ子でもいるのだろうと思っていたが……

「……調べてみるか」

　呟つぶやいた兵部卿宮の口元には、こらえきれないかのように薄うすい笑えみが浮かんでいた。
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　月が静かに夜を照らしていた。

　香こう炉ろをささげた女めの童わらわを先頭として、正装した女房たちがしずしずと簀子を渡わたっていく。彼女たちの中心には几帳を持つ女房らの姿があった。けして姿を見ることができないそのむこうに、麗景殿女御──照しよう子こがいる。

　細くたなびく煙けむりが夜気に溶とけ、薫かおる香がふわりと鼻先をかすめる。

　あるかなしかの香かおりを残し、帝のお召めしにより夜の御ご殿てんへとあがる一行を見送って、茜あかねはほっと息をついた。

「ほんと、よかった」

　一時、お召しが途と絶だえた時はひどく気を揉もんだものだ。それが帝なりの考えあってのことだとわかったあとも、照子に対して秘密の恋こいの疑ぎ惑わくが浮ふ上じようしたりと心が安まらなかったが、波乱の菖蒲根合を機に、おちつくべきところにおちついたようだった。

　お召しを受けてから、そわそわとしながらも嬉うれしそうだった姉の様子を思いだし、茜は顔を綻ほころばせた。

「これが雨降って地固まるってやつね」

　実際に長雨が明けるまでにはあと半月ぐらいあるけど、とひさしぶりの晴れ間にのぞいた月を見上げる。

　その澄すんだ輝かがやきに、ふっと安あん堵どとは違ちがう思いが胸をよぎった。

　──……わたしの『歌』が役にたつのは、あとどれくらいだろ。

　帝への恋こい心ごころを自覚してから、照子は自分の想おもいを自らの言葉で表現したいと、苦手な歌の練習にとり組んでいる。最近つきあうようになったそのほどを見るに、披ひ露ろうできるようになるのはまだまだ先だろう。

　しかし、歌を通じなくても直接気持ちをかよわせあうようになったら、必然的に歌の重要性は薄れる。それは『今いま小こ町まち』と呼ばれる麗景殿女御の『歌人』の部分を担になう自分の必要性も同じことだ。

　照子が自分の『歌』だけを必要としているわけではないと、今ではわかっている。

　だが、まわりの人間はどうだろう？　特に、父内大臣は──。

『おまえに求めることは、ただひとつ──そこのところを心しておけ』

　耳の奥に甦よみがえった吐はき捨てるような声に、茜は小さく身を震ふるわせた。

　できるなら、内大臣邸ていには戻もどりたくない。

『周す防おう』と呼ばれても、ここでは自分が『ある』ことができる。まるで『ないもの』のように扱あつかわれるあそこより、ずっと楽に呼吸ができた。

　なにより──内裏ここには彼がいる。

　浮かんだ面おも影かげに、胸があたたかくなるような、それでいておちつかないような不思議な気持ちになる。

　同時に兆きざした暗い予感に、茜は軽く頭かぶりを振ふった。

「考えてもしかたないし」

　くるかこないかわからない先のことを考えても、結局のところ今自分にできることをやっていくしかできることはない。

　とりあえず、明日あしたも早いし……と局つぼねへ戻ろうと背を返しかけた時だった。

「ずいぶんと、物もの憂うげな顔をしているな」

「！」

　密ひそやかに耳へ滑すべりこんできた声とともに、背後から伸のびてきた手があった。腕うでは茜をその場へと留とどめるように腰こしにからみついてくる。

　反射的に茜は肩かた越ごしに背後を仰あおいだ。

「蔵人くろうどの、」

「前になんと言ったか、もう忘れたのか」

　口を突ついた呼びかけに、すかさず声が被せられる。

　想像以上に間近にあった顔とその言葉に、思わず固まった。

　だが、まっすぐ自分へ注がれた瞳ひとみが促うながすように細められ、茜は小さく喉のどを上下させた。

「…………雅まさ雪ゆき、さま」

「聞こえないな」

「──っ」

　そら惚とぼける男に、かあっと顔が熱くなる。

　──絶対、聞こえてるくせに！

　このまま自分も知らぬふりをしてやろうかとも思うが、逃にがすまいとするかのようにこちらの手を大きな手が握りこんでくる。

　直接触ふれた温ぬくもりに、どきりと鼓こ動どうが跳はねる。

　季節柄がら、暑苦しいと感じてもおかしくないはずなのに、むしろ心ここ地ちいいと思ってしまう自分の負けだった。

　それでも相手の思いどおりになるのも癪しやくで、茜はふいと視線をはずした。

「──雅雪さま」

　今が昼間なら、耳まで真っ赤になっているのが丸わかりだろう。いや、月明かりの下でも伝わるのか、くくっと雅雪が喉を鳴らすのがわかった。

「～～～ッ、離はなしてください！　こんなところ、だれかに見られでもしたら」

　居たたまれなくなって、雅雪から身を離そうともがく。しかし、腕が緩ゆるむどころか、返ったのは一層強く手を握にぎる力だった。

「なぜだ？　ここの人間はほとんどが出で払はらってるだろう」

「それは、そうですけど」

　主な女房たちは、照子について清せい涼りよう殿でんへあがっている。蔀しとみ戸ども妻戸も閉とざされている今、よほど騒さわがなければ人目につくことはないだろう。

　──ということは……そうとわかってて、わざわざ訪ねてきてくれたんだ。

　気づいたそれに、嬉しさがこみあげてくる。笑われた反感も気き恥はずかしさも、あっという間に萎しぼんでしまった自分の単純さに呆あきれないこともないが、嬉しいものは嬉しいのだ。

　ちょっと前までは、顔を見ることさえ叶かなわなかったのだから、なおさらだろう。

　だからこそ──すこし、怖こわい。

　こんな時は……幸せは、長く続かないのではないかと、思えてしまう。

「──それで、どうした」

「え──？」

　背中越ごしに響ひびいた声に、茜ははっとした。つい物思いに囚とらわれていたせいで、雅雪の問いかけの意図が摑つかめない。

　上の空だったのを察したのか、自分へと意識をひき戻すように、回されていた腕に力がこもった。

「なにをそんな物憂げな顔をしている」

「ああ……」

　そういえばと、最初に声をかけられた時のことを思いだす。抱だきよせられたことの方に驚おどろいて、すっかり頭から飛んでいた。

　どうしようかと逡しゆん巡じゆんする。

　幸せな時は続かない気がするなどと正直に告げてしまえば、自分を好きでいてくれる彼の気持ちを信じていないととられてもおかしくない。

　それに言こと霊だまというくらいだ。口にしてしまったら、その『いつか』が本当にきてしまいそうで……。

「……こうして月を眺ながめていると、時がたつのはあっという間な気がして」

　だからこそ、茜は半分だけ本当のことを告げた。

「それでいて、なんだかすごく長い時間がたったような気持ちもするんです。宮中にあがってから」

「麗景殿さまが入じゆ内だいされてから、まだ半年もたっていないか。──たしかに、短くも感じれば、長いような気もするな」

「色々あったせいだと思うんですけど」

　しみじみとした雅雪の言に、頷うなずく。

　実際、春にここへきてから、まだ季節をひとつ跨またいだだけだ。

「だから」と続けながら、茜は空いた方の手を月の光を受け止めるように前へと伸ばした。

「女によう御ごさまが清涼殿にあがられるのを見送りながら、ふと月を見上げたら、そういえば前の月のころは主上おかみのお召めしがなくてやきもきしたな、とか思いだされて」

　それ以上のことはなにもないのだと、再びうしろを見上げようとして──思わず、くすり、と笑いが零こぼれた。

「なんだ」

「いえ……知りあったばかりのころの雅雪さまの態度はひどかったなぁって」

　以前、梨なし壺つぼで高たか倉くらの御み息やす所どころに階きざはしから突きおとされ、雅雪に助けられて似たような体勢になったことがあるが、あの時の彼の素っ気なさというか冷ややかさからは、こうなることは思いもつかなかった。

　甦った記き憶おくに一人くすくす笑っていると、「あぁ……」とどこか苦い嘆たん息そくが髪かみをなでた。

「あのころは、女などすべて同じだと思っていたからな。今でもそれは変わらないが──」

　言葉が切れたかと思うと、握られていた手が離され、前へさしだしていた方の手を摑まれる。それをひき戻す動きにあわせて、茜はきつく抱きこまれていた。

「な……!?」

「だから──どこへもいくな」

「──え？」

　突とつ然ぜんのことにうろたえたのも束つかの間、首元へと押しつけるようにしておとされた囁ささやきに、茜は動きを止めた。

「どこへも、って……」

「今のおまえを見ていると、こちらを置いて月にでも帰っていきそうだ──かぐや姫ひめのように」

「なにを」

　頭とうの中ちゆう将じようのようなことを、と笑って流しかけて、止める。抱だき締しめる腕の強さも、耳に触れる声も、とても軽口を言っている風ふ情ぜいではない。

　──……どうして、この人は。

　隠かくしたつもりでも、言動の端はし々ばしに滲にじみでてしまったのだろうか。『別れ』への怯おびえが。

　だからこんな風に……と思うと、嬉うれしさとも淋さびしさともつかないものが、喉のど元もとをこみあげてくる。

　茜は細く息を吐はいてそれを逃がすと、代わりのようにこわばっていた身体からだから力を抜ぬいた。そのまま雅雪へとよりかかるようにして体重を預ける。

「──茜」

「……ここに、いますよ」

　独りごちるように、囁く。

　それが、腕の中ここにいるじゃないかという主張だったのか、未来への誓ちかいだったのかは茜自身にもわからない。

　ただ、気づけば口にしていた。

「……ああ」

　雅雪もまた問うでもなく頷く。しかし、かき抱いだくようにした腕の力は緩むことはなかった。

　そうして二人は、しばらくの間、たしかめあうように互たがいの体温を感じながら月を見上げていた。
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　ひそひそと、確とは耳に届かないもののなにかを囁きあう気配がする。

　ちらちらと注がれる視線を感じてそちらへと首を巡めぐらせた茜は、愛あい想そ笑いとともにそらされた顔に、思わず眉まゆがよりそうになるのをこらえた。

　──なんだろ……。

　何日かぶりに訪おとずれた梨壺──東とう宮ぐうの御ご所しよだったが、今までの空気となにかが違ちがう。

　女によう房ぼうたちがこちらを見ては小声で囀さえずりあうさまは、一時こちらに伺し候こうしていた際にはよく目にした風景だ。

　──最近はなくなってたのに。

　東宮に請こわれ、再び梨壺に顔をだすようになってからは、物もの珍めずらしさも薄うすれたのか、はたまた競合相手にはならないと判断されたのか、意識をむけられることもすくなくなっていた。

　にもかかわらず、今日になってよこされる視線の数々に、茜は小さく身み動じろいだ。

　居い心ごこ地ちが悪い。

　好意的でない目に晒さらされることに慣れているとはいえ、数日前との違いにさすがに当とう惑わくせずにはいられない。

　──それに、なんだか前の時とは感じが違うような……？

　前は『なに、この女』という刺とげ々とげしい雰ふん囲い気きだったのだが、今は好こう奇きというか怖いもの見たさというか、そういう空気を感じるのだ。

　なにかしたっけ？　と己おのれの行状を振ふり返ってみるが、心当たりがない。いや、ないわけではないが……。

　茜は南みなみ廂びさしからちらりと庭へ目をやった。

　晴れ間の下、小弓をかまえる東宮に、雅雪が丁てい寧ねいに指導している。態度こそ丁てい重ちようなものの、にこりともしない表情は、出会ったばかりのころによく見たものだ。

「……そういうのとも、違う感じだし」

　なにかあるならじろじろと遠巻きにしていないで、はっきり言ってほしい。でないと、彼とのことがばれたのではないかと、むだにひやひやする。

　やっぱり人間関係のことは自分には不向きだ、と茜はこっそりと溜ため息いきをついた。

　その時、トスッ──と小気味いい音とともに、わっと歓かん声せいがあがった。

「見て見て、周防！」

　小弓を片手に子どもらしくはしゃぐ東宮の姿に、胸にわだかまる憂うれいとは裏腹に自然と笑えみが浮うかんでくる。

「ずいぶんと上達なさいましたね」

「弓矢だけじゃなくて、笛だって上手になったんだ」

「まあ、では今度ぜひ聞かせてください」

「じゃあ、聞かせてあげる！」

　小弓を放ほうりだすようにして、東宮が階へと駆かけてくる。そんな幼い主あるじの姿に、「まあまあ」と乳母めのとのあこも苦く笑しよう気味に世話を焼く。

　茜が訪ねると、あれもこれもと披ひ露ろうしたがるのは最近ではすっかりお馴な染じみの光景になっている。見ているだけで微笑ほほえましいが、あこによると普ふ段だんこんな風に子どもらしい様子をみせることはないという。

　茜としても、こうも無む邪じや気きな好意をよせられたことがないだけに、戸と惑まどう反面嬉しくもあった。

　ばたばたと母も屋やへ戻もどってきた東宮に、茜へとむけられていた意味深な空気が霧む散さんする。

　しかしながら、あの中へはいっていくのはなんとなく躊躇ためらわれて、茜は母屋の方へと身体のむきを変えるに留とどめた。

　笛の用意をする東宮を眺ながめていると、すぐうしろの簀すの子こ縁えんに人の気配がした。

　──あ……。

　馴染んだそれに、どきりとする。雅雪だ。

　彼が斜ななめうしろに腰こしをおろすのを感じながら、茜は必死でなんでもない風を装った。近くに彼がいると思うだけで、油断すると口元が綻ほころんでしまいそうになる。

　無意識のうちにうしろをうかがってしまわないよう注意しながら、東宮の楽しそうな顔を見つめていると、どこか申しわけない気持ちが湧わいてくる。

　──東宮さまに会いにきたっていうのも、噓うそじゃないけど……。

　実は、今日雅雪が梨壺を訪れることを、彼と密ひそかに交かわしている文ふみを通じて茜は知っていた。だから、今日という日を選んでご機き嫌げんうかがいにきたのだ。

　雅雪と会えない日々が続いた時は、会えばこの寂さびしさはおさまると思っていた。

　けれど実際は、会えたら会えたで別れがたく、もっと会いたくなる。文をもらったら、顔が見たくなる──その繰くり返しだった。

　会うために利用したことにうしろめたさを感じつつも、雅雪が東宮の側近くではなく縁に座したのは、彼も同じ気持ちだからだろうかと嬉しくなる。それでいて、この間の月夜のように、せっかく会えたにもかかわらず不安になったりもするのだ。

　恋こいする心とはかくも複雑で、度しがたい。

　今日は顔を見られただけでもよしとすべきだろう。──聞こえてきた、まだまだ拙つたなく、しかし前より上手になった笛の音ねに耳を傾かたむけながら、自分に言い聞かせるように頷うなずく。

　──あ、でも、もしかしたら……雅雪さまなら、なにか知ってるかもしれない。

　思いついたそれに、茜はそっとあたりをうかがった。

　さきほどまで自分にむけられていた女房たちの視線は、東宮の幼い音色へと微笑ましげにむけられている。隣となりにいたあこも、今は東宮の側に侍はべっている。開け放たれた御み簾すに面した縁にいるのは庭からあがってきた雅雪だけらしく、近くにほかの気配はない。

「……」

　茜は汗あせの滲む手で袖そで口ぐちを握にぎった。

　人目がある以上、帰り際ぎわに雅雪に声をかけるのは無理だ。聞くなら今しかない。

　だが、気になるというのは言い訳で、単に雅雪と言葉を交わしたいだけなのではないかという迷いが躊躇わせる。

「──どうした」

「……っ」

　ふいに、迷いを見み透すかしたように斜めうしろから投げかけられた低い呼びかけに、茜はあがりそうになった声を吞のみこんだ。突とつ然ぜんのことにばくばくと音をたてる胸をおちつけるように細く息を吐はきだす。

「あの──」

　遅おそまきながら意を決し、笛の音にまぎれるように口を開く。顔は東宮の方へむけたままだ。

　雅雪に届いているか案じつつ、茜は先を続けた。

「最近わたしについて、なにか聞いたりしたこと、ありますか？」

「なにか？」

「その……ここの人たちのわたしを見る様子が、いつもと違う気がして」

「……」

　硬かたくなった雰囲気とともに返った沈ちん黙もくに、茜は急いで言葉をつけ足した。

「あ、妬ねたまれてるとかそういうのじゃなくて、好こう奇き心しんというか、探さぐられてるような感じなんですけど」

　自分たちのことがばれたわけではないと思うと遠回しに伝えながら、表情の見えない状じよう況きようにもどかしさを覚える。

　声も抑おさえているから、声こわ色いろからもむこうがなにを思っているのか、ほとんど読みとれない。こちらとしてもあまり長く話しているとだれかに見み咎とがめられそうで、詳くわしい説明もできなかった。扇おうぎや袖口で口元を覆おおえばしゃべっているのは隠かくせるかもしれないが、ずっとそうだったのならまだしも、違う意味で注目をひきそうだ。

　やはりこんなところでする話じゃなかった、と軽く悔くいる茜の耳に、ふっと嘆たん息そくが届いた。

「──俺としては露ろ見けんしたところでいっこうにかまわないが」

「な…っ」

　反射的に振り返りそうになって、かろうじてこらえる。

「それではおまえは困るんだろう」

　わかっている、とでも言うように低められた声が続ける。

　茜はさりげない素そ振ぶりで──とはいえ、十分ぎこちなかったが──騒さわぐ胸を押さえた。

　──やっぱり、今、こんな話するんじゃなかった…っ。身体からだに悪い。

　雅雪の言うとおり、彼との仲がばれたら困るのだ、色々。

　今をときめく頭とうの中ちゆう将じようや蔵人くろうどの少将とよく言葉を交わしているというだけで、嫌いやがらせをされたのは記き憶おくに新しい。実際には色めいた話など欠片かけらもなかったのに、あれだったのだ。世に言う男女の仲ではまだないとはいえ、『銀しろがねの少将』と親しくしているなどと知れたら、考えるだに恐おそろしい。

　梨壺ここの女によう房ぼうたちはもとより、麗景殿の者たちが黙だまってはいないだろう。最悪……いや、必ず、父である内大臣の耳にはいる。

　そうなったら──考えて、茜は顔を青ざめさせた。

「おい？」

　そんな彼女に雅雪が気き遣づかう声をかけてくる。茜は大だい丈じよう夫ぶだと応こたえる代わりに、めだたない程度に顎あごをひいた。

「……わかった」

「え？」

　しかし、次に聞こえてきた呟つぶやきに意図せず声が漏もれた。

「俺の耳にはなにも届いていないが、調べてみよう」

「あのっ、ご存じでなければそれで……」

「憂いはないにこしたことはない」

　そこまでしてもらう必要はない、と慌あわてて断ろうとするのを遮さえぎられる。

「頭中将にでも尋たずねたら、なにかわかるだろう」

「ですが、」

「そろそろ終わるぞ」

　促うながされて、茜ははたと口を噤つぐんだ。

　折よくというべきか、悪あしくというべきか、終しゆう盤ばんにさしかかっていた曲が、最後の余よ韻いんを残して締しめくくられる。満足げに笛をおろした東宮へ笑え顔がおをむけながらも、内心はうしろが気になっておちつかない。

　本当にそこまでしてもらうほどのことではないのだ。けれど、些さ細さいなことでも気にかけてくれる気持ちを嬉うれしいと思う自分もいた。

「あ──」

　すっと背後で立ちあがる気配がする。横をとおりすぎざま、任せておけ、とでもいうようにさりげなく肩かたに触ふれた手があった。そのまま東宮のもとへと歩いていく雅雪を、むろんひき留めたりできるはずがない。

　完全に断る機会を見失った茜は、しかたない、と小さく息をついた。

　──この際だから、お願いしようかな。

　そっと熱が触れていった肩に、手をあてる。彼の気遣いが、申しわけなくもどこかくすぐったい。

　──気にかかるのは事実なんだし……頭中将さまなら女房たちの噂うわさにだって詳しいから、それでわからないならわたしの気のせいだってことだよね。

　たいしたことではない──この時は、たしかにそう思っていた。

　これが単なる予兆にすぎなかったことを茜が知るのは、もうすこし先のことだった。







　朝の澄すんだ空気を揺ゆらしたささめきに、簀すの子こ縁えんを歩いていた茜は足を止めた。くるりとそちらを振ふり返れば、顔をそらした二人の公きん達だちがそそくさと逃にげるように歩き去っていく。

「また、か」

　うんざりと零こぼす。

　ここのところ、出歩いているとこういう場面に出で会くわすことがたびたびあった。

「せっかく長雨も明けたっていうのに……」

　晴れやかな気分とはほど遠い。むしろ、じっとりした暑さとあいまって不ふ愉ゆ快かいさは増していく一方だった。

「なんだっていうんだろ」

　知らずよっていた眉まゆ根ねを指でさすりながら、茜は歩みを再開した。

　朝は忙いそがしいのだ。わけのわからないことにいつまでもかかずらっている暇ひまはない。

　──それにしても不思議なのは、麗景殿の人たちにはこれといって変わった様子がないことなんだよね……。

　梨壺で女房たちの自分を見る目が変わったと感じてから、いくらもたっていないというのにこのありさまだ。にもかかわらず、麗景殿でだけ変化がないというのはやはりおかしい気がする。

「うーん……」

　変わったことといえば、麗景殿を訪おとずれる人が増えたことくらいだろうか。

　ただそれも、照子が再び帝みかどの寵ちよう愛あいを受けるようになったことで、遠のいていた人々の足が戻もどったと考えると説明がつく。

「こう考えると、なんだか『わたしが』っていうより『麗景殿が』噂の的にされてるみたい」

　もしかしたら、ここまであからさまでないにしろ、ほかの女房たちも同じような目にあっているのだろうか？

　ふと浮うかんだ思いに、茜は再び足を止めた。

　──それって……怖こわいことなんじゃない？

　自分たちのあずかり知らぬところで、『なにか』が広まっているとしたら？

　気づいた時には手て遅おくれということにだってなりかねない。

　自分のことだけならいい。けれど、照子に──麗景殿女によう御ごにとっての致ち命めい傷しようにとてなりかねないのだ。

　梨壺での毒草の騒そう動どう然しかり、菖蒲あやめ根ね合あわせでの騒動然り、一歩間ま違ちがえたら照子も自分も今ごろここにはいなかっただろう。

「──のんびりかまえてる場合じゃ、ないのかも」

　暑さとは違ちがう汗あせが、じわりと滲にじむ。

　想おもいを自覚した照子が、せっかく帝と心をかよわせはじめているのだ。ここでまた厄やつ介かい事など冗じよう談だんではない。

　思いすごしなら、それでかまわない。ただ思いついてしまった以上、このまま事態が動くのを待ってはいられなかった。

「だからって、こっちを見てひそひそ言ってる人たちを摑つかまえて聞いてみても、教えてくれるとは思えないし……」

　どうにかして雅雪と連れん絡らくをとるしかないか、と思案を巡めぐらせた時だった。

「あか──周防どのっ」

　突とつ然ぜん背後から投げかけられた呼び声に、茜は大きく肩を揺らした。

「！　雅……」

　振り返りざま名を呼びかけ、すんでで口を閉じる。朝方で人もまばらとはいえ、さすがにまずい。

「蔵人の少将さま」

　言い直しながら、茜は急ぎ足でこちらへむかってくる雅雪の姿に表情を硬かたくした。

　朝も早い時刻に訪れるのも珍めずらしければ、女房名とはいえあんな風に叫さけぶのも普ふ段だんではあり得ない。なにより、彼は宿直とのい姿のままだった。

　つまり、夜の間になにかあり、明けるのを待って駆かけつけてきたのだ。

　そんなことが、ただごとであるとは思えない。

「──なにか、ありましたか」

　もはや確信して問うた茜の肩を、息急せく様子でやってきた雅雪が摑んだ。

「兵ひよう部ぶの卿きようの宮みやだ」

「は、い？」

　唐とう突とつな言葉に虚きよを衝つかれる。

　兵部卿宮がどうしたのかと瞬またたく茜に、雅雪はもどかしげに先を続けた。

「おまえが感じたというおかしな空気、原因は兵部卿宮だ」

「なっ──」

　驚おどろきに声がひきつる。

　なぜここで彼の名がでてくるのか、という思いと、またか、という思いがいり混じり、うまく思考が回らない。

　どういうことかと声にならない代わりに目顔で問えば、雅雪は大きく息を吐はきだした。

「昨晩宿直をしている時、今巷ちまたで囁ささやかれているという歌の話題になった」

「歌？」

「ああ。聞いたところによると、それを広めているのが……どうも兵部卿宮らしい」

「それはどんな──」

　一体どんな歌なのだ、と茜が雅雪へつめよろうとした時も時──

「周防ッ!!」

　鋭するどい怒ど声せいが耳を打った。

　びくっ、と肩が跳はねあがる。弾はじかれるように雅雪から身を離はなした。

　ばっと茜が顔をあげた先に、憤ふん怒ぬに顔を染めた父、有あり明あきらの姿があった。

「お……内大臣、さま」

　肩かた越ごしに見返った雅雪もまた、無言で息を吞のむのがわかった。

　凍こおりついたように動けない茜をよそに、有明は足取りも荒あらくこちらへと迫せまってくる。

「おまえは……なにをしている」

「ぁ、の」

　押し殺した声こわ音ねに、双そう眸ぼうに揺らめく怒ど気きにあてられ、声がうまくでてこない。冷たい目をむけられたことは多々あれど、ここまで怒いかりを露あらわにするさまを見るのははじめてだった。

　我知らず身体からだを震ふるわせた茜を背にかばうようにして、雅雪が一歩前へでた。

「内大臣さま、これは」

「うちの女によう房ぼうが無礼をした」

　だが、なにを言う間もなく、遮さえぎられる。
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　二人のもとまでやってきた有明は、もはや雅雪には一いち瞥べつもくれず、すれ違いざま茜にむかって顎あごをしゃくった。

「いくぞ」

　一言言い置くと、足を止めることもなく、麗景殿の方へと歩いていく。

　有う無むを言わせぬ有明の態度に、茜は逡しゆん巡じゆんしたあと、雅雪にむかって頭をさげた。父を追って背を返そうとした直前、ぱしりと手首をとられた。

　茜。

　はっと顔をあげれば、張りつめた面おも持もちの雅雪の唇くちびるが、そう動いたのがわかった。

　──雅雪さま……。

　彼が自分を気き遣づかってくれるのが、いやというほど伝わってくる。

　一いつ瞬しゆん表情を歪ゆがめそうになった茜は、しかし、ぐっと口角をあげると、微笑ほほえんだ。

『大だい丈じよう夫ぶ』と告げる代わりに雅雪の手に触ふれ、手首を握にぎる指をそっと解ほどく。

「──失礼いたします」

　さきほどより丁てい寧ねいに──他た人にん行ぎよう儀ぎに頭をさげると、茜は今度こそ踵かかとを巡らせた。

　こめた思いが通じたのか、もう止める手はない。

「……っ」

　唇を嚙かんで、遠ざかる背中を追う。意識せずとも自然とその足は急いだものになった。

　後ろ姿からでも伝わってくる、不ふ機き嫌げんと言うには軽すぎる憤ふん然ぜんとした気配に、茜は白くなるほど手を握りあわせた。

　──どうしてあの人が、供の一人もつけずに、こんな時間に？

　まずいところを見られてしまった、という焦しよう燥そうとは別に、浮かんだ疑念に胸が騒さわぐ。

　いつもの出仕姿であるところから見ると、雅雪のように宿直明けというわけではないはずだ。夜の間になにかがあって、朝一番に駆けつけてきたということだろうか。

　──それに、さっきの雅雪さまの話って……。

　有明の乱入で途と中ちゆうになってしまったが、ひどく気になることを言っていた。

「歌って──、！」

　呟つぶやきかけ、茜はさっと顔をこわばらせた。

　先に麗景殿へと足を踏ふみいれた有明が、凍いてつく表情でこちらを見み据すえていたのだ。からみあったまなざしが、忌いむものでも見るようにつと細められる。

「やはり、あれの願いだったとはいえ、聞くべきではなかったな」

「──それ、は」

　どういう意味なのかと、言葉を喉のどに貼はりつかせている間に、有明が忌いま々いましげに続けた。

「早さつ速そく、男を誑たぶらかすとは」

「ッ、誑かすなど……」

　その言いぐさにかっとなる。

「あれは、」

　とっさに反はん駁ばくしようとして、ぴしり、と響ひびいた音に、茜は打たれたように口を閉とざした。

　掌てのひらに檜ひ扇おうぎを打ちつけた有明が、その格好のまま、ぎしりぎしりと歩みよってくるのを、瞬きも忘れて目で追う。

「よいか」

　鼻先に突つきつけられた檜扇に、こくりと息を吞んだ。

「おまえのような者に関かかわれば、あの者の将来がどうなるか……よくよく考えることだ」

「しょう、らい」

　扇同様、突きつけられた言葉に、茜は大きく目を見開いた。

　しかし、有明はそんな様子に興味はないとばかりに踵きびすを返すと、

「──それも今となっては、むだなことか」

　吐き捨てるようにして、母も屋やの方へとむかっていく。

「！　むだ、とはどういう」

「これは、大臣おとどさま！」

　聞き捨てならないそれにあげた声は、今度は別の方角からあがった甲かん高だかい声に遮られた。話し声か扇を打ちつける音かを聞きつけて、女房の一人が様子をうかがいにでてきたのだ。

「このような朝早くから、おいでとは」

　慌あわてて居住まいを正そうとした女房に、有明が「よい」と手を振ふる。

「女によう御ごさまは？」

「さきほど、朝のお支し度たくが終わられたところにございますが……」

「ならば、とりつぎを。火急の用がある」

「は、はい、ただいま」

　有明の気き迫はくに押されるように、女房が母屋へとひき返していく。慌ただしい気配がして、さほど待たず案内役の女房が御み簾すから姿を現した。

「大臣さま、女御さまがお会いになるそうです」

　頷うなずいて御簾をくぐろうとした有明が、ちらりと一瞥をよこす。半ば茫ぼう然ぜんとなりゆきを見ていた茜は、『なにをしている』と告げるそれに、我に返った。急いでそちらへとむかう。

　とはいえ、その足取りは重かった。

　一度に降りかかってきた問題の数々に、頭が混乱して、なにから考えていいのかわからない。麻ま痺ひしたような感覚の中でもひとつわかることがあるとしたら──この先にまだ新たな厄やつ介かい事が待っているということだ。

　──……じゃなかったら、あの人はわたしのことなんていない者として扱あつかうはずだし。

　まだ用があるから、ああして呼んだのだ。

　なぜこの女まで、という視線を受けながら、茜は廂ひさしの間へと続く御簾をくぐった。

「朝も早くから押しかけるような真似まねをして、申しわけない」

「それはかまいませんが……このような刻限にいかがなさいましたか、お父さま。──まあ、周防まで」

　入じゆ内だいしたからには娘むすめとはいえ妃きさきと臣下、無理を詫わびる父親の姿に困こん惑わく気味だった照子が、思いがけずはいってきた茜に驚おどろきをあげた。

　茜は二人の方へ近づくことなく膝ひざを折ると、声をかける代わりに頭をさげる。前方をうかがうようにそっと顔をあげながら、これからされるだろう話に耳をすませた。

「今から、あれを連れて帰ります」

　なんの前置きもなく発せられた有明の言葉に、一瞬室内がシン……と静まりかえった。

　照子が首を傾かしげたのか、さらりと衣きぬの滑すべる音がした。

「──あれ、ですか」

「あの者です」

　振りむきもせず、有明が扇でうしろを指し示す。その先には──茜の姿があった。

「──ッ!?」

「あの者って……茜!?」

　ひゅっと喉が鳴る。それに照子の驚きよう愕がくが重なった。

「女御さま」

　茜の名を呼んだことにか、叫さけびをあげたことにか、有明が低く咎とがめる。しかし、当の照子の耳に届いた様子はなかった。

「なぜですかっ、お父さま！　どうして、茜を……」

　つめよるように、言い募つのる。

　それは茜も同じ気持ちだった。もはやとりつくろうことも忘れて上体を起こし、食い入るように父親の姿を見つめる。

　いつかはこんな日がくると、わかっていた。けれど、いきなり目前に突きつけられた『いつか』に、愕がく然ぜんとする。

　とり乱す娘の姿に、有明が短く嘆たん息そくした。

「──おちつきなさい、照子」

　太い声こわ音ねが、ぴしゃりと言い放つ。気け圧おされるように押し黙だまった照子に、有明はしようのない、とでも言いたげに再度息をついた。

「今度ばかりはおまえの願いを聞くことはできん。──もうあれを内だい裏りには置いておけん。これ以上不ふ名めい誉よな噂うわさが広がれば、おまえにもさし障さわりがある」

　父親の言に、茜ははっと目を見開いた。

　──不名誉な噂って……まさか！

　ここのところの、人々が自分を見る、好こう奇きの目。それでいて、遠巻きにする、避さけるような素そ振ぶり。なにより、父の口から発せられたその言い回しに、覚えがあった。

　すっと身のうちの熱がさがる。

「不名誉な、噂……ですか」

　しかしながら、照子には心当たりがないのか、怪け訝げんそうだ。

　遠回しな言い方では納なつ得とくしないと悟さとったのか、有明は幾いく度ど目かになる溜ため息いきをおとすと、つと周囲に視線を投げた。

「最近、内裏で密ひそかに囁ささやかれている歌を知っている者はおるか」

「歌、でございますか」

　照子の乳母めのとを筆頭に、女によう房ぼうたちが隣となり同どう士し目配せを交かわしあって戸と惑まどう風ふ情ぜいを見せた。

「なるほど……道理でなにも言ってこないわけよ」

「それは、どのような歌なのですか？」

　照子の問いに、有明が口元を隠かくすように、はらりと檜扇を広げた。





　ふたつなき　ものと思ひしを　雲の上に　あやしと覚おぼゆ　分かる月つき影かげ






　口にするのも忌いま々いましい、と言わんばかりの苦い声色で詠よみあげられた歌に、茜は奥歯をきつく嚙かみ締しめた。

　──やっぱり……！

「……兵ひよう部ぶの卿きようの宮みや」

　含ふくみ笑いとともに口ずさまれた声が脳のう裏りに甦よみがえる。雅雪から聞いていなくとも、この歌にあの人物が関かかわっているのがありありと感じとれた。

「──おまえになら、この歌がどんな意味を持つかわかるであろう」

　冷たい流し目とともによこされた有明の言葉に、震ふるえが走る。けれど、鋭するどい眼光が黙っていることを許さない。

　茜は部屋中から突き刺ささるように飛んでくる視線を感じながら、からからに乾かわいた口をゆっくりと開いた。

「『ふたつはないと思っていたのに、雲の上に月が分かれてふたつに見えるのはおかしなことだ』──雲の上とは、宮中のこと。月影は、麗景殿女御さまのことと思われます。つまり、一人しかいないはずの内大臣家の女むすめが宮中に二人いる、と……」

　淡たん々たんと、極力感情を交えず、歌の意味するところだけを告げる。

　そこまで告げて、照子が息を吞のんだのがわかった。ようようこの歌の孕はらむ危あやうさに気がついたのだ。

「それだけではなかろう」

「──」

　有明に指し摘てきされ、茜はくっと唇くちびるをひき結んだ。

　たしかに、わざと言わずにいた──言えずにいた事こと柄がらがあった。

　この歌は、単に『麗景殿女御』が『双ふた子ご』であると言っているだけではない。さらに──

「『あやし』という表現で、暗に『あやかし』と呼ばれるおまえのことまで示し唆さしているではないか」

　口を閉とざした茜の代わりに、有明が続ける。その声には抑おさえようのないいらだちが滲にじんでいた。

「昨晩、時とき明あきらが持ち帰った話を耳にした時には、肝きもが冷えたわ」

　当然だ。『麗景殿女御』が忌いみ子とされる双子である、というだけでなく、その片割れが『あやかし姫ひめ』と密かに呼ばれる存在であるなど、照子にとっても内大臣家にとっても醜しゆう聞ぶんにしかならない。

　噂する人々がどこまで歌の意図するところに気づいているかは不明だ。が、彼らがこちらを見る目からすると、すくなくとも『分かれた月の片方』が自分であると知られている可能性が高い。

　──そして、兵部卿宮は確実に気づいてる……。

　広まっているという歌は、古こ今きん和わ歌か集しゆうにも載のっている『ふたつなき　ものと思ひしを　水みな底そこに　山の端はならで　いづる月影』という歌をもじったものだ。

　こちらは、水みな面もに映った月をもうひとつの月と喩たとえているわけだが、照子と茜の秘密を暴ばく露ろするなら、わざわざこの歌を持ちだす必要はない。既き存そんの歌を捻ひねるなど面めん倒どうなことをせず、噂話を広めたらいいだけのことだ。

　にもかかわらず、兵部卿宮がこの歌を用いたのは、自分たちに知らしめたかったのだ。私は気づいているぞ──と。

　──あの時、兵部卿宮が呟つぶやいてた歌が使われてるのが、いい証しよう拠こ。

　これは、なにかの拍ひよう子しに秘密に気づいた兵部卿宮の、彼を虚こ仮けにした──とむこうは思っているだろう──自分たちへの意い趣しゆ返がえしだとしか思えなかった。

　よくよく考えてみると、頭とうの中ちゆう将じようが知っていたのだ。同じように色を好む兵部卿宮がどこかで『あやかし姫』の噂を聞いたことがあってもおかしくはなかった。

　たどりついた結論に、茜はそっと目を閉じた。

　──だったらもう、宮中ここにはいられない。

　父の命令だったとはいえ、内大臣家では何者にもなれない自分でも照子の力になれるなら、と思って一いつ緒しよにきたのだ。

　ならば、自分の存在が彼女の足をひっぱるのなら、ここにいるわけにはいかなかった。──どんなに心が留とどまりたいと願ったとしても。

「──今ならば、まだ噂ですむ」

　聞こえてきた有明の声に、閉じた時と同じようにゆっくりと瞼まぶたをあげる。奥の御み簾すのむこうにいる照子と目があった、ような気がした。

　だから茜は、小さく微笑ほほえんだ。

　そこに宿った決意を悟ったのか、息を吞む気配がする。

「──お待ちください、お父さま！　あの子がいなくなったら、歌は……わたくしはどうしたらいいのですか」

「歌の得意な別の者をよこす」

　それでもすがるように声をあげた照子を、有明は一いつ蹴しゆうした。

「最初からそうしておればよかったのだ。そうすれば、このようなことにはならずにすんだ。このままにしておいたら、女によう御ごとしてのおまえの瑕疵かしになりかねん。そうなる前に、あれはさがらせる」

「ですが……！」

「これは決定だ」

　これ以上話しあうことはないと有明が立ちあがる。身を返しざまに鋭い一いち瞥べつを受け、茜は頷うなずく代わりに深く頭こうべを垂れた。

「今まで、お世話になりました」

「茜…っ」

　悲鳴のような呼びかけに、衣きぬ擦ずれの音が重なる。「なりません」「女御さまっ」と次々に女房たちが制止する声が聞こえてくる。

　茜は照子が彼女たちに足止めされている間に起きあがると、背を返し、御簾をくぐった。

　躊躇ためらいは見せない。

　もうどうすることもできない以上、せめて照子が気に病やまないようふるまうしか、自分にできることはなかった。

　ただひとつ、心残りがあるとすれば──。

「人目につかない場所に、車をつけさせてある。それに乗って早々に去れ」

「──はい」

　もはやこちらも見ずに歩きだした有明のあとに続──こうとして、茜ははたと足を止めた。

　──！　雅雪、さま……。

　物もの陰かげに身を潜ひそめるようにして、こちらをうかがう雅雪が目に留まる。

「……っ」

　瞬しゆん間かん、こみあげてきた熱いものを吞みくだして、茜は有明に気どられぬよう頭をさげた。そのまま、今度こそうしろを追って歩きだす。

　叶かなうのならば、一言でいい。最後に、別れを告げたかった。

　けれど、その願いも虚むなしく、茜は一人ひっそりと宮中をあとにした。
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　ひさしぶりに足を踏ふみいれた内大臣邸ていは、以前にましてよそよそしい場所だった。

「たった半年、離はなれてただけなのにね」

　茜は独りごちて、苦い笑いを零こぼした。

　もうすっかり麗景殿あそこが自分の居場所になっていたのだと痛感する。

　あそこでもまわりから敬遠されていたのは変わらなかったが、常に身近に人の気配があった。ここのように、下手をしたらだれとも言葉を交かわさないまま、一日が終わるようなことはなかった。

　なにより宮中には、自分の容姿や噂うわさなど気にせず接してくれる人々がいた。

「姉さまは、大だい丈じよう夫ぶかな……」

　歌のことは別の人間を用意すると言っていたから、多少作風が変わるかもしれないがさほどの心配はないだろう。

　兵ひよう部ぶの卿きようの宮みやが流した例の歌の件は、『麗景殿女御』になにか影えい響きようを与あたえていないだろうか。自分が去ったことで、うまく火消しができただろうか。

「ああ、でも、主上おかみはわたしたちのこと、知ってらっしゃるんだし」

　あの噂が広まって一番困るのは、帝みかどの耳にはいって女御としての地位が危あやうくなることだ。

　しかし、帝は歌の代作のことも、自分たちが双ふた子ごであることもすでに承知している。周囲は騒さわがしいかもしれないが、帝の寵ちよう愛あいさえ変わらなければそのうちおさまるだろう。

「あとは、主上がうまく姉さまを慰なぐさめてくださるといいんだけど」

　自分がいなくなったことで、照子は不安になっているはずだ。

　疑いもなくそう思えるほど、心をかよわせたばかりだったのに、これからというところでこんなことになってしまった。

　世の中はうまくいかない、と茜は嘆たん息そくした。

　それに、気持ちをかよわせたといえば……

「……雅雪さま」

　今ごろ、彼はなにを思っているだろうか。

　身辺を整理する猶ゆう予よも与えられずに内大臣邸へ連れ戻もどされ、ことのなりゆきを説明する間もなかった。自分の味方が一人もいないここでは、外部と連れん絡らくをとる術すべもない。

　そう考えると、別れは告げられなくても最後にひと目会えたのは幸いだった。すくなくとも、父に連れ戻されたのだということだけはわかってもらえる。

　いや、彼のことだ。きっと、どうしてこうなったのか、おおよその察しはついているだろう。

「──会いたい、な」

　つらつらとなにを考えていても、結局最後にいきつくのは、その想おもいだった。

　茜はすっかり暗くなった外へ目をやり、立ちあがった。

　内大臣邸に戻ってきてから十日近くたつが、まだそれだけしかたっていないのかと思えるほど長く感じられる。

　やることもやりたいこともなく、日がな一日考えごとをしているか、外を眺ながめているかで、忙いそがしかった宮中での日々が噓うそのようだ。訪おとずれるのは、食事や灯を運んでくる女によう房ぼうばかりで、ほかは警固の男たちを遠目に見る程度だった。

　日が昇のぼっては暮れ、月が夜空を渡わたっていくのだけが、今の茜に時の流れを教えていた。

　茜は御簾をくぐると簀すの子こ縁えんへとでた。

　夜になってでてきた風が、昼間の暑さを吹ふき払はらうようにして頰ほおをなでていく。まだまだ暑い盛りだが、季節はいつのまにか晩夏と呼ばれる時季に移り変わっていた。

「ほんと、時の流れは早いのか遅おそいのか、わからないや」

　西の空に浮うかぶ月を眺める。

　雅雪と月を見ながら会話を交わしてから、まだひと月もたっていないというのに、遠い昔のことのようだ。あの時、あんなにも近く感じていた温ぬくもりは消え、もはや手が届かない場所へいってしまった。

　月を見上げ、ふいに胸に迫せまってきた思いに、茜は小さく身体からだを震ふるわせた。

「『月見れば　国は同じぞ　山へなり　愛うつくし妹いもは　へなりたるかも』か……」

　自然とそんな歌が零こぼれでる。

　月を見れば同じ国にいるとわかるけれど、山が隔へだたり、わたしと愛いとしいあの人はひき離されてしまっている──会うことのできない辛つらさを詠よんだ、万まん葉よう集しゆうの一首だ。

　自分と雅雪の間には、この歌のような山が隔たっているわけではない。同じ国どころか、同じ都の中にいる。

　けれど、姿も見えず、声も届かないという点では、境きよう遇ぐうは一いつ緒しよだった。むしろ、近くにいるにもかかわらず手が届かない分だけ、胸にこみあげてくる切なさはいや増した。

　じわじわと目の奥が熱くなる。

　見上げた月の姿が、霞かすんでいく。

　いつかくる別れだと、感じていた。すくなからず覚かく悟ごもしていたつもりだった。

　しかし、『つもり』でしかなかったことが……いや、それ以前に感じていただけで考えていなかったことが、ひしひしと思い知らされる。

　──もう、会えないのかな……？

　考えずにはいられない。ただ、口にだしてしまえば現実になりそうで、茜はあふれてしまいそうになるのを必死にこらえた。

　代わりのように、零れた涙なみだが頰を伝う。

「──おや、これはこれは」

　ぎっ……と板を踏む音とともに、聞き覚えのない男の声が聞こえてきたのは、そんな時だった。

　月を見上げていた茜は、ぎくりと身体をこわばらせた。声がしたのとは反対側へ顔を背そむけ、すばやく袖そでで涙を拭ぬぐう。

　──だれ？

　ぱっと見たかぎり、有明と似たような年のころの男性だ。客が迷いこんだのだろうか。客人とばったり顔をあわせてしまったなどと父たちに知れたら、どんな怒いかりを買うかわからない。

　月に惹ひかれて外にでるのではなかったと悔くやむ。ここは女房のふりをして早々にひっこもうと、茜は頭をさげた。

「失礼をいたしました」

　そのまま身体を返して、御み簾すに手をかける。

「お待ちください」

　ひき留める声を無視して中へ戻ろうとした茜は、

「二の姫ひめさまでいらっしゃるのでしょう？」

　続いて投げかけられた科白せりふに、思わず動きを止めた。

　──二の姫って、この人…っ!?

　一いつ般ぱんに、貴族の子息のことを上から太た郎ろう君ぎみ、次じ郎ろう君ぎみと呼び習わすように、女むすめには『姫』をつけて呼ぶ。『二の姫』とは次女のことだ。

　つまり、この男性は茜が内大臣のいないはずの次女だとわかっていて、声をかけてきたことになる。

　逃にげなければ……本能が警けい鐘しようを鳴らす。

　──けど、どこに？

　なぜ自分の正体を知る男性がここにいるのかわからなかったが、このまま御簾の中に逃げこむのはまずい気がした。だとしたら、だれでもいい、人がいる場所にいくべきだろう。

　とっさに判断して、茜は御簾から手を放すと逆方向へ踏みだそうとした。

　が、こちらが逡しゆん巡じゆんしている間にも近づいてきていたらしい男に、放した手を摑つかまれた。その湿しめったような冷たさに、ぞっとする。

「……ぃやっ」

「わざわざ出で迎むかえてくださったのではないのですか？　それなのに逃げるとは……ひどいお方だ」

　反射的に手を振ふり払おうとするが、むこうも予期していたのか、強く握にぎりこまれる。

　さらによくわからないことを言いながら、距きよ離りをつめてこようとする男に、茜は後あと退じさった。

「な、にを……」

「ああ、手順を踏ふんでいないから、拗すねておいでですか」

　可愛かわいらしい人だ、と口では甘いことを言いながら、男の手に無理矢理ひきよせるように力がこもる。そして、もう片方の手が御簾へとかけられた。

「さあ、姫」

「ッ、一体、どういうつもりで……！」

　促うながすようにして部屋に連れこもうとする男を、茜は両足を踏み締しめて抵てい抗こうしながら睨にらみつけた。このままだれもいない場所に連れていかれたら、ただではすまないのは嫌いやでもわかる。なりふりなどかまってはいられなかった。

「どういう、とはこれは異なことを」

　そんな茜の様子に、男は口元に笑えみを浮かべた。

　こちらを嘲あざけるような、蔑さげすむような、いやらしい笑い方に、摑まれた場所からざわりと怖おぞ気けが広がる。

「私はあなたの夫となる男ですよ」

「──おっ、と？」

　呈ていされた言葉に、虚きよを衝つかれる。

　考えもしなかったそれに、頭がついていかない。否いな、理解することを拒こばんでいた。

「な、にを、莫ば迦かなことを言って……」

「莫迦なことではありません。内大臣さまよりそのようにお話をいただいたのですから」

　笑みを消さぬまま返された答えに、ひゅっと喉のどが鳴った。

「──内大臣さま、から？」

　かろうじて絞しぼりだした声は、ひどく擦かすれていた。

　茜は瞬またたきも忘れて、目の前の男を凝ぎよう視しした。

　この男は、自分の夫となる男で、そう内大臣から話をもらったと言った。つまり、父から彼に対して結けつ婚こんの打だ診しんがあったということだ。──自分は、なにひとつ聞かされないまま。

「──っ」

　ようやく理解した事こと柄がらに、愕がく然ぜんとする。

　娘むすめの結婚は親が決めるものだ。それはわかっている。

　だが、宮中から退出して早々、自分には一言もないまま決行されたことに、茜は大きな衝しよう撃げきを受けた。

　──そんなにも、わたしの存在が邪じや魔まだったんだ……。

　彼と父の間でどんな約が交かわされたのかは不明だが、これが体ていのいい厄やつ介かい払ばらいだと察せないはずがない。おそらく、この男は父の配下なのだろう。出世かなにかを条件に、結婚という名目で自分を押しつけるつもりなのだ。

　そこまで……ない者として扱あつかうだけでは事足りず、こんな形で追い払おうとするほど厭いとわれていた事実に、全身から力が抜ぬけていく。

　その瞬しゆん間かんを見計らったように、ぐいっと手をひっぱられた。

「きゃ…っ」

　急なことに足がついていかず、まろぶようにしてくずおれる。ちっ、と上からいらだったような舌打ちが降ってきた。

「さあ、夏の夜は短いのですから」

　今度はひったてるように腕うでを摑まれ、無理矢理御簾の奥へとひきずりこまれそうになる。

　──雅雪さま……！

　これが世の習いだろうと、父の命令だろうと、頭で理解できても心が受けつけない。

　なにも知らないころなら、しかたがないと諦あきらめられた。父の望みに適かなうならと、進んで受けいれたかもしれない。

　けれど、もう、人を恋こいしいと想おもう気持ちを知ってしまった。

　心がかよいあう喜びを、温ぬくもりの心ここ地ちよさを、覚えてしまった──。

「ぃや、放してッ」

「このっ、小娘が！」

　摑まれた腕をひき剝はがそうともがく茜に、とうとうとりつくろうことを止やめた男がもう片方の腕を振りあげた。

「あやかしと呼ばれる分際でつけあがってからにッ」

「！」

　男の顔から薄うす笑わらいが消え、憤ふん激げきに染まった形相が夜の闇やみに浮うかびあがる。空気が動いたのに、茜は摑まれたのとは反対側の手で顔をかばい、身を固くした。

「──……かね！」

　腕の振りおろされる音に重なるようにして、なにかが聞こえた気がした。

　だが、茜がそうと知覚するより早く、バシッと叩たたきつけるような音に、

「つ…っ」

「な──!?」

　息を吞のむ気配が重なった。

　──……？　なに？

　とっさに目を閉じていた茜は、なにが起こったのかとそろそろと瞼まぶたを開いた。

　たしかに音はしたのに、どこにも痛みはない。それどころか、いつのまにか摑まれていたはずの腕まで自由になっていた。

「な、なんだ、おまえは！」

　一体なにが……と訝いぶかる気持ちに呼応したように、男の上うわ擦ずった叫さけびがあがる。

　茜は顔をそちらにむけ、瞠どう目もくした。

　自分と男の間に割ってはいる形で、こちらに背をむける人ひと影かげがあった。

「ま──」

　口を突つきかけた名が、喉の奥でつかえる。

　違ちがう。

　浮かびあがる輪りん郭かくだけで、彼ではないと心が告げた。頭ではこんなところにいるはずがないとわかっているのに、一いつ瞬しゆんでも期待してしまったのだ。

　──でも、だったら、これは……？

「──女に手をあげるのは、どうかと思いますが」

　丁てい寧ねいながらも隠かくしきれない嫌けん悪おが滲にじんだ声に、男が片手をかばうようにして足を退ひく。

「そなた、橘たちばなの……」

　そのやりとりに、え？　と茜は目の前の背中を見つめた。

「保やす、秋あき？」

　漏もれた呟つぶやきに、肩かた越ごしにちらりとこちらを見た横顔は、間違いない。幼おさな馴な染じみのものだ。

　すぐに顔を戻もどした保秋が、無言で男を見つめる。いや、睨みつけるのがうしろからでも感じとれた。もともと目つきがよくないのに加えて、不ふ機き嫌げんさを隠しもしないのだから、すくなくとも相手はそう感じるはずだ。

　案の定、男はあきらかに怯ひるんだ様子をみせた。

「ふ、ふん、内大臣さまの頼たのみでもなければ、だれがあやかしなどと呼ばれる女を相手にするものか」

　興きよう醒ざめだ！　と言い捨てて、男がそそくさと身体からだを返す。保秋の眼光から逃のがれるように、足早に歩き去っていく。

　呆あつ気けなく遠ざかっていく姿を、茜はどこか他人ひと事ごとのような心ここ地ちで見送った。

「はっ、なにが興醒めだ。オレにびびっただけだろうが。そもそも、人をぶっ叩いておいて自分の手を痛めてりゃ世話ねえぜ」

　しかし、こちらもまた吐はき捨てるように独りごちて右耳を押さえて座りこんだ保秋に、はたと我に返る。

　──そうだ！　保秋はわたしをかばって…っ

「ごめんなさい！　わたしのせいで」

「あぁ、おまえ大だい丈じよう夫ぶか？」

　急いで立ちあがり、正面へと回りこんだ茜を、保秋が気き遣づかわしげにのぞきこんでくる。

「莫迦！　大丈夫じゃないのは、保秋の方でしょ！」

「こんなのたいしたことじゃない」

「そんなわけないでしょっ」

　自分のことには頓とん着ちやくしない幼馴染みを怒ど鳴なりつけ、茜は「待ってて」と言い置くと再び立ちあがった。「おいっ」という制止は無視する。

　そして、水を張った盥たらいと布を手に保秋のところへと戻った。

「ないよりはましだと思うから」

　盥の水に布を浸ひたし、保秋の右耳へと押しあてる。痛みがあるのか、それともひやりとした感かん触しよくにか、保秋が身み動じろいだ。

「あ、ごめん」

　茜は慌あわててあてた布を離はなした。いきなりすぎたか、と今度はそっと彼の耳元へ手を伸のばす。と──

「っ、自分でやる！」

　保秋に布をひったくられた。

「たく……近すぎんだよ」と聞こえない声でぶつぶつ言いながら自ら布をあてる彼に、茜は眉まゆ尻じりをさげた。

「痛い？　ごめんなさい、わたしをかばったせいで」

「だから、たいしたことじゃねえって。そもそもおまえのせいじゃないだろ。あんまり謝られると自分が不ふ甲斐がいなくなるからやめろ」

「不甲斐ない？」

「そうだろうが。止めるのが間にあわずにかばって自分が叩かれるとか、情けねえ」

　ふいっとそっぽをむいた保秋に、そんなことない、と言いかけて止める。

　おそらく、いつもどおり庭づたいにここまでやってきた彼は、不ふ穏おんな空気を感じとって駆かけつけてくれたのだろう。感謝こそすれ、情けないなどと思うわけがない。

　けれど、いくら否定したところで、彼はそうは思わないのだろう。だとしたら、自分に言えることはひとつだけだ。

「──ありがとう」

　保秋がきてくれなかったら今ごろどうなっていただろうと思うと、怖おぞ気けが走る。

　そんな気持ちが伝わったのか、今度は保秋も「……おう」と受けとった。ただ、それでは終わらず、

「……つーかよ、さっきのなんだったんだ？」

「……」

　戻された視線とともに投げかけられた言葉に、茜は黙だまりこんだ。

　今の出来事を口にするのは、厭いとわれている己おのれを改めて認にん識しきさせられるようで、胸が軋きしむ。しかし、助けてくれた保秋には聞く権利があるはずだ。

　茜は喉のどにつかえる躊躇ためらいを追いやるように、ひとつ息をついた。
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「……あの方は、父が選んだわたしの結けつ婚こん相手、だったみたい」

「は!?」

　保秋がぎょっと目をむいた。

　双そう眸ぼう同様、啞あ然ぜんとしたように口を開いたままの彼に、念を押すように頷うなずきを返す。

「突とつ然ぜんやってきて、自分は夫になる男だって」

「……それで、抵てい抗こうして、ああいう状じよう況きようだったってわけか」

　ぼそりとおとされた得心に、茜は再度首しゆ肯こうした。

「結婚相手は親が決めるものだって、わかってるけど……急すぎて、なんの心構えもできてなかったから……」

「別に、おまえが悪いわけじゃないだろ」

「え──？」

　ぎゅっと袴はかまを握にぎり締しめ、視線をさげた茜は、聞こえてきたそれに驚おどろいて顔をあげた。

「これから先、夫婦めおととして一いつ緒しよにやってくんだ。できたら自分の好きなヤツとって思うのは当然のことだろ」

「保秋……」

　自分でもらしくないことを言っていると思ったのか、こちらの目から逃れるように保秋が明後日あさつての方向をむく。その耳が、夜闇の中でもどこか赤い。

　そんな様子と彼なりの気遣いに、茜は思わず口元を綻ほころばせていた。

　ここへ戻ってきてから、はじめて浮かべる笑えみらしい笑みだった。

「うん……ありがとう」

「礼はさっき聞いた」

　照れ隠しなのか嫌いやそうに顔を顰しかめた保秋に笑みを深めたあと、茜は改めて見つめた幼馴染みへ首を傾かしげた。

「ところで……保秋は、どうしてここに？」

　出仕姿でないことからも、宮中の帰りに立ちよったわけではなく、わざわざ内大臣邸ていを訪ねてきたことがうかがえる。兄・時明にでも用があったのだろうか。

　空気を変える意味もあって問うた茜に、保秋は信じがたいものでも見るようにこちらを見たあと、はあ……と溜ため息いきをついた。

「どうしてって……おまえのことが気になったからに決まってるだろうが」

「え、じゃあ、わたしを心配して……？」

「おまえなぁ──」

　目を丸くした茜に、保秋ががりがりと襟えり足あしのあたりを搔かいた。

「いきなり宮中から姿が消えたら、なにごとかって思うだろ!?　あそこの女によう房ぼうたちは揃そろって知らぬ存ぜぬだし、だからって女によう御ごさまに聞くわけにもいかねえし」

　だったらここへきてみるしかないだろう、と恨うらめしげな視線をよこした彼に、こくこくと気け圧おされたように頷く。

　頷きながら、茜はじんわりと胸に温かいものが広がっていくのを感じた。

　なにかあるといつも駆けつけてきてくれる彼に、どれほど自分は慰なぐさめられてきただろうか。

「連れん絡らくできなくて、ごめんね」

「いや、まあ、おまえの事情もわかるし。しかたねえだろ」

　内大臣邸における茜の処しよ遇ぐうを知る保秋は、なんともないのならいいのだと言いながら目を泳がせた。

「にしても、やっぱ……あー……」

「うん？」

　言葉に迷うように唸うなる保秋に、どうしたのかと促うながす。しばらく、口を開けたり閉じたりを繰くり返していた彼は、やがて意を決したように茜へまっすぐ視線をむけてきた。

「──さっきの結婚がどうのってやつもだけどよ、ここに戻もどってきたのは、やっぱ、あの歌が影えい響きようしてんのか？」

　躊躇う様子から一転、ひどく真しん剣けんなまなざしをした保秋に、一いつ瞬しゆん息がつまる。

　彼の耳にも、兵ひよう部ぶの卿きようの宮みやが流した例の歌が届いてしまったのだ。

　茜が照子の妹であることは知っていても、双ふた子ご、まして『あやかし姫ひめ』などと密ひそかに囁ささやかれていたことには気づいていなかった保秋だ。しかし、こう尋たずねてくるということは、当然それも知ってしまったのだろう。

　どうしよう、と逡しゆん巡じゆんする。

　けれど結局、茜は小さく頷きを返した。

「……気味、悪い？」

　そうして、恐おそる恐る問う。

　昨日今日出会った仲ではない。忌いみ子だ、あやかしだ、と掌てのひらを返すような彼ではないとわかっている。

　だが逆に、それだけの時を重ねてきた相手に万が一でも距きよ離りを置かれるようになったら……と思うと、心こころ穏おだやかではいられない。

　そんな茜に、保秋は怪け訝げんそうに眉まゆをよせた。

「気味悪い？　なにがだよ、おまえがか？」

「……」

　無言を肯こう定ていととった保秋はおもむろに息をつくと、手にしていた布を不安に陰かげる茜の顔へと投げつけた。

「ばーかっ」

「な──!?」

　突然のことに目を白黒させて保秋を見やれば、暴挙にでた当の彼がこちらを睨にらみつけていた。

「違ちがうな。──おまえ、オレのこと莫ば迦かにしてんのか？」

「そんなこと…っ」

「だったら聞くな、そんなこと。今さらあやかしだのなんだの聞いて、気にするかよ。もともと姫としては規格外だろうが」

「保秋……」

　しょうもないとばかりに憂うれいを一いつ蹴しゆうした保秋に、嬉うれしさがこみあげてくる。

　ありがとう、と湧わきあがってくるままに口にしかけ──茜は、はたと動きを止めた。

「……今、規格外、って言った？」

「言ったな」

「ちょっ、どういう意味！」

「どうもこうも、まんまだろうが。そもそも姫は御み簾すの外にでたりしねえよ」

　喰くってかかるも正論で返され、ぐっと押し黙る。

　やり場のない感情を持てあまし、茜は膝ひざの上におちていた布を摑つかむと盥たらいへつっこんだ。やや荒あらい手つきで布をすすぐ。

「……そうじゃなかったら、オレは困るけどな」

　次いで零こぼされた呟つぶやきは、水音にまぎれて聞きとれなかった。

　感情任せに固く水を絞しぼる。さすがに助けてくれた保秋相手に布を叩たたきつけるわけにはいかず、はい、と渡わたそうとした茜だったが、いっこうに受けとる気配がない。

　いらないとでも言うつもりかと視線をあげれば、渡わた殿どのの方をじっと見つめる保秋の横顔があった。

「やす、」

　どうしたのかと呼びかけようとして、片手をあげて制される。

「──中にはいってろ。だれかくる」

　低くよこされた言葉に、茜はさっと顔をこわばらせた。

　──まさか、さっきの人が……？

　反射的に立ちあがってから、保秋は、と見下ろすと、「いいから早くいけ」と手を振ふられた。気にはかかるが、むかってくるのがだれであれ、彼と一緒のところを見られては厄やつ介かいなことになるのは目に見えている。

　茜は後ろ髪がみをひかれる思いで保秋に背をむけると、聞こえてきた足音に急せかされるように御簾をくぐった。しかし、部屋の奥には戻らず、その場に留とどまるとじっと息を殺して外の様子をうかがった。

　間を置かず近づいてきた足音が、重なりあうように響ひびく。

　──二人いる？

　一足早く彼らの正体に気づいたらしい保秋が、はっとしたように立ちあがると階きざはしをおりていくのが御簾越ごしに見える。視界から消えた姿に、彼が庭に膝をついたのがわかった。

　──保秋がそんなことする相手って……。

　遅おそまきながらだれなのか悟さとった茜が青ざめた時、足音がぴたりと止やんだ。

「──おまえか、橘たちばなの右う兵ひよう衛えの佐すけ」

　空気を震ふるわせた有明の、殺しきれない怒いかりの滲にじんだ声に、「はっ」と保秋が短く答えるのが聞こえる。

「右う馬まの頭かみを追い払はらったそうだな」

「……あれは右馬頭さまでいらっしゃいましたか。しかし、追い払ったなど……女によ人にんに手をあげるのはいかがかと、お止めしただけでございます」

「黙だまれ！」

　保秋の弁を有明が一いつ喝かつする。

　茜は腰こしを浮うかしかけ、かろうじて押し留まった。

　──だめ。今でていったら、保秋の心こころ遣づかいをむだにすることになる。

　自分が悪いのだと訴うつたえることは簡単だ。けれど、父が耳を貸すとは思えない。どころか、逆に火に油を注ぐ結果になるのはあきらかだった。

　それでもこれ以上保秋に火の粉が降りかかるようならその時は……と身構える。

「保秋──余計な邪じや魔まだてをしてくれたな」

　怒りに肩かたで息をする有明に代わるように、いらだちを宿した別の声こわ音ねが告げる。兄の時明だ。

「邪魔だて……」

「右馬頭どのは、あんな者でも妻に迎むかえると言ってくださっていたんだ。それを……」

　どういうことかというように繰り返した保秋へ、時明が吐はき捨てる。

「……右馬頭さまは、内大臣さまに頼たのまれたとおっしゃっていましたが」

「あぁ」と嘆たん息そく混じりに肯定した兄を、茜は息を吞のんで凝ぎよう視しした。

「おまえも耳にしただろう。あんな噂うわさが広まった以上、あれをここへ置いておくわけにはいかない。根こん拠きよのないつまらぬ誹ひ謗ぼう中傷だと素知らぬふりを通しているが、新たな騒そう動どうが持ちあがる前に火種は処分する必要がある」

「それは！」

　思わずといった様子で声をあげた保秋が、

「っ……失礼しました」

　すぐに我に返ったように短く詫わびる。

「本来なら尼あま寺でらにでもやるところを、せめてもの情けで、父上が妻として迎えいれてもいいという相手を探してくださったのだ。公私の援えん助じよを条件にしてな」

　それがおまえのせいで水の泡あわだ、と改めて憤いきどおりを滲ませる時明に、茜は床ゆかについていた手をぎゅっと握にぎりこんだ。

　──やっぱり、そうだったんだ……。

　貴族の結けつ婚こんは、本来『婿むことり』という形をとる。妻となった女性の家に夫が通ってくる通い婚で、夫の身の回りの世話を妻側がするのだ。その後、夫が自分の屋や敷しきをかまえた時などに妻を迎えいれるのが一いつ般ぱん的な流れだった。

　しかし、有明は援助を持ちだしてまで、早々に『嫁よめ迎むかえ』を──夫となる相手に茜をひきとらせようとしたのである。

　尼寺は世せ俗ぞくと離はなれてはいるが、その分内大臣家の目も届きにくくなる。茜の存在を嗅かぎつけて弱みを握ろうとする者が現れないともかぎらない。ならば、配下の人間の妻という、曲がりなりにも自らの影えい響きよう下にある状態に置いた方がいいという判断だったのだろう。

　予想していたとはいえ、実際に兄の口から語られた真相に、茜の胸がずきりと痛んだ。

　知らされた事情にか、時明たちの剣けん幕まくにか、保秋は一言も発せず、沈ちん黙もくがおりる。

「──しかたあるまい」

　そんな重苦しい空気を割ったのは、有明だった。

「こうなれば、あれは尼寺へやる」

「！」

　聞こえてきた重々しい言葉に、茜はひゅっと喉のどをひきつらせた。

　──わたしを、尼寺へ……？

　それが本気なら、今日明日にでも尼寺へ送られることになる。尼寺へいかされたら最後──もう、雅雪と会うことはできない。

　ふいに目の前に迫せまってきた永遠の別べつ離りに、手足から血の気がひいていくのがわかった。

「最初からこうしておれば、」

「お待ちください！」

　だが、茜の恐おそれを見み透すかしたように、有明を遮さえぎる声があがった。

「保秋！　おまえはこの期ごに及およんで──」

「自分ではいけませんか」

　かっと無礼を咎とがめようとした時明にかまわず、保秋がさらに声を張りあげた。

「……え？」

「──なに？」

　耳に届いたそれに、茜の口から声が零こぼれる。が、同じように意表を衝つかれた時明の怪け訝げんそうな呟きにかき消された。

「それは、どういう意味だ。右兵衛佐」

「彼女の婚こん姻いん相手、この右兵衛佐ではいけませんか、と申しあげました。内大臣さま」

　今度こそ、誤解のしようのない言葉に、茜は大きく目を見開いた。

「もとより、時明さまには目をかけていただいている身、こちらに不都合になるようなことをいたすはずもございません。なにより、自分ならば幼少のころより彼女のことを見知っております」

　ぜひに、と請こう保秋に、父と兄が顔を見合わせた。

「たしかに……保秋ならば任せても問題はありません」

　むしろ好都合だと、言外に進言する時明に、有明が顎あごをなでた。一いつ寸すんの間を置いて、ゆっくりとその顎がひかれる。

「わかった」

「では──？」

「あれのことは、そなたに任せよう、右兵衛佐」

「ありがとう存じます」

「頼んだぞ、保秋」

　目の前で交かわされる会話に、頭がついていかない。どこか遠い場所で起こっている出来事のように、まるで実感が湧わかないのだ。

　──保秋……一体、どういうつもりなの……？

　幼おさな馴な染じみの考えが読めず、なおのこととり残されたような心ここ地ちになる。

「ならば早さつ速そく、と言いたいところだが、そちらにも準備があるだろう」

「まずは父に話をとおします。また、仮にも内大臣家の方を迎えいれるのですから、それなりの準備をさせていただかなければなりません」

「こちらとしては、そんなことよりも急ぐのだがな」

　言葉とは裏腹に、あくまで内大臣家をたて、足あし下もとを見た要求をしてこない保秋の態度に、有明はまんざらでもない様子だ。

　保秋もそれを感じとったのか「申しわけありません」と言いつつも、前言を撤てつ回かいすることなく言を継ついだ。

「では、日取りは占うらないを鑑かんがみた上で、後日改めまして──」

　いよいよ具体的になる父と保秋のやりとりが、耳を素す通どおりしていく。

　──……保秋とわたしが、結婚……？　本当に？

　自分をよそに決まっていく己おのれの処しよ遇ぐうを、茜はただただ茫ぼう然ぜんと見ていることしかできなかった。
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「だめだね」

　開口一番、嘆息混じりに首を振ふった上司に、雅雪もまた息をついた。

「そうですか……」

「なんとか伝つ手てを使って連れん絡らくがとれないか探さぐってみたけど、警けい戒かいが固い。彼女のことにちらっとでも触ふれようものなら、なんのことかわからないの一点張りだ」

「あなたでも無理ですか」

「どういう意味で言ってるのか気になるところだけど……、屋敷の人間も含ふくめ、内大臣に関かかわる者たちはよほど厳しく口止めされているようだ」

　主上おかみや麗景殿さまも気にかけておられるから、できるだけなんとかしたかったが、と朱あけ貞さだが無念そうに続けた。

「麗景殿さまでも様子はわからないのですか」

「むしろ、あの方の周囲からは徹てつ底てい的に情報が排はい除じよされている。あそこの女によう房ぼうたちは内大臣邸ていの息がかかった者ばかりだからね、こちらが文ふみを送ってもあちらが送ろうとしても、すべて麗景殿内でさし止められて終わりだ」

「……」

　徹底した内大臣側の包ほう囲い網もうに、雅雪はぐっと奥歯を嚙かみ締しめた。

　茜が内大臣によって宮中から連れだされてから十日あまり、様々に手をつくしてみたが、彼女の様子はいっこうに摑つかめなかった。

　彼女と一いつ緒しよにいるところを目もく撃げきされたせいか、自分はあちらから警戒されているようでなおさらだ。ならば、と朱貞の顔の広さに望みをかけてみたのだが──。

「内大臣も火消しに必死のようだ」

「分かる月つき影かげ、ですか──くだらない」

　例の歌のせいで広まった麗景殿女によう御ごの出生の秘密を、宮きゆう廷てい人たちは面おも白しろおかしく囁ささやいているが、雅雪に言わせればその一言につきる。

　噂うわさや見た目に惑まどわされ、自らの目でものを見ようとしない人々は彼のもっとも嫌きらうところだった。

「おまえにはくだらなく思えても、世に双ふた子ごを忌いむ風潮があるのはたしかだからね。麗景殿さまが女御としてふさわしくないと言いだす者がいないとはかぎらないさ」

　もっとも、と朱貞は言い止さすと、清せい涼りよう殿でんのある方へと視線を投げた。

「あの歌が広まったあとも麗景殿さまへのご寵ちよう愛あいが続いているのは周知の事実だから、そんな騒さわぎにはならずにおさまるだろう」

　朱貞の言うとおり、噂は帝みかどの耳にも届いているが、静観のかまえをみせている。内大臣もあれ以降なにごともない素そ振ぶりをきめこんでおり、噂は噂の域をでていない状じよう況きようだ。

　兵ひよう部ぶの卿きようの宮みやもこれ以上騒ぎを大きくして帝と内大臣、双そう方ほうから怒いかりを買うのは避さけたいのか、それとも一いつ矢し報むくいたことで満足したのか、前ほど大きな動きはみせていない。

　結局割を食ったのは、茜一人だった。

　──茜…っ

　あの朝に見た、最後の姿が脳のう裏りに浮うかぶ。

　恨うらまずにいるのは苦しい、でも恨むのも苦しい──かつて、なぜ抗あらがわないのかと責めた自分にそう言った彼女の、諦あきらめたような静かな顔が。

　自分の栄えい誉よのために、利用するだけ利用して茜を切り捨てた……あんな顔をさせた内大臣に、憤いきどおりが渦うず巻まく。

　しかし、なにより腹立たしいのは、なにもできずに手をこまねいているしかない自分自身だった。

　抱だき締めてやるどころか、声ひとつかけてやることもできない。いや、今、どこでどうしているのかさえ、わからないのだ。

　あの時、もっと早く兵部卿宮の動きを摑めていたら、なにか変わっていただろうか──。

「──諦めるのかい？」

「！」

　心のうちを読んだかのようによこされた一言に、雅雪は弾はじかれたように顔をあげた。

　軽い口調とは裏腹な、胸の奥を探ろうとするまなざしに、

「まさか」

　考える間もなく、否定が突ついてでる。

「いざとなったら、内大臣邸に潜もぐりこむこともやぶさかではありません」

「……内だい裏りを護まもる左さ近こん衛え府ふの人間の言うこととは思えないな。『銀しろがねの少将』と呼ばれるおまえの言葉ともね」

　声にだしては咎とがめるように言いつつ、朱貞の口元が、得たり、と笑えんだ。

　その見慣れた企たくらむような顔つきに、雅雪は我知らず身をのりだしていた。

「おまえがそのつもりなら、ひとつだけ、方法がないでもない」

「本当ですか!?」

「ああ。機会は作る。あとは手しゆ腕わんも含めておまえ次し第だいだよ、雅雪」

　どうする？

　そそのかすように朱貞が問う。

　対する答えは、ひとつしかなかった。







　蔵人くろうど所どころを辞し、歩きだそうとした雅雪はふと足を止めた。

「──だれだ」

　こちらをうかがう視線を感じて顔を巡めぐらせれば、物もの陰かげからすっと現れた人ひと影かげがあった。

「蔵人の少将」

「……右う兵ひよう衛えの佐すけどのか」

　意外な姿に、つと目を細める。

　むこうがこちらを快く思っていないことは、先刻承知だ。かくいう自分にとっても、筒つつ井い筒づつの仲とはいえ茜との近すぎる距きよ離りに、複雑な感情を抱いだかずにはいられない相手だ。

「なにか用か」

　自然と固いものになった声には応こたえず、保秋はこちらを見み据すえたまま、まっすぐ歩みよってきた。

「あんた、あの歌のことをどう思ってる」

「あの歌？」

　唐とう突とつすぎる問いかけに眉まゆ根ねをよせた雅雪だったが、すぐに『あの歌』が指すものに思い至った。途と端たん、一層眉み間けんの皺しわが深くなる。

「──おまえには関係のないことだろう」

「茜が関わっててもそう言うのか？」

「な──」

　あからさまに不ふ機き嫌げんそうな言動にかまわず継がれた言に、逆に言葉を失う。

「……そういうおまえは、」

「なあ、あんた。こんなところでなにやってんだ？　なんで動かない？」

　なにを知っているのだと告げようとしたところで、たて続けに問いを浴びせられる。
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「あんたがそういうつもりなら──茜はオレがもらい受ける」

　応えるより早くよこされたそれに、一いつ瞬しゆん思考が止まった。

「──な、に？」

「聞こえなかったのか？　茜はオレがもらうって言ったんだよ」

　かろうじて発した声に、保秋が鼻を鳴らして繰くり返した。

　聞き間ま違ちがいではなかったそれに、雅雪は目を瞠みはったあと、眼光を鋭するどくした。

「どういうことだ」

「どうもこうも、言葉どおりだ。内大臣さまからの許しも得てる。一月後には、はれて夫婦めおとだ」

「なん、だと──」

　示し唆さされた茜との結けつ婚こんと、あれだけ警戒の固い内大臣から言げん質ちをとりつけたという事実に、ふたつの意味で愕がく然ぜんとする。

「そのことを茜は……」

「それを言いにきただけだ」

　肝かん心じんの茜は結婚のことを知っているのか、知らされているとしたらどう言っているのか。

　雅雪が問い質ただそうとしたところで、用はすんだとばかりに保秋が背を返す。

「待っ──」

　止めかけたところで現れたほかの人影に、ぐっと声を吞のむ。これ幸いと、その間にむけられた背中が遠ざかっていく。

「……っ」

　行き場を失った手を、きつく握にぎりこむ。

　今の話が本当なら、もたもたしている暇ひまはない。

　雅雪は見えなくなった姿に鋭い一いち瞥べつを投げたあと、くるりと踵きびすを返し、でてきたばかりの蔵人所へと戻もどっていった。
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「さて……準備はいいかい？」

　ゴトゴト、ギシギシ、牛ぎつ車しやが進む音だけが包んでいた車内に、ふいに声がおちた。

　簾すだれ越ごしに従者たちの掲かかげる松明たいまつの灯あかりがはいるだけの車内は暗く、表情は見えない。けれど、面おも白しろがる顔をしているだろうことは、声こわ色いろから察せられた。

　声にはださず、ひとつ頷うなずく。

　気配からそれを感じたのか、ふっと空気が揺ゆれる。

「では、いこうか」

　まるでその声を聞いていたかのように、牛車がゆっくりと動きを止めた。

　遠くで、雷らい鳴めいが轟とどろきはじめていた──。
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　今まで直接顔をあわせていたから、御み簾す越ごしの面会はなんだか奇き妙みような感じがする。

　御簾のむこうにある保秋の姿を見つめながら、ぼんやりとそんなことを考えていた茜は、

「──聞いてるのか？」

　怪け訝げんそうにかけられた声に、はっと瞬またたいた。

「あ、ごめんなさい。ちょっと、ぼーっとしてた」

「だろうと思った」

　反応がなかったからな、と保秋が溜ため息いきをついた。

「日取りが決まったって言ったんだ」

「日取り……」

「あぁ、約一月後の七ふみ月づきの七日だ」

「……七月の、七日」

　告げられたそれを、茜は独りごちるように繰り返した。

　──ほんとに、わたし、保秋と結婚するんだ……。

　具体的に示された日付に、『結婚』という事こと柄がらがようよう実感を伴ともなって迫せまってくる。とはいえ、まだどこか現実味が薄うすいのは、相手が保秋だからだろうか。

　幼おさな馴な染じみという印象が強すぎて、夫になると言われてもぴんとこないのだ。

　──あ、けじめってこういうこと？

　御簾に遮さえぎられた廂ひさしの間に座す保秋を、茜はまじまじと見つめた。

　父に許しを得た彼は、いつものように庭からではなく、客人として訪ねてきた。珍めずらしいと思いながら御簾からでていこうとした茜を止めたのは、その保秋だった。

「立場が変わるんだ、けじめは必要だろ」と。

　今の自分たちは幼馴染みではなく、求きゆう婚こん者とそれを受ける側なのだと、態度で示されたことを遅おそまきながらに悟さとる。

「結婚……」

　改めて意識した途端、ぎゅっと胸が締しめつけられるような息苦しさを覚えた。

　一度自覚してしまうと、もうだめだった。

　いやだ、と心が軋きしみをあげる。

　保秋が、というわけではない。だれでも同じなのだ。──彼以外は、だれでも。

　だれかと結婚してしまえば、本当にもう雅雪と会うことは叶かなわない。よしんば姿を見ることができたとしても遠く御簾越しにで、まっすぐに見つめあうことも、温かさを感じることも、もうないのだ。

　今まで現実から目をそらすことで感じないようにしていたものが、一気に胸へあふれだしてくる。

　茜はそれを抑おさえつけるように、外へとでていかないように、強く胸むな元もとを握り締めた。

　──だめ…っ、保秋はなんにも悪くないんだから。

　むしろ、こちらの都合に彼を巻きこんでしまったのだ。

　なのに、泣き言など言えない。言ったら、この幼馴染みは気にしてしまう。ぶっきらぼうでも、心根は優やさしい彼だから……。

「──悪かったな」

「ぇ……？」

「結婚のこと、勝手に決めたりして」

　にもかかわらず、こちらのことなどお見通しだというように、静かに紡つむがれた呟つぶやきに、ああやっぱり、と悔くいながら、茜は勢いよく首を左右に振ふった。けれど、いくらそうしたところで、彼からは見えないのだ。

　たかが御簾一枚、されど御簾一枚──雅雪だけでなく、保秋さえも遠ざかってしまった気がした。

「けど、気心の知れたオレの方がましだと思ったんだよ、あんな内大臣さまと変わらない年のおっさんよりは」

「……てる」

　これ以上、彼に自らを責めるようなことを言わせたくなくて、なんとか割りこませた声はひどくかすれていた。

　茜は胸をおちつけるように深く息を吸いこむと、「ありが、とう」と幾いく分ぶんましになった声を絞しぼりだした。

「保秋が……よかれと思って、ああ言ってくれたんだって、わかってる。わたしの方こそ、謝らないと」

「よせよ。オレは自分が望んで、おまえがほしいって言ったんだ。おまえに謝られることじゃない」

「保、秋……」

　謝られたらオレが惨みじめだろ、と慍うん色しよくを滲にじませた保秋に、言葉が続かなくなる。

　そんな茜に保秋は、一呼吸あと、すっとまなざしに力をこめた。

「改めて言う。──オレに、しとけよ」

「でも……保秋だって、言ってたじゃない。この先を一いつ緒しよにすごすなら、好きな人との方がいいって。それなのに……」

　自分と結けつ婚こんしてしまえば、この先彼に好きな相手ができたとしても、有明や時明の手前、その人を正妻に迎むかえることは難しいだろう。保秋の愚ぐ直ちよくとも言える質たちを考えるならなおさらだ。

　彼の望みを絶ってしまう申しわけなさに茜が唇くちびるを嚙かんでいると、はあ、と保秋が息をついた。

「だからだろ」

「？　『だから』？」

「いいかげん、わかれよ」

　焦じれたようにやや声を荒あらげた保秋が、怖こわいくらいの瞳ひとみでこちらを見つめた。

「おまえのことが好きだって言ってんだよ、オレは」

　まっすぐむけられた言葉に、思わずぽかんとする。

　──え……？　なに、今、なんて……。

　自分にしておけという彼に、結婚するなら好きな人がいいと言っていたではないかと返したら……とやりとりを脳のう裏りで反はん芻すうした茜は、ゆっくりと瞠どう目もくした。

「好きって……保秋が、わたしを!?」

「そうだって言ってんだろ」

　思ってもみなかった告白に、身体からだの熱があがるより早く、頭が混乱する。

　保秋の気持ちを疑っているわけではない。目を見たら、彼が真しん剣けんなのはわかる。

　だからこそ、容易には受け止めきれなかった。

「だ、けど…っ、わたし」

「わかってる」

　自分と彼の気持ちは同じではない。彼が真剣であればあるだけ、こんな気持ちのままでは応こたえられないと口を開いたところで、保秋が押し止とどめるように片手をあげた。

「別に、今すぐどうこう言うつもりはねえよ。ここまで話が進んでる以上、結婚自体をとり止やめにはできねえが……んなのは、形だけどうにかすればすむ。おまえの気持ちの整理がつくのを待つくらい、なんでもない」

「そんなのあなたをっ……保秋を、いいように利用してるみたいじゃない」

　これ以上、彼の優しさにつけこむ真似まねは……という思いと、易やす々やすとは振り切れない雅雪への想おもいがせめぎあう。

「いいじゃねえか」

　そんな中、聞こえてきた言葉に、茜は耳を疑った。

「いい、って、なにを──」

「オレがいいって言ってるんだから、利用すればいい。──お互たがいさまだ」

「お互いさま？　それって、どういう」

　独りごちるように続けられた最後に、どういう意味かと尋たずねるのを遮るように保秋が腰こしをあげた。

「そういうわけだ。じゃあな」

「ちょっ、保秋！」

「今度は習いどおり、文ふみでも送る」

　おまえほど上手うまくないけどな、と言うだけ言って廂の間を辞した保秋を、茜はわけもわからないまま見送る。

「──お互いさまって……」

　どういうこと？

　ぽつりとおちた聞きそびれた疑問に、返る答えはなかった。







　御み簾す越ごしに夜の庭を眺ながめながら、茜は三日ほど前に交かわしたやりとりを思いだし、はあ、と物もの憂うげに溜ため息いきをついた。

「お互いさまって、結局、どういう意味だったんだろ」

　柱に左ひだり肩かたをもたせかけるようにして、こつん、と頭を押しあてた。

　こんな時、以前なら簀すの子こ縁えんにでて、外の空気にあたっていた。ただでさえ気が揉もめる時に閉とざされた空間にいるのは、なおさら息がつまる。

　しかし、あんなことがあった──見知らぬ男性に乱暴を働かれそうになったあとでは、到とう底ていそんな気にはなれなかった。

　あたりまえだったことが、あたりまえではなくなっていく。

　目まぐるしい勢いで変わっていく『今まで』に、寂さびしさを覚えずにはいられない。いや、寂しさというより、焦あせりかもしれない。

　自分はなにも変わらないのに、変わらない自分を置いて否いや応おうなしに変化していく日常は、ひどく心を急せきたてた。

「わたしは、今のままでいたいのに……」

　まわりがそれを許さない。

　茜はちらりと奥に置かれた文ふ机づくえの方を見やった。

　そこには早さつ速そく保秋から送られてきた文がのせられていた。父が明朝までに返事を書くように、とだけ告げて置いていったものだ。

　通常、求きゆう婚こんは男性が意中の女性に文──歌を贈おくるところからはじまる。それにたいして女性側は大たい抵ていの場合、つれない、相手を拒こばむような返歌を女によう房ぼうなどに代筆させた。だが、返事があるということは脈があるということで、男性側はさらに歌を贈る。

　このやりとりを数度繰くり返して、人ひと柄がらや教養をたしかめた上で、二人は夜をともにする。つまり、結婚に至るのだ。

　自分たちの場合、順序が逆になってしまっているが、『習いどおり』と自ら言ったとおり、保秋はこうして求婚の文を贈ってきてくれたのである。

　その気持ちは、嬉うれしい。けれど──

「──どうしよう」

　茜は再び長息をおとした。

　返歌を書くこと自体は難しくない。それこそ世の習いどおり、つれない歌を詠よめばいいのだ。

　父がこの文を持ってきたことからして、十中八九中身は検あらためられている。自分からの返事もまず間ま違ちがいなく見られることを考えると、むしろそうしておくべきだろう。余計な目をひく必要はない。

　問題は、揺ゆらぐ茜の心にあった。

　保秋は待つと言ってくれた。しかしその言葉に甘えて、胸のうちから雅雪の面おも影かげが消えるまで待つことを強しいるのは、心苦しい。

　だからといって、悩なやんだところで結局は保秋と結婚するしかないのだと、雅雪への想いを胸に抱いだいたまま彼の手をとるのも、不誠実なことだと思ってしまう。

　どちらを選んでも、保秋の優やさしさにつけこむことに変わりはない。

　──保秋は、わたしへの想いのために、茨いばらの道を選んでくれたのに。

　内大臣家の女むすめを娶めとるとはいっても、公おおやけにできるわけではない。表おもて沙ざ汰たにできない妻を囲っているのだと、陰かげであれこれ言われるかもしれない。

　内大臣家から便べん宜ぎを図はかってもらえることもあるだろう。しかし逆に、もしなにかあったら茜ごと切り捨てられる可能性がないとは言い切れない。

　それが内大臣家の代わりに火種を抱かかえこむということだ。

『おまえのことが好きだって言ってんだよ、オレは』

　耳の奥で、あの日の言葉がこだまする。

　保秋がそんな風に想ってくれていたなど、考えてみたこともなかった。だから、まっすぐな好意にどきどきするというより、戸と惑まどってしまう。

　それを承知の上でなお、保秋は普ふ通つうに結けつ婚こんしたらしなくてもいい苦労を背負ってまで、自分と一いつ緒しよになりたいと想ってくれているのだ。

「……だったら」

　茜はおもむろにもたれかかっていた柱から身を起こした。

　いくら自分が今の場所に留とどまろうとしても、周囲が押し流していく。これまでもそうだった。

　変わらずにいられないのなら、せめて自らの足で歩みださなくては。流される中でも、自分なりに進むべき方向を見定めてきたように。

　ただ流されているだけでは、いずれ流れついた先でだれかを恨うらんでしまうかもしれない。それは自分の本意ではないのだ。

『人を恨んだり、羨うらやんだりしてはなりませんよ』

「──わかってます、お祖母ばあさま」

　脳裏に甦よみがえった祖母の声に頷うなずく。

「今のわたしに、できることは──」

　月の見えない空を見上げたあと、立ちあがろうとした茜は、さわっとさざめいた空気に動きを止めた。

「……？」

　首を巡めぐらせた寝しん殿でんの方から、やけに浮うき足だったような雰ふん囲い気きが伝わってくる。

「お客でも、きてるのかな？」

　自分で口にしたものの、こんな時に？　と疑問が湧わく。

　ここには今、自分がいる。ただでさえ例の歌で不ふ名めい誉よな噂うわさが広まり、ぴりぴりしている時に客を招くような真似をするだろうか。

「保秋……だったらこんな風にはならないだろうし」

　一いつ瞬しゆん、先夜の男の顔がよぎり、まさか！　と慌あわてて頭を振ふって払はらう。

　それこそ保秋がいるのだ。面めん倒どうを負ってまで、自分に宛あてがうためにほかの男をひきいれることはしないだろう。

　だが、あり得ない、と思いつつもつい耳をすませてしまう。

　近づいてくる気配がないことをたしかめ、ほっと胸をなでおろす。やっぱり考えすぎか、と苦く笑しようを零こぼしつつ腰をあげた茜は、次の瞬しゆん間かん、耳が拾った音にぱっと顔を跳はねあげた。

「今……」

　目を見開いて、空を見つめる。──と、ゴロロ……と聞き間違いようもない轟とどろきが空気を震ふるわせたのに、茜はひゅっと息を吞のんだ。

「かみなり──」

　今まで考えこんでいたせいで気づかなかったのか、思いのほか近い音に、知らず手足が震えだす。

　茜は立ち竦すくんでしまいそうになる自分を叱しつ咤たした。

「こんな風にしてる場合じゃ、ないでしょ」

　気づくのが遅おくれたくらい足早に近づいてくるなら、ぼうっとしている場合ではない。夜になってもおさまらない暑さに、まだ開けたままになっている半は蔀じとみをおろし、妻戸も閉めてしまわなくては。

　そうして帳台の奥で頭から夜具を被かぶって耳を塞ふさいでいるくらいしか、かみなりをやりすごす方法はなかった。

　早く……と逸はやる思いで茜は半蔀へ手をかけた。

　だが、気持ちばかりが急いて、こわばる手がついていかない。その間にも、さきほどまではそよりとも吹ふいていなかった風がざわめきだして、また焦りが募つのる。

　どうにかこうにかすべての半蔀をおろし、最後に妻戸を閉ざそうと茜が御み簾すに手をかけた時だった。

　ひゅう、っと空いた隙すき間まをこじ開けるようにして、強い風が外から吹きつけた。

「きゃ…っ」

　ばさりと捲まくれあがった御簾に、反射的に袖そでで顔をかばう。

　次に顔をあげた時、今の風が吹き消していったのか、ひとつ灯ともっていたはずの灯明は消え、あたりは真っ暗になっていた。

　慣れているはずのその暗さに、茜は自分が一人とり残されたような気分になって、ぞくりとした。

「……大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫」

　かみなりのせいで心細くなっているのだと言い聞かせる。こうなったら早く妻戸を閉めて閉じこもってしまおうと、茜は震える手を御簾へと伸のばした。

「──なにが、大丈夫だ」

「……え？」

　胸を震わせる声が聞こえた──ような気がした。

　──空耳？

　怖こわがる心が聞かせた幻げん聴ちようだろうか、と聞こえるはずのない声に訝いぶかる。

　しかし、そんな理性とは裏腹に、幻まぼろしでもいいという思いが御簾を押しわけかけ──

「茜」

「！」

　今度こそはっきり聞こえたそれに、茜は弾はじかれたように手をひいた。

「雅雪、さま……」

　茫ぼう然ぜんと零れた呟つぶやきに被さるようにして、雷らい鳴めいが鳴り響ひびく。

　びくりと身体からだが揺れたものの、今の茜にはかみなりに怯おびえているような余よ裕ゆうはなかった。

　どうして、なぜ、だけが頭に渦うず巻まく。

　──どうして、雅雪さまがここに……さっきの騒さわぎは、この人だったの？

　なにがどうなっているのか、状じよう況きようが摑つかめず、思考が空回りする。

「茜、そこにいるんだろう」

　瞬またたきも忘れて御簾のむこうを凝ぎよう視ししていると、暗くら闇やみに慣れた目に人ひと影かげが動いたのがわかった。その影が御簾へ伸びたのを認めた瞬間、茜はとっさに動いていた。

「だめッ」

　捲れあがるのを阻そ止しするように、御簾を両りよう腕うでで押さえる。

「──茜」

　なぜだ、と責めるように呼ばれた名に、茜は激しく頭かぶりを振った。

　このむこうに、雅雪がいる。

　押さえつけた御簾越ごしに感じる存在に、幻ではない実感に、ようやくそのことが胸に迫せまってくる。

　会いたかった。

　月を見上げて想おもった相手が、すぐそこにいるのだ。今すぐに御簾を押しのけ、彼の温ぬくもりに触ふれたかった。

　いや、ひと目見るだけでもいい、彼に会いたかった。

　──だけど、会ったら……雅雪さまの顔を見ちゃったら、もっとつらくなる。

「……どう、して」

「おまえに会いにきたに決まっている」

　零れた、問いかけとも非難ともつかないそれに、間かん髪はつをいれず返った応こたえに、胸が震えた。

「繫つなぎをとる術すべがないなら、直接くるしかないだろう」

　雅雪の言葉から、彼が宮中からいなくなった自分とどうにか連れん絡らくをとろうとしてくれたことが伝わってくる。

　そのことに心が浮きたつのを感じる。彼も自分と同じ気持ちでいてくれたのだと、嬉うれしさがこみあげてくる。

　一方で、ひやりとしたものが茜の背をなでた。

　連絡がとれなかったということは、訪ねてきたところで会わせてもらえるはずがない。にもかかわらず、彼がここにいるということは──。

「もしかして……忍しのびこんできたんですか？」

「正せい攻こう法ほうでは無理だったからな」

「なんて危ない真似まねを……！」

　言外に肯こう定ていした雅雪に、茜の顔から血の気がひく。

　敷しき地ちには築つい地じ塀べいが巡らされている。門には門衛がおり、どこから忍びこむにしても簡単にはいかない。内大臣邸ていは築地が崩くずれかかっているような、手入れのいき届いていないあばら屋ではないのだ。

「おまえの心配するようなことはなにもない。頭とうの中ちゆう将じようさまに手を貸していただいたからな」

「頭中将さまに？」

「内大臣邸に方かた違たがえをしてもらった」

　方違えとは、陰おん陽みよう道どうによって方角の吉きつ凶きようを判じ、避さけるべき方角へどうしても出向かなければならない際、一度別の方角にある家に泊とまり、そこから出発するという風習だ。

　有明としても『方違え』と言われれば応じるしかないだろう。身分が低い相手ならすげなく断ったかもしれないが、摂関家の御おん曹ぞう司しだ。

　雅雪は内大臣邸を訪おとずれた朱貞の車に密ひそかに同乗して、邸内にはいったのだという。

「今は家の者たちの意識をひきつけてもらっている」

　寝殿の方の空気がざわついていたのは朱貞がいるかららしい。

　納なつ得とくはしたものの、それとこれとは話が別だ。いかな帝みかどの覚えめでたい雅雪といえど、無断ではいりこんだところを見つかればただではすまないはずだ。

「それでもっ、だれかに見つかったらどうするつもりで」

「そうまでして訪ねてきた人間を、顔も見せずに追い返すつもりか」

「……っ」

　痛いところを突つかれて、茜は言葉を失った。

　失礼なことをしているのは重々承知だ。自分のために危険を冒おかさせてしまったことに、恐きよう怖ふにも似た後こう悔かいが胸を刺さす。

　それでも──否いな、だからこそ、もう、会うわけにはいかないのだ。

「──どうして、きたりしたの…っ」

　せっかく決意したところだったのに、どうしてそれを鈍にぶらせるような真似をするのだと、理り不ふ尽じんな責めが口を突く。

　きてくれて嬉しかった。嬉しかった分だけ、心が揺ゆらいでしまう。

　こんなことをしていたら愛あい想そをつかされてしまうかもしれない、と身が竦む一方で、いっそ嫌きらわれた方が……と思う自分もいた。

　ちっとも思いどおりにならない自らの心に、せめてこれ以上勝手にあふれだしてしまわないよう唇くちびるを嚙かみ締しめた茜は、

「──？」

　ふいに掌てのひらに覚えた感かん触しよくに、目をあげた。

　たしかめるように御簾に触れる指へ力をこめる。すると押し返されるような力を感じ、はっと肩かたが揺れた。

　御み簾す越ごしに重ねあわせるようにして、雅雪の手があった。

「──右う兵ひよう衛えの佐すけとの縁えん談だんがあると聞いた」

　ぽつぽつと屋根を叩たたきだした雨にまぎれるように、静かな声が御簾のむこうにおちる。

　思いがけない言葉に、重ねあわせた茜の手に力がこもった。

「それを、だれから聞いて……」

「本当なのか」

　しかし、雅雪はだれとは答えず、真しん偽ぎを問うてくる。

「…………」

　本当だと、一言返せばいい。

　なのに、肝かん心じんな時ばかりこの口は動いてくれないのだ。

　あっという間に強まっていく雨音が、二人を包む。

　茜は掌に遠く感じる温もりへすがりつくように御簾へ爪つめをたて──ふっと力を抜ぬいた。

「──帰ってください」

「なに？」

　ぽつりと零こぼしたそれは雨の音にかき消されたのか、問い返される。

　息苦しさを覚えながら、茜は雨よ邪じや魔まをするなとばかりに声に力をこめた。

「だれかに見つからないうちに、帰ってください」

「…………」

　今度は彼から返った無言に、早く、と思う。

　──早く、ここからいなくなって…っ

　未練がましい心が、なにか余計なことを言ってしまう前に、ここから立ち去ってほしかった。この儚はかない温もりを手放したくないと、離はなせないこの手が御簾を押しのけてしまう前に。

「それが──」

　低く抑おさえつけた、呻うなるような声に共鳴するように、雅雪のうしろでパッと閃せん光こうが走った。御簾に彼の輪りん郭かくが浮うかびあがる。

　間を置かず、ドォォンッ！　と空が轟とどろいた。

「おまえの答えか」

　その余よ韻いんも消えないうちによこされた、感情を排はいした冷え冷えとした一言が茜の胸をなでた。それはまるで、出会ったばかりのころのようで──信じるに値あたいしない存在だと言われているかのようで、押し殺した心が震ふるえた。

「……なによ」

　御簾を押さえていた手を、ぎゅっと握にぎり締める。拳こぶしが、心に呼応するように小刻みに震えた。

　バシッ──と、気がつくと茜は明めい滅めつするように消えては浮かびあがる人ひと影かげにむかって、拳を叩きつけていた。

「わたしだって、そんなこと自分から望んだわけじゃないッ！」

　雷らい鳴めいに負けじと叫さけぶ。

　嫌われてもいいと、雅雪が自分のことを忘れてくれるならそれでもいいと思っていた。

　けれど、自分の想おもいを「その程度のものか」と軽かろんじられるのは我が慢まんがならなかった。

　たしかに、雅雪と出会ってからまだ半年とたっていない。彼への想いに気づいたのだって、最近のことだ。

　だからといってこの想いが軽いなどと、だれにも言わせたりしない。

「だけど、こうすることが一番いいと思ったから…っ」

　軽くないからこそ──保秋の手をとることを、選んだのだ。

『おまえのような者に関かかわれば、あの者の将来がどうなるか……よくよく考えることだ』

　父から言われた科白せりふが、脳のう裏りにこだまする。

　貴族の出世に、妻の実家の力は無視できない影えい響きよう力がある。朱貞のように実家に力があり、自身に才覚があるなら、些さ末まつなことかもしれないが、出世の足がかりに権勢のある家との繫がりを求めるのはよくある話だ。

　保秋のように有明から認められてのことなら、表立っては無理でもなんらかの力ちから添ぞえが見込めるだろう。だが、雅雪の場合はそうはいかない。たしかに彼自身は優ゆう秀しゆうだが、それだけで渡わたっていけるほど貴族社会は甘くない。

　より栄達を求めるなら、地位のある家の女むすめと結ばれるべきで、彼にはそれを望めるだけの力がある。

　自分と一いつ緒しよになっても支し援えんは望めないどころか、有明によって出世を阻はばまれることになりかねない。いや、間ま違ちがいなくなるだろう。あの言葉は、そういう意味だ。

「──わたしと一緒にいたって、あなたにいいことなんて、ないから」

　自分は妨さまたげにしかならない。

　それがわかってしまったら、どうして一緒にいたいなどと言えるだろう。

「だから、」

「ふざけるなよ…っ」

　もう会うことはない、と戦慄わななく唇を開いたところで、断たち切るように遮さえぎられた。

「なにが、『いいこと』だ。それを決めるのは、おまえじゃない」

「雅雪さま……」

「おまえが納得してのことなら──おまえの幸せに繫つながるというのなら、それもしかたのないことだと思えないでもなかった」

　激しい雷鳴に、びりびりと空気が震える。

　あたかもそれは雅雪から発せられる怒いかりのように、肌はだを刺した。

「だが、そうでないというのなら」

「いいえ！」

　雨音も、かみなりでさえかき消せない、まっすぐ耳に届く声を、茜は皆みなまで言わせず遮った。

　聞いてはいけない。

　言わせてはいけない。

　この思いが独りよがりなものであっても、雅雪の重荷にはなりたくなかった。こんな風に、自分のために危ない橋を渡るような真似まねをしてほしくなかった。

　本当に雅雪のためを思うなら、なにがなんでも本音は吞のみこんでおくべきだったのだ。

「わたしは納なつ得とくしてます」

　喉のどがひきつりそうになるのをこらえながら、必死で、けれどそれを悟さとらせないようたたみかける。

「保秋となら、わたしはうまくやっていけます。だから、もう──」

　影かげであっても彼を見ていられなくて、茜はきつく目を閉じた。

「かまわないでください」

　──ごめん、保秋。

　雅雪に拒きよ絶ぜつを突つきつけながら、心の中で保秋に詫わびる。

　結局、『利用すればいい』という彼の優やさしさに、想いにつけこんでしまうことになる。恋こいしい人のために保秋を選ぶ自分は、ひどい女だ。

　ただ、言った言葉に噓うそはなかった。保秋となら、激しい想いはなくても、穏おだやかに笑って日々をすごしていける。今すぐには、無理でも──。

「──断る」

　だが、そんな決意を一いつ蹴しゆうする一言に、茜は知らずうつむけていた顔を勢いよくあげた。

　御み簾す越ごしに見上げた顔が、一いつ瞬しゆん稲いな光びかりに照らしだされる。静かな、それでいて強いまなざしに息を吞む。

「おまえはそれでよくても、俺がかまう」

　なにより、と言い止さしたかと思うと、御簾越しに雅雪の手に力がこもったのがわかった。

「おまえは俺のこ腕の中こにいると、言っただろう」

「──っ」

　茜はあがりそうになった声に、とっさに掌てのひらで口を覆おおった。彼に背をむけるように、くるりと身体からだを返す。

　それはいつかの月の晩、彼の腕の中で交かわしたやりとりだった。

「それとももう、おまえは忘れたのか」

　耳元におちてきた囁ささやきに、頭かぶりを振ふる。

　忘れるわけがない。背中に感じた温ぬくもりも、腕の強さだって、覚えている。

　今、口を開いたらそう口走ってしまう。

　それでは、さきほど決死の思いで絞しぼりだしたものがむだになってしまうから、茜はもう片方の手を重ねるようにして口元に押しあてた。

「あか──」

　返事がないことに焦じれたように呼びかけてくる声が、途と中ちゆうで舌打ちに変わる。

　茜はびくりと肩かたを揺ゆらがせた。反射的に振り返りそうになって、身を固くすることで衝しよう動どうをこらえる。

「人がくる」

　呟つぶやきとともに、背中から熱が遠ざかる。

「──ぁ」

　つい今し方耐たえたばかりなのに、離れていくそれを追うように首を巡めぐらせてしまう。刹せつ那な、御簾越しに雅雪と目があった──気がした。

「いいか。必ず、ここからおまえを連れだす」

「！　待って、それは…ッ」

　雅雪は一方的に言い残すと、こちらの反論には耳も貸さず背を返した。夜よ闇やみと雨音にまぎれるようにして去っていく。

「雅っ……ゆき、さま」
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　名を呼びそうになって、彼が去っていったのとは逆方向から聞こえてきた足音に、声が尻しりすぼみになる。名残なごりが、ぽつり、と一人残された部屋の中におちた。

　茜は力が抜ぬけたようにずるずるとその場へ座りこんでいた。

「おい、ほんとにこっちから人の声が聞こえたのか？　だれもいないぞ」

「たしかにこっちからだと思ったんだがな」

「ふん、大方例の姫ひめがかみなりに悲鳴でもあげたんじゃないのか」

　御み簾すのむこうから、足音とともに聞こえてくる会話をぼんやりと聞く。どうやら、雅雪は見つからずに立ち去ったようだ。

　人ひと騒さわがせな、頭とうの中ちゆう将じようさまがいらしてるって時に、と悪態をつきながら、再び気配が遠のいていく。さきほどまで騒がしかったかみなりも、いつのまにかおさまりはじめていた。

　──なんだったの、今の……。

　まるで、かみなりとともにやってきて去っていったような出来事は、今となってはどこか現実味を欠いていた。かみなりへの恐おそれが見せた幻まぼろしだったと言われても、掌に残る感かん触しよくがなければ信じてしまいそうだ。

　心ここにあらずといった様子で掌を見つめた茜は、バリバリィッ、と思いだしたように近くで鳴った轟ごう音おんに、びくっと我に返った。

　ひとつ身を震ふるわせて、掌に残ったものを胸の奥底に押しこめるように、ぐっと握にぎりこむ。

「……そうだ、返事」

　保秋に返事をしたためなくては。

　かみなりが鳴りだす前、やろうとしていたことを思いだした茜は、力の抜けた足を叱しつ咤たしてよろめくように立ちあがった。







「こちらを右う兵ひよう衛えの佐すけさまにお願いいたします」

　翌朝、宣言どおり返歌を回収しにやってきた有明に、茜は用意していた文ふみを手て渡わたした。

　一言もないまま、ひったくるようにして受けとったそれを、有明は遠えん慮りよのない手つきでばさりと広げる。そのまま紙面に目をおとした。

　予想どおり、中身を検あらためる父親の様子をうかがいながら、茜は頼たのみごとを切りだす時機を計っていた。

　近々会うことができないか──そう、保秋に伝言を頼むつもりでいた。文に書いてもよかったのだが、直接言った方が余計な詮せん索さくは受けないだろう。

　問題は、いかにうまく頼むか、だ。

　注意深く様子に目を配る茜の前で、有明がふんっと鼻を鳴らした。

「右兵衛佐も酔すい狂きようなことだ」

「え──？」

　唐とう突とつな言葉に、虚きよを衝つかれて瞬またたく。

　有明は乱雑に文をたたみ直すと、戸と惑まどう茜を冷ややかに見下ろした。

「婚こん姻いんを結ぶにあたって、はじめぐらいは形だけでも手順を踏ふんでやりたいなど、おまえのような者にはすぎた気き遣づかいよな」

「……右兵衛佐さまが、そう……？」

　思わず口を突いた問いかけに、有明が鼻先で笑う。

「あれ以外、だれがそんな面めん倒どうを申しでるというのだ」

　だからこんな無用なやりとりに手間をとらされている、と言葉どおり面倒くさそうに、有明が文を懐ふところへとねじこんだ。

「──保秋が……」

　一足飛びで話を進めようとする父に、彼は自分の知らないところでそんなことを願いでてくれていたのだ。

　はじめて知らされた保秋の気遣いに吃きつ驚きようしていた茜は、用はすんだとばかりに背を返した有明に慌あわてて声をあげた。

「あのっ」

　一いつ瞬しゆん足を止めたものの、聞く気はないとばかりに去っていく背中に、負けじと続ける。

「近々お会いできないか、と右兵衛佐さまにお伝え願えませんか！」

　しかし結局、有明は茜を一いち瞥べつもしないまま部屋をでていった。

　ゆえに半ば諦あきらめていたのだが──その日の昼前、一晩滞たい在ざいして内大臣邸ていを出立した頭中将といれ替かわるようにして現れた保秋の姿に、茜は目を丸くした。

「保秋、どうしたの」

「おまえがこいっつったんだろうが」

「そうだけど……内だい裏りから直接きたの？」

　どうやら父はちゃんと伝えてくれたらしい。が、さすがに今日の今日、しかも出仕帰りにきてくれるとは思ってもいなかった。

「で？　わざわざ呼んだんだから、なんか用があったんだろ」

「うん……」

　早すぎたのには驚おどろいたが、かえってよかったかもしれない。変に間があけば、また色々と考えてしまうだろう。

　茜はひとつ深く息を吸いこむと、居住まいを正した。

　御簾越しにもそれを感じたのか、保秋の表情もまたすっと改まった。

「右兵衛佐さま──わたしのことを、よろしくお願いします」

　告げながら保秋にむかって頭をさげる。見える見えないの問題ではなく、これは自分の決意だ。

「お、まえ……」

　意表を衝かれたのか、息を吞のむ気配がする。

「……それがどういう意味にとられるか、わかって言ってんのか？」

「もちろんだわ」

「本当に、オレでいいのか？」

　何度も念を押してくる保秋に、茜の頰ほおが緩ゆるんだ。本当に彼は、優やさしすぎる。

「──文をもらったの、嬉うれしかった」

「は？……あ、ああ」

　前まえ触ぶれもなく変わった話題に、保秋が面めん食くらったような顔つきになる。いかにも訝いぶかしげな彼にかまわず、先を続けた。

「この結けつ婚こんについて、はじめくらいは形だけでも手順を踏んでやりたい──って父に頼んでくれたんでしょう？」

「──聞いたのか」

　途と端たん、ばつの悪そうな苦い表情になった保秋に、茜は柔やわらかに目を細めた。

　結婚を申しこんだあの場で、保秋は準備に時間がほしいと猶ゆう予よを請こうていた。あとから考えれば、あれは迎むかえいれる準備、というだけでなく、自分の心の準備のことも含ふくまれていたのだ。

　さらには、こちらの知らないところで、父にそんな申しいれまでしてくれていた。

　それを聞かされた時、きっと今までも保秋はこんな風に陰かげ日向ひなたになって自分を助けてくれていたのだと、改めて茜は痛感した。

　保秋の手をとる──返歌のための筆をとろうとした時点で、決めてはいた。保秋の優しさに甘えることになるのなら、せめて彼の想おもいに誠意で返そう、と。

　けれど、父の言葉を耳にして、驚きが去ったあと胸に湧わきあがってきたのは、今度は自分が彼を支えられたら……という思いだった。

　焦こがれるような想いではないかもしれない。しかし、保秋となら『家族』になれる。

　望んでも得られなかったそれを、彼となら手をとりあって築いていけると思ったのだ。

「そんな保秋だから、わたしはあなたがいいの」

　彼で、ではなく、彼がいいのだと、あえて口にする。

　そうやって、保秋を選んだのだと言葉にすることで、茜はそっと自らの心に蓋ふたをした。

　雅雪への想いを簡単に忘れることはできないだろう。だが、保秋と生きていくと決めた以上、いつまでもひきずるわけにはいかない。

「それでもしばらくは、不ふ愉ゆ快かいな思いをさせることがあるかもしれないけど……」

「いや……そうか」

　緩く首を振ふった保秋が、視線をおとす。

　──？……やっぱり、都合がよすぎた？

　しかし、不安に駆かられた茜が声をかけるより早くあげられた顔には、滅めつ多たに見ることのない笑えみが浮うかんでいた。

「なら、こちらこそ、よろしく頼む」

「保秋……ありがとう」

　これでいいのだ。

　──わたしは、あなたを待ったりしない。

　だからどうか、もう自分のために無茶なことはしないでほしい。

　ここにはいない相手にむかい、茜は祈いのるような気持ちで手を握りあわせた。

　　[image: ]

　女によう房ぼうに先導されて簀すの子こ縁えんを進みながら、雅雪は人ひと気けのなさに端はたからはわからない程度に眉まゆを顰ひそめた。どうやら人ひと払ばらいがしてあるらしい。

　帝みかどのお召めしだと言われて参上したが、人払いまでした上で一体なんの話なのかと身構えてしまうのは、しかたがないことだろう。

「蔵人くろうどの少将が参りました」

「──こちらへ」

　短いやりとりのあと、促うながされて雅雪は孫まご廂びさしへと足を踏みいれた。と、常にはない几帳が立っているのが目にはいる。

　なんだ？　と訝しく思いつつも一瞥するに留とどめ、雅雪は膝ひざを折り、頭こうべを垂れた。

「お呼びとうかがい参上いたしました」

「急に呼びたててすまないな」

「滅めつ相そうもございません。──それで、ご用とは」

　性急なのは自覚していたが、この状じよう況きようでただの話し相手に呼ばれたわけでもないだろうと切りだせば、苦く笑しようする気配がした。

「ああ、実はな──」

「わたくしが無理を言って、呼んでいただいたのです」

　寸の間、言葉を切った帝をひき継つぐように、几帳のむこうから高く澄すんだ、しかしどこか固い声があがった。

　その声に、雅雪は驚いて几帳の方へ顔を巡めぐらせた。

　──この声……茜!?

　一瞬頭をよぎった面おも影かげを、いや、と即そく座ざに否定する。彼女によく似たこの声は──

「──麗景殿さま」

　そう、茜の双ふた子ごの姉である麗景殿女によう御ご・照子だ。

　なるほど、こうして聞いてみると、どちらか一方の声をよくよく聞き知っていなければ同じ人物と思えるほど似ていた。

　思わず納なつ得とくする一方で、その彼女が自分になんの用なのかと疑念が湧く。しかも、麗景殿ではなく、帝を間に挟はさんで清せい涼りよう殿でんへ呼ぶとは……。

「麗景殿へきてもらうわけにはいかなかったのです、あそこでは話が筒つつ抜ぬけになってしまいますから。──主上おかみにも、申しわけございませんでした」

「いい。事情が事情だけにいたしかたあるまい」

　うかがうようにして二人の方へ耳を傾かたむけていた雅雪は、「蔵人の少将どの」との呼びかけに、改めて几帳へとむき直った。

「宮中に密ひそかに広まっている歌のことを、知っていますか？」

「それは……」

　思いがけない問いかけに、答えに窮きゆうする。

　是ぜ、と答えるのは簡単だ。しかし、麗景殿側、というより内大臣一派は、あの歌に潜ひそむ事実を隠かくしたがっていたはずだ。

　現に、二人あわせて『今小町』の名声を得ていたことを含め、照子が双子であることは、帝から言げん及きゆうされてしかたなく茜が認めたにすぎない。照子自身はいまだ秘密を秘密のまま、帝にうち明けてはいなかったのではなかったか。
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　個人的には、帝が知っていて素知らぬ顔をしているのを承知している上、秘密がばれて麗景殿女御がどうなろうと知ったことではない。だが、そのせいで茜が護まもろうとしたものがふいになるのは、望むところではなかった。

　瞬しゆん時じにして胸中を駆け巡ったそれらに、雅雪は気づかぬうちに帝の方へ視線を走らせていたらしい。

「あぁ……あなたも、わたくしたちのことをご存じなのですね」

　几帳の隙すき間まからこちらの様子をうかがっていたらしい照子が、悩なやましげな嘆たん息そくをおとした。

「よいのです。主上にはすでにわたくしからすべてお話しいたしました」

「……よろしかったのですか」

　話したところで、どうこうなることはないとわかってはいる。だが、尋たずねずにはいられなかった。

　彼女に無理を強しいてでも、護りたかった秘密ではないのかと。

「ええ──あの子に無理をお願いしたのは、もとはといえばわたくしですもの。そのわたくしだけが、なにごともなかったように後宮ここにいることなど、できるはずがありません」

　おそれ多いことに、主上はそのようなわたくしでも受けいれてくださいました。

　そうか細く続けた照子が、姿を見たこともないのに、悲しげに微笑ほほえんでいるのが見えたような気がした。

　そんな彼女に、雅雪は面おもてを伏ふせることで肯こう定ていに代えた。

　照子もまた正確にこちらの意を読みとったらしい。

「それならば、話は早いですね」と気持ちを切り替かえるように、声に力を戻もどした。

「わたくしからお願いします。──どうぞ、あの子を……茜を、あの家から救ってやってくださいませんか」

「なに、を──」

「わたくしのところへ──宮中へ戻ってきてほしいとは言いません。ただ、茜が茜らしくいられる場所にいてほしいのです。あの家は……わたくしにとっては懐なつかしい場所でも、あの子にとってはつらいばかりのところですから」

「麗景殿さま……」

　雅雪は軽く目を瞠みはった。彼女の口からでてくる言葉とは思えなかったのだ。

　さきほど彼女は『無理をお願いした』と言った。が、もしかしたら──内大臣家における茜の置かれた状況を憂うれいて、もしくは残していくのが不安で、わがままを言うふりをして連れだしたのではないか？

　ふとそんな考えが胸に兆きざす。

　しかしすぐに、当時の彼女の思おも惑わくなど今はどうでもいい、と意識を戻すと、雅雪は控ひかえめに眉をよせた。

「……なぜ、私にそれを？」

　照子に言われるまでもなく、端はなからそのつもりだったが、どうして自分に言ってくるのかがわからなかった。

　──いや……宮中に自分以外に頼たよれる人間がいないだけか。

　先日の件──強ごう引いんに歌の練習相手をさせられたことを思いだし、さらに渋じゆう面めんになりそうなのをこらえる。

　けれど、雅雪の予想に反し、返ってきたのはさも不思議そうな声だった。

「なぜって……蔵人の少将どのは、茜と想おもいあっているのでしょう？」

「！」

　あたりまえのように言われ、思わず絶句する。

　横顔に帝からの面おも白しろそうな視線を感じつつ、雅雪はかろうじて問い返した。

「──彼女が、そう？」

「いいえ。わたくしがそう思っていただけだけれど……違ちがった？」

「……」

　おっとりしているのか、鋭するどいのか、わからない。

　ただの勘かんで言いあてられたことに愕がく然ぜんとする──が、だからといって否定するつもりはなかった。

「いいえ、おっしゃるとおりです。それに──麗景殿さまのお言葉がなくとも、そのつもりでおりました」

「では…っ」

　勢いこんだように御み簾すのむこうで身をのりだす気配がしたのに、雅雪は固く頷うなずいた。

「彼女は──茜は必ずこの腕うでにとり返します」

　そう、とり戻してみせる。

　茜が右う兵ひよう衛えの佐すけとの結けつ婚こんを真に受けいれているのなら、こちらも断腸の思いで受け止められたかもしれない。

　けれど、あんな本音を聞いてしまったら、『うまくやっていける』程度の思いなら、自分も譲ゆずるわけにはいかなかった。

　とはいうものの、やみくもに動くわけにはいかない。とり戻せばそれでいいというわけではないのだ。

　──今のままでは、だめだ。

　一日も早く、と焦あせる心を、まだ時間はある、となだめる。

　ただともにいられたらいい、という気持ちだけですむほど、世間は甘くはない。

　雅雪の胸に秘ひめた決意を知ってか知らずか、照子が、ああ、と感極きわまったように零こぼした。

「蔵人くろうどの少将どの……ありがとうございます。茜のことを、よろしく頼たのみます。わたくしにできることであればなんでもおっしゃって」

「銀しろがねの少将からこのような言葉をひきだすとは……さすが、と言うべきか」

　ここへきて口を挟んできた帝みかどの声が、からかうような響ひびきを帯びる。とはいえ、単に面白がっているわけではないのは伝わってくる。現に、

「私も、表立って動くわけにはいかぬが、力になれることがあれば言うがいい。あれには世話になったこともある。なに、珍めずらしいものを見せてもらった礼だ」

　個人にかけるには破格の言葉に、雅雪は帝の方へむき直り、面を伏せた。

「心強いお言葉にございます」

　ならば早さつ速そく、と言を切ると、上体を倒たおしたまま、すっと背後に視線を投げた。

「頭とうの中ちゆう将じようさまにお願いがございます」

　唐とう突とつなそれに、「え……頭中将どの？」と戸と惑まどったように照子が呟つぶやく。

　だが、確信を持って雅雪がうしろの気配をうかがっていると、ギ……と簀すの子こが軋きしみをあげた。

「なんだ、蔵人の少将には気づかれていたか」

「おまえがこの手のことに首を突つっこまないわけがないと、知っているんだろう」

「ひどいおっしゃりようだ」

　こちらも気づいていたのか、はたまたそういう指示だったのか、帝と気安くやりとりしながら、悪びれもせず朱貞が御簾の陰かげから姿を現す。

「それで？」

　朱貞が並ぶのを待って、雅雪はおもむろに顔をあげた。

「借りをひとつ、作らせていただきたい」

　一いつ瞬しゆん目を見開いた朱貞だったが、すぐににやりと口元に笑えみをはいた。

「へえ……高くつくよ」

「お願いすることに比べたら、安いものです」

　言い切った雅雪に、朱貞がくくっと喉のどを鳴らした。

「話を聞こうか」
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　文ふみを交かわしあい、晴れて結婚が認められた男は、吉きち日じつを選ぶとあらかじめ文を送った上で、夜になってから車で新婦の家へ赴おもむく。そして、新しん郎ろうの持ってきた松明たいまつの灯を新婦の家の脂しし燭よくに移して、家にあがる。この灯は両家の繫つながりを表し、三日間絶やすことなく灯ともし続けられた。

　その後、新郎新婦は一夜をともにするわけだが、それで結婚が成立というわけではない。新郎はさらに二日続けて新婦のもとへ通い、三日目を迎むかえると新郎は新婦の家の用意した装束をまとい、いわゆる「三み日か夜よの餅もち」を二人で食べる。

　また「露ところ顕あらわし」という宴うたげが開かれ、新郎は新婦の親族や知己に披ひ露ろうされて、晴れて結婚が認められるのだ。

　その間、明け方早くに新婦の家を辞した新郎が、後きぬ朝ぎぬの歌と呼ばれる歌を詠よんで送ることも欠かせない。もし歌がこなければ、一夜限りの相手だと言われたも同然だったし、途と中ちゆうで新郎が通ってこなくなれば結婚は不成立に終わるため、新婦側は念入りに結婚の準備を進め、初夜からの三日間を気が気でない思いですごすのである。

　……が、あくまでこれは世間一いつ般ぱんの話だ。

　いくら保秋が、形だけでも、と言ったところで、有明が了りよう承しようするはずもない。隠かくしているつもりでも、どこそこの家にだれそれが通っているらしい、などという噂うわさは簡単に広まるものだ。

「──で、星合いの宴ね」

　保秋からきた文を見返しながら、茜は庭へ視線を投げた。

　いよいよあと十日ほどに押し迫せまってきた保秋との結婚は、七月七日──つまり、七夕だ。

　年に一度の彦ひこ星ぼしと織おり姫ひめとの逢おう瀬せを祝い、清せい涼りよう殿でんには祭さい壇だんが設けられ、貴族の家でも釣つり殿どののある池に舟ふねを浮うかべて宴が催もよおされたりする。

　その宴を、内大臣邸ていでも開くという。

　表立っては婚こん姻いんの儀ぎができない代わりに、宴に招待された保秋がころあいを見て席を抜ぬけだし、茜のもとへやってくる、ということらしい。そして、酔よいを過ごしうっかり寝ね入いってしまった体ていを装った保秋が明け方内大臣邸を辞する際、その車に密ひそかに茜が同乗して、橘邸へ居を移す──という寸法だ。

　自分が知らないうちに決まっていく段取りに、茜は小さく息をついた。

　近づいてくるにつれ、『結婚』の文字がどんどん現実味を帯びていく。けれど、まだどこか実感が乏とぼしいのは、自分が蚊か帳やの外に置かれているからだろう。

「唯ゆい一いつ、それらしいことって言ったら……」

　茜は庭にむけていた目を、部屋の片かた隅すみに置かれた唐から櫃びつへむける。そこには縫ぬいかけの装束が納められていた。

　先日、「殿からです」と女によう房ぼうが布や糸などを持ってきたのだ。茜というお荷物を押しつける保秋に対する、せめてもの気き遣づかいなのだろう。夜をともにしたあと新郎がまとう装束を縫え、ということだ。

　縫うことはもちろん、布や糸を染めることも含ふくめて、装束を仕立てることは楽や歌と同様女性に必要な嗜たしなみだ。当然心得はある。

　普ふ通つう新婦が用意するものではないだろう、と思いはするものの、やることがあるのはありがたかった。余計なことを考えずに、すむ。

　──あれからなにも変わったことはないけど、ほんとに……。

　唐櫃を見つめたままぼんやりしていた茜は、はっと頭かぶりを振ふった。

「だめだめ」

　うっかり『余計なこと』を考えてしまいそうになっていた。

「よし。続きでもやろう」

　自分が保秋にしてあげられることはこれくらいしかないのだ。どこへ着ていっても恥はずかしくないものに仕立てなければ。

　広げていた文をしまい、立ちあがる。そうして唐櫃の蓋ふたに手をかけた茜は、ふと動きを止めた。

　簀子縁えんを渡わたってくる足音が聞こえる。

　ここに近づく者はかぎられているが、女房たちの歩き方ではない。これは……と表情をひき締しめると、茜は急いで廂ひさしの間へとでた。

　さほど間を置かず、ばさりと遠えん慮りよもなく捲まくられた御み簾すに、面おもてを伏ふせる。

　ふん、と鼻を鳴らす気配がしたあと、ぱさり、と目の前になにかが投げてよこされた。わずかに顔をあげてみれば、文だ。

「まったく、右う兵ひよう衛えの佐すけもまめなことよ」

　煩わずらわしさを隠さない有明の声に、どうやら保秋からのものらしいと悟さとる。

　日取りも段取りも結けつ婚こんに関することはすべて保秋から知らされ、父からは一言もなかった。そんな父が保秋からの文がきた時だけは、こうして自ら足を運んでくる。

　外部との唯一の繫がりだけに、おかしな真似まねをする余地を与あたえないようにしているらしい。

「とはいえ、歌は得意ではないようだがな」

　よかったではないか、おまえのような者でも役立てることがあって。

　暗に、結婚したあかつきには手ほどきでもしてやれ、と告げる有明に、悟られない程度に眉まゆ根ねをよせつつ、「失礼いたします」と茜は文を手にとった。

　──たしかに保秋の歌は自分でも言ってたとおり、ありきたりな感じではあるけど……。

　そこまで言われるほどのものでもない、と思いながら結び文を解く。丁てい寧ねいに広げ──最初に感じたのは違い和わ感かんだった。

　──？　なんだろ……。

　内心で首を捻ひねりつつ、茜は文面へと目をおとした。





　秋風に　川波たちぬ　逢ふ瀬せなく　暮くれはつ昨日きのふ　寝ねでむかふ今日けふ






　歌を見て、なんとなく、程度だった違和感が、おかしい、というものに変わった。

　秋風で川に波がたってしまい、渡る浅あさ瀬せがなく、あなたに会うことができないで昨日が終わってしまった。心が暗く沈しずみ、寝ないで迎えた今日という日だ──と歌っているのだが、一言で言えば、ぎこちないのだ。

　──この時季の『川』って言ったら、やっぱり天の川よね。それを渡る『瀬』がなくて、『逢瀬』が叶かなわなかったっていうのは、川を渡ることのできる七夕の日……つまり、結婚を待ち焦こがれてるっていう風に読むことができる。

　ここまでなら、恋こいの歌としては普通に思える。しかし、続く下の句がどこか無理をしているせいで、おかしく見えるのだ。

　──終わりになる、って意味の『暮れ果つ』に、心が暗く沈むという意の『暗くる』をかけてあるあたりは、いいんだけど……。

　捻りすぎている。単純、とも言えるまっすぐな質たちの保秋の歌らしくない。

　──そうだ、らしくないんだ。この手しゆ跡せきも……って、これ！

「──ッ」

　反射的に叫さけびそうになって、茜はすんででそれを吞のみこんだ。

　ぎょっと目を見開いて、歌を凝ぎよう視しする。そうと気づいてまじまじと見てみると、見えてくる別のものがあった。

「こ、れは……」

「──なにをしておる」

「！」

　思わず声が漏もれた時、頭上から降ってきた不ふ機き嫌げんな響ひびきに、茜は肩かたを揺ゆらした。

　くしゃり、と文が皺しわむ。

「使いの者を待たせておるのだ。早く返事を書かぬか」

　手間をかけさせるな、と言外に告げられ、「あ、はい」と慌あわてて立ちあがる。

　おぼつかない足取りで文ふ机づくえへむかいながら、茜は背後の父の様子をうかがった。

　──あの人は、気づいてない。

　これが保秋の手ではない──彼からの文でないことも、この歌に詠よみこまれた、別の言葉にも……。

「くれはつきのふ　ねでむかふけふ……」

　口の中で、小さく繰くり返す。

　無理をしている、そう思った部分にこそ、この歌の真の意味が隠れていたのだ。

　──雅雪さま……。

　茜はそっと文ふみを胸むな元もとに押しあてると、目を伏せた。保秋の字に似せてはあるが、この手跡は幾いく度どか見たことのある雅雪のものだ。

　彼が保秋を装って、自分に言葉を届けたのだ。

　歌を詠む手法のひとつに、『物もの名のな』というものがある。

　ある語や文を、歌の意味とは関かかわりのない文字の羅ら列れつとして歌の中に詠みこむのだ。隠かく題しだいともいい、その特性上、無理のある表現になることが多い。

　古今和歌集でも物名だけを扱あつかった巻があり、その中の紀きの貫つら之ゆきの歌に『今いくか　春しなければ　鶯うぐひすも　ものはながめて　思ふべらなり』という、春を惜おしむ歌があるが、これには『すもものはな』という語が隠れている。『うぐひすもものはながめて』の部分だ。

　雅雪から届けられた歌は、この物名の手法が使われていた。

　無理をしていると感じた下の句──『くれはつきのふねでむかふけふ』の部分に、『つきのふねでむかふ』という伝言がこめられていたのだ。

「つきのふね……月の舟ふね」

　月の舟は、弓ゆみ張はり月づきの異い称しようだ。半月が空を渡っていくのを、舟に見立ててそう呼ばれる。

　そして、次の弓張月は……まさに七夕の日にあたった。

　──秋に川に逢おう瀬せ、って歌自体が七夕を暗示してるし、彦ひこ星ぼしが月の舟で天の川を渡って織おり姫ひめに会いにいくって、見立てられたりするぐらいだもの。

　それらをひっくるめて、雅雪は『七夕の晩、迎むかえにいく』と告げてきたのである。

　本当に彼は自分をここから連れだす気なのだ。

　どこかで嬉うれしいと感じてしまう気持ちを抑おさえるように、茜は文に添そえた手に力をこめた。

　将来ある彼に、そんな危ない真似はさせられない。させてはいけないのだ。

　なにより、自分はもう保秋と明日を築いていこうと決めたのだから……。

「……どうしよう」

　かき乱れる心に加え、感じる父の視線に、気持ちが焦あせる。

　早く返歌を書かねば、と思う一方で、どうしたら「こないでほしい」という意が伝わるだろうかと、茜は考えを巡めぐらせた。

　──一番いいのは、同じ物名で返すことなんだろうけど……。

　さすがに急せかされているこの状じよう況きようで考えるのは難しい。

「まだなのか」

　文机にむかい新しい紙を広げたものの、そこからいっこうに先へ進まない茜に、いらだった声がかかる。

　もう悩なやんでいる暇ひまはなかった。下手をしたら、返事はない、と使いの者を追い返されてしまう。物名でなくても、自分の意思さえ通じたらいいのだ。

　茜はひとつ深呼吸すると、筆を手にとった。束つかの間思案したあと、筆先を紙へと走らせる。





　今こ宵よひこむ　人には会はじ　飛鳥あすか川がは　淵ふち瀬せに変はる　心なりなむ






　一息に書き切って筆を置くと、したためたばかりの歌をじっと見下ろす。

　──あとは、言いたいことが伝わるのを……!?

　願うだけだ、と思いかけたところですぐうしろに感じた人の気配に、茜は身を固くした。

「今宵くる人には会わないでおこう。飛鳥川の淵と瀬が日ごと変わるように、きっと明日には変わってしまう心だろうから──か。ふん、時間をかけるからどんなものかと思えば」

「あ…っ」

「さっさと書けばいいものを」と言い捨てて、有明が机上から紙をさらっていく。目で追えば、父はすでにこちらに背をむけていた。

　それ以上の言葉もなく足早に去っていく背中を啞あ然ぜんと見送って、茜はふっと息を吐はいた。

「……とりあえず、不ふ審しんに思われてはないみたい」

　定型どおりにつれない内容かつ、送られてきた歌を踏ふまえたものだったから、不自然には映らなかったようだ。

「問題は、あの人がどう見るかだけど……」

　表向きの意味は、父が告げたとおりだ。

　古今和歌集にある『世の中は　何かつねなる　飛鳥川　きのふの淵ぞ　今日は瀬になる』という歌から、『淵瀬』は世の中や人の心が変わりやすいさまを表す語として使われる。

　そして『飛鳥川』は『淵瀬』を導くための言葉であると同時に、『明日』という意味がかかった『昨日』や『今日』に縁えんのある語でもあった。

　こうして見ると、ただ送られてきた歌を踏まえただけの返歌のようだが、茜の真意はその前の部分、つまり『今宵こむ　人には会はじ』にあった。

「『こよひ来む　人にはあはじ　たなばたの　ひさしきほどに　待ちもこそすれ』……きっと伝わる、よね？」

　茜は返歌に引用した古今集の歌を口ずさみながら、雅雪からの文を文机に広げた。皺を伸のばすようにして、そっとなでる。

　織姫のように待ち続けることになるといけないから、今夜くる人に会うのはよそう──という七夕を題目にしたこの歌のことに、雅雪が気づいてくれるといい。

　直接言葉にはしていなくても、遠回しに『七夕』を示し唆さすることで、こちらがあの歌の隠かくれた意味を理解したことを読みとってくれればいい。

　その上で、『七夕の夜にきても会わない』と拒きよ絶ぜつしているのだと、わかってほしい。

　いや、そこまで伝わらなくても、この際かまわない。ただ『会わない』という意思さえ伝われば……。

「……お願い、こないで」

　祈いのるように呟つぶやきながら、茜はしばらくの間、文を見つめ続けていた。
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　七月七日──その日、内大臣邸ていは朝からおちつかない空気に包まれていた。

　今夜催もよおされる宴うたげは表向きは星合いの宴だったが、もうひとつ別の意味合いがあった。

　牽けん牛ぎゆうと織しゆく女じよの伝説を伝えた唐から国くにのとある書物には、七夕の夜、星に祈き願がんすることは富・長ちよう寿じゆ・子などの願いのうちひとつだけだ、と記されている。

　それを踏まえ、有明は今宵の宴で照子の──麗景殿女によう御ごの子宝祈願をしようというのだ。

　帝みかどにはまだ御み子こがいない。照子が帝の寵ちよう愛あいを得ている今、次に待ち望むのが懐かい妊にんであるのは当然の流れだ。

　照子が男児を出産すれば、その子に東宮の位が移るだろうことはほぼ間ま違ちがいない。そうなれば、照子は次期国母となり、有明の権勢は揺ゆるぎないものになるからだ。

　とはいえ、御子を望む者ばかりでないのも事実だった。今の関白左大臣──朱貞の父親などはその筆頭だろう。有明の台頭は自らの地位を脅おびやかすことになりかねない。

　だからこそ、表向きは宴という形をとり、有明は内大臣家と懇こん意いにしている者たちだけを集めていた。うちの一人が、保秋だ。

　しかし、茜の結けつ婚こんなど、家の者たちにとってはついでにすぎない。

　家人たちが宴の準備に慌あわただしくしているのをよそに、茜は一人、とり残されたような静けさの中にあった。

「──いよいよ、今日なんだ」

　だからといって、内心も穏おだやかかといえばそんなことはなかった。むしろ、まわりが静かすぎる分、鎮しずまらない鼓こ動どうを持てあましておちつかない。

　文ふ机づくえの横に置かれた文箱に、茜はちらりと目を走らせた。

　本当に、彼はくる気なのだろうか？

　雅雪からの文はあの一通だけで、あとはなんの音おと沙さ汰たもなかった。こちらの意思表示が伝わったのかどうかすら、不明だ。

「だけど、今日は前みたいな手は使えないはず……」

　今夜の宴の参加者は、内大臣家に縁ゆかりのある者ばかりだ。当然、朱貞は数にはいっていない。

「……」

　処分しようと何度も思って結局できず、例の歌を一番底へと押しこんだ文箱に視線を止めていた茜は、息をついてゆっくりと顔を背そむけた。

　いくら考えたところで、自分にはどうしようもないことだ。

　代わりのように、茜は傍かたわらに畳たたんで置かれた装束へと指を滑すべらせた。

　今宵、保秋と一夜をともにしたあと、これに袖そでを通した彼とこの屋や敷しきをでて、橘邸へとむかうのだ。

　はたして、彼の家族は、自分を受けいれてくれるだろうか？　自分は、彼とうまくやっていけるのだろうか──？

　時が近づくにつれ、『今宵』のことではなく、『その先』に対する不安が首をもたげるようになっていた。

　だが、それは相手が保秋だからというわけではなく、結婚に対してだれもが抱いだくものなのかもしれなかった。

「……うん、そうだよね。普ふ通つうは顔も知らない人とその日初めて顔をあわすんだし。わたしは恵めぐまれてる」

　自分のことを大切に想おもってくれている保秋相手なら、きっと幸せになれるはずだ。

　そう、自分に言い聞かせ──茜はふっと苦く笑しようを零こぼした。

「結局は、なるようにしかならないってことかな。わからないから不安になるんだし……精せい一いつ杯ぱいやるだけだよね」

　とりあえず、笑え顔がおを忘れなければなんとかなるはずだ。

「笑う門かどには福来きたるってね」

　茜は両手の指先で口の端はしをくっと持ちあげた。そうして、畳まれた装束を手にとると、唐から櫃びつの一番上へ丁てい寧ねいに置いて蓋ふたを閉じた。







　日がおちてなお明るさの残る空高くに上じよう弦げんの月がかかるころ、楽の音が風にのって聞こえてくる。

　茜は御み簾すをわずかに持ちあげて、釣殿の方を見やった。

「──はじまったんだ」

　今ごろ、宴の席にいるだろう保秋を思い浮うかべながら、そっと御簾をおろした茜は、ゆっくりと室内を見み渡わたした。

　頼たよりない灯明の灯あかりに照らされた、見慣れたはずの部屋は、今日ばかりはよそよそしい雰ふん囲い気きを醸かもしだしている。単に茜の心持ちばかりではなく、焚たかれた香こうや新しい几帳、夜具などのせいもあるのだろう。

　結婚に際し、新婦側は室しつ礼らいと呼ばれる部屋の飾かざりつけをして、当日を迎むかえる。

　この部屋にも、日暮れ前に突とつ然ぜん幾いく人にんかの女によう房ぼうたちがやってきて、てきぱきと必要最低限の室礼を施ほどこしていった。それは茜のためというより、保秋に対する礼れい儀ぎと言った方がいいだろう。

　彼女たちによって整えられた部屋を前に、茜は所在なく佇たたずんでいるしかない。

「……このあとって、どうしたらいいの？」

　おそらく、世間では結婚前に母親などから段取りの説明がある──のだと思う。しかし、茜にはすでに母はなく、乳母めのとなどもいなかった。

　こちらを見もせず、やることだけやってさっさと去っていった女房たちは、言わずもがなだ。

「帳台の中にはいって待ってる、とか？」

　思いついたことを呟いてみて、まさか、と頭かぶりを振ふる。

「そんな待ちかまえてるみたいなこと……って、たしかに待ってるんだけど」

　一夜をともにする、ということがどういうことか、さすがに知らないわけではない。男性の目がないだけに、噂うわさ好きの女房たちはきわどい話をすることも多かった。照子の前ではまだ気き遣づかいがあっても、茜の存在など歯し牙がにもかけていない分、なおさらだ。

　かあ……と熱くなった顔を冷ますように掌てのひらを頰ほおにあて、茜は深く息をついた。

　今まで読んだことのある物語にも、こういう時にどうしたらいいのかなど書かれてはいなかった。

　途と方ほうに暮れるとは、こういうことを言うのだろう。

「……ちょっと、外の空気でも吸おう」

　あがった体温に、部屋中に焚きしめられた香がどこか息苦しい。

　宴ははじまったばかりだ。保秋がやってくるには、まだまだ時間がかかるだろう。すこしだけ……と、茜は再び御簾の端を捲まくった。

　あれこれ思い悩なやんでいる間に、気づけば夕ゆう闇やみは深さを増していた。

　そより、と秋とはいえ、まだ昼間の暑さを含ふくんだ風が頰をなでる。それでも火ほ照てった身体からだには心ここ地ちよくて、茜はほうっと目を閉じた。

　しばらくそうしていたあと、おもむろに双そう眸ぼうを開くと、紺こん碧ぺきの中、切り抜ぬいたようにぽっかりと月が浮かんでいた。

「──月の、舟ふね」

　あれが運んでくるものは、一体なんだろうか……。

「……っ」

　さきほどとは違ちがう、塞ふさがれるような苦しさに、胸を押さえる。

　拍ひよう子しに、ぱさり、と御簾がおちた。

　頭ではどうすることがいいのかわかっていても、無理矢理押さえつけた心が軋きしみをあげる。だれのものでもない己おのれの心身のはずなのに、ままならない自分自身をかき抱くようにして茜はうずくまった。

　その脳のう裏りにふと浮かんできたのは、照子の姿だった。

「……姉さま……」

　照子が入じゆ内だいする時も、こんな気持ちだったのだろうか。

　今ならば、あの時几帳の奥から飛びだしてきてすがりついてきた彼女の不安が、わかる気がする。

　もっと話をしておけばよかった──とこんな時なのに、思う。いや、もう会えないと実感するこんな時だからだろうか。

　この気持ちも、聞いてほしかった。そうしたら、すこしは楽になれたかもしれない。

「……ううん、気楽なことを言われて、姉さまにはわからないって、腹をたててたかな」

　そんな姿がありありと思い浮かんで、くすり、と笑いが漏もれる。

　ふー…と長く息を吐はきだすと、茜はそろそろと上体を起こした。柱にもたれかかるようにして、耳をすます。

　ざわめきを包むようにして、嫋じよう々じようと琵び琶わの音が響ひびく。そして、一ひと際きわ高く、空へ昇のぼるように奏かなでられる澄すんだ笛の音が茜の胸を刺さした。

　桜のころ、凜りんとした姿に、色いろ香かの漂ただようような音色に、目も耳も奪うばわれた『花』のことが自然と心に浮かぶ。

　これらも、いつか思い出と思える時がくるのだろうか？

　しばらくの間、庭を渡わたってくる楽の音に耳を傾かたむけていた茜は、それにまぎれるように近づいてくる足音に、はっと身体をこわばらせた。が──

「このような端はし近ぢかにでて……これから人妻になろうという人がみっともないこと。右兵衛佐さまもお気の毒な」

　独り言にしては大きすぎる呟つぶやきが聞こえ、なんだ、と吐と息いきとともに肩かたから力を抜いた。夜が更ふけてきて、女房が簀すの子こ縁えんと廂ひさしの間の半は蔀じとみをおろしにきたのだ。

　気づかないうちにずいぶんと時間がたっていたのか、同じ体勢でいた身体がこわばってしまっている。

　茜は胸におちた影かげには気づかないふりをして、ぎこちなく立ちあがると母も屋やへと戻もどった。

　女房がこうしてやってきたということは、まもなく保秋も宴うたげを抜けだしてここへ現れるはずだ。

　手早く仕事をすませた女房が、長居は無用と足早に去っていく。

　頼りない灯りひとつと残された茜は、こうなると座っているのもおちつかない。いよいよ、どうするべきなのか、という問題に直面して、立ったり座ったりを繰くり返す。

　さほど広くない母屋では、どこにいても帳台が目にはいってしまう。それがなおさら居ても立ってもいられない心地にさせる。

　いっそ廂の間で待っていようかと、茜が御簾を潜くぐろうと手をかけた時だった。

「あ……」

「──よう」

　今まさに、妻戸から身を滑すべりこませてきた保秋と目があった。

「……」

　一言発したあと、お互たがい固まったように視線をあわせたまま、沈ちん黙もくがおちる。

　それを破ったのは、保秋の方だった。

　彼はすっと顔をそらすと、後ろ手に妻戸を閉めた。

「なんだ、出で迎むかえかよ」

「え!?　やっ、これは別に、保秋がきたことに気づいたっていうわけじゃなくて…っ」

「わかってるよ」

　どうせおちつかずにうろうろしてたんだろ、と的確に事実を衝つかれ、茜はうっと押し黙だまった。

　そんな茜の様子に、保秋がどこか仏ぶつ頂ちよう面づらになる。気分を悪くしてしまっただろうか、と焦あせって御簾を押しのけると、前へでた。

「あのっ、別に、嫌いやだとかそういうことじゃなくて、」

「──だよ」

「え……？」

　被かぶさるようにして聞こえた声に、思わず瞬またたく。

　表情から聞こえていなかったことを察したのだろう。保秋が小さく舌打ちした。

「オレも同じだって言ったんだよ！」

「同じって……」

　よく見れば、薄うす暗ぐらさの中でも保秋の耳が赤いのがわかる。宴で供された酒のせいかもしれない。でも、もしかしたら……。

「保秋も、おちつかなかった？」

「おかしいかよ。オレだって、こんなことはじめてなんだよ」

　宴の最中も心ここにあらずで杯さかずきを呷あおってつい酒を過ごしてしまった、とぼやく幼おさな馴な染じみに、茜の顔は知らず綻ほころんでいた。

「そうなんだ」

　緊きん張ちようしていた胸が、ほのかに温かくなる。

　──うん……大だい丈じよう夫ぶ。

　照れくさいのか、恥はずかしいのか、変わらない仏頂面でぶつぶつ言っている保秋に、素す直なおにそう思える。

　保秋の年なら、通う相手の一人や二人いてもおかしくない。結けつ婚こんまではいかなくとも一夜の遊び程度の話は宮中でもよく耳にした。

　そうした経験もなく、なおかつ黙っていたらわからないのに自分から言ってしまうくらいには不器用で誠実な彼となら、うまくやっていける。

　むしろ、すぎた相手だ。

　こないでほしいと言いながら、心のどこかで落らく胆たんしているような──保秋を前にしながら、このまま彼と一いつ緒しよになることがあの人のためだ、と別の面おも影かげを見てしまうような自分には。

「……保秋は」

　そんなことを考えていたからだろう。

「あなたは、ほんとにいいの？」

　気がつくと口から零こぼれおちていた言葉に、保秋が「なに？」と訝いぶかしげに茜の方へ顔を戻した。

　すぐに『しまった』と思うが、一度声にでてしまった胸のうちは元には戻らない。

「ううん、なんでもない」

　慌あわてて前言撤てつ回かいした茜に保秋が、はあ、と溜ため息いきをついた。ゆっくりとこちらへむかって歩いてくる。

「今さらだな」

「そうだよね、ごめ──」

「最初に言っただろ」

　つい口を突つきそうになった謝罪を、保秋が遮さえぎった。

「オレが望んでおまえがほしいって言ったんだって。──オレはおまえがいいんだ」

「それ……」

　覚えのある科白せりふに、茜は軽く目を瞠みはったあと、笑おうとして──失敗する。

　目の前に立った保秋のまっすぐな瞳ひとみに、ゆらゆらと揺ゆらぐ、泣きだしそうな歪ゆがんだ笑え顔がおの自分が映っていた。

「うん、そう、だったね」

　消えない罪悪感に、本当にいいのか、これでいいのか、と何度も彼に問うてしまう。

　けれど、それこそ彼の気持ちを疑っていると言っているのと同じだ。たしかめることで、自分が安心したいだけでしかない。

　──後こう悔かいしないのかって保秋に聞くんじゃなくて、わたしが後悔させないようにしてかなくちゃいけないんだ。

「──阿あ呆ほうが……こんな顔させやがって」

　いかに保秋によりかかっていたのかを痛感していた茜は、苦い呟きが聞こえた気がして瞬いた。

「？　今、なにか」

「──いや……あー、もういいかって言っただけだ」

　とりつくろったように告げた保秋をきょとんと見上げ、

「いつまでもこんなとこに突っ立ってるのも、な」

　続いた言葉に、意味を悟さとる。途と端たん、緊張に手足がこわばった。

「茜」

「！」

　前まえ触ぶれもなく顔へと伸のびてきた手に、身が竦すくむ。

「……わりぃ」

「ぁ、ううん！　ちょっと、びっくりしただけ」

　触れる寸前で止まった手に、茜は慌てて首を振ふった。

　保秋は彼にしては珍めずらしく感情の読めない目でこちらを見下ろし、あげた手をひくようにして握にぎりこんだ。そして、焦った茜が口を開くより早く、今度は彼女の胸の前へとその手をさしだした。

「茜」

　幼いころから耳に馴な染じんだ声が、再度呼びかけてくる。

　けして強ごう引いんにことを進めようとはせず、自分を待つ手を見下ろして、茜は小さく喉のどを上下させた。そろりと、いつのまにか胸のあたりで握りこんでいた指を解ほどく。

「はい」──そう言って、保秋の手をとろうとした時だった。

　キィ……と静せい寂じやくにおちた軋きしみに、茜ははっと顔をあげた。

　保秋もまた、弾はじかれたようにうしろを振り返る。

「──茜」

　心震ふるわす声が、耳に触れる。

　──この声……！

　茜は零れおちんばかりに目を見開いた。

　聞き違ちがえるはずがない。この声は──

「迎むかえにきた」

「──まさ……ゆき、さま」

　するりと妻戸の隙すき間まから姿を現したのは、まぎれもなく雅雪だった。

　目にした姿に、息が止まる。ほんのひと月ほど見ていなかっただけなのに、まるで何年も会っていなかったような懐なつかしさと慕したわしさがこみあげてくる。

　ふらり、と茜は炎ほのおに惹ひかれる夏の虫のように彼の方へ踏ふみだしかけ、びくっと我に返った。

　──わたし、なにを…っ

　無意識の自分が恐おそろしくて、後あと退ずさる。

「なん、で……」

　捕とらわれたら逃にげられなくなる──予感めいた怯おびえに、茜はゆるゆると首を振った。それでも目は釘くぎ付づけになったように雅雪から離はなれない。

「かまわないでって、言ったのに」

「こちらも、断ると言ったはずだ」

　一歩こちらへと踏みこんだ雅雪に、押されるように足を退ひく。──と、踵かかとが袴はかまを踏み、ぐらりと身体からだが傾かしいだ。

　あっ、と思った瞬しゆん間かん、それを支えた腕うでがあった。

「──こいつは嫌いやがってるみてえだけど？」

「保、秋」

　保秋が右腕に茜を抱かかえこむようにして、雅雪を見み据すえる。

　茫ぼう然ぜんとその横顔を見上げた茜は、一瞬でも彼の存在が意識から消えていた自分に愕がく然ぜんとした。

　──わたし……全然覚かく悟ごなんて、できてない。

　ひと目雅雪を見ただけで、すべての気持ちが彼に奪うばわれてしまった。心はこんなにも正直だ。

「今ごろなにしにきた」

「迎えにきた、と言ったはずだ」

　そんな茜をおいて保秋と雅雪が睨にらみあう。

「茜が宮中からいなくなった時は動かなかったくせにか？　人のものになるとなったら、惜おしくなったってわけか」

　保秋にしては珍しい冷ややかな声に、茜ははたと彼を見つめた。

　──そうか……保秋は、知らないんだ。

　雅雪がここへ忍しのびこんできたことも、茜が拒こばんだことも、彼はあずかり知らないことだ。

「どうとでも言えばいい」

　雅雪は雅雪で告げる気もないらしく、言下に切って捨てた彼に、保秋がいきりたった。

「──んだと…っ」

「保秋！」

　今にも摑つかみかからんばかりの彼の直衣のうしを、茜はとっさに握り締しめていた。

「茜……」

「あ──」

　止めるように動いたその手を保秋が見下ろしたのに、遅おそまきながら自分のしたことに気づき、ぱっと直衣を離した。

「これ、は…っ」

　思わず言い訳を探して瞳を泳がせる。とその時、耳が拾った物音に茜は雅雪の方──開いた妻戸へ顔を巡めぐらせた。

　──なに……？　今、なにか怒ど鳴なり声みたいなのが……。

　気のせいだろうか、と疑う側そばから「なんだ？」と保秋の訝いぶかるような呟つぶやきがおちてくる。横目に見上げた顔は、同じように妻戸の方をむいていた。

　どくり、と心の臓が嫌な音をたてる。

　どうやってここまできたのかはわからないが、もし、雅雪が忍びこんだのが警固の人間にばれたのだとしたら──？

「っ──早く、逃げて！」

　そう思った時には、茜は雅雪にむかって叫さけんでいた。

　だが、当の雅雪は身を翻ひるがえすどころか、うしろを振りむくことさえしない。

「なにしてるの!?　今、なにか声が聞こえた。あなたを捜さがしてるのかもしれない。もし、こんなところ見つかったりしたら…っ」

「──見つかれば、蔵人くろうどの少将といえど言い訳は利きかないぜ」

　声をつまらせた茜に代わるように、保秋がさきほど同様冷ややかな声こわ音ねで告げた。その言葉の冷たさに、ふるりと肩かたが震えた。

　しかし、なおも雅雪は動かない。

「なんの言い訳が必要だ。俺は茜を迎えにきた、それだけだ」

「そんな言葉、通用するわけないでしょ！　お願いだから、逃げてっ……あなたになにかあったら、わたしは……！」

「動くつもりはない。──おまえがこの手をとるまではな」

　こちらの必死の叫びも無視して、雅雪が手を伸ばす。

　むけられた言葉に、こい、というようにさし伸べられた手に、茜は大きく目を瞠みはった。凝ぎよう然ぜんとその掌てのひらを見つめる。

「雅雪さま……」

「茜」

　決意を促うながす声に、けれど茜はゆるゆると首を振った。

　このままでは彼が見つかってしまうかもしれない、という恐きよう怖ふと、今すぐあの手をとりたい、と希こいねがう心を、脳のう裏りにこだまする冷ややかな声が押し留とどめるのだ。

『あの者の将来がどうなるか……よくよく考えることだ』

　そうして、理性が邪じや魔まをする。

　この手をとってはだめだ、と──。

「だめ……いけない」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　弱々しい茜の呟きに、真逆の力強い声音が返る。

　虚きよを衝つかれて雅雪を凝ぎよう視しすれば、声同様に強く頷うなずかれる。

　なにが大丈夫なのか、どう大丈夫なのか、まったくわからない。にもかかわらず、理性を踏み越こえてくるその強さにひかれるように、ぴくりと足が動いた時、

「いけよ」

　残っていた迷いを振ふり払はらうように、背中を押した力があった。

「え…っ」

　予期せぬ力に茜はよろめくように二、三歩前へでた。

　なにを、とうしろを見返れば、静かにこちらを見つめる瞳ひとみと、視線がからみあう。

「そいつといけよ、茜」

「……保秋」

「いって、幸せになれ」

　言い聞かせるように告げて、保秋が笑えみを浮うかべる。

　茜は大きく息を吞のんだ。それはあの時──保秋の求きゆう婚こんを受けいれた時、彼が浮かべていた笑みだった。

「どうして……」

「どういうつもりだ？」

　どうしてそんな顔で笑うのだと唇くちびるを震わせたところへ、疑念も露あらわな呟きがおちてくる。

　はっと顔を戻もどすと、いつのまにかすぐうしろまで歩みよっていた雅雪が、じっと保秋をうかがっていた。

「どういう？　こっちの質問には答えないくせに、オレには聞くんだな」

　都合がいいと保秋が鼻で笑う。

「オレはあんたみたいにごちゃごちゃ考えたりしてねえよ」

「なに──？」

「考えてることなんて、そいつの幸せだけだ」

　迷うことなく告げられた一言に、茜は弾はじかれたように保秋へと首を巡らせた。それを追うように聞こえた、

「おまえ……まさか、最初から」

　憮ぶ然ぜんとしたような、逆に合が点てんがいったような、複雑な色合いの雅雪の呟きに、茜は瞬まばたきを忘れたように保秋へ見入っていた。

　──『まさか』って……まさか!?

　思い返してみると、保秋は雅雪が現れたことに、特別驚おどろきを見せたりはしなかった。それどころか、ひき止めることもせず迷う自分の背中を押してくれた。

　なにより、あの時と同じ笑顔を見せた彼は──

　──もしかして、こうなるように動いてた……？

　保秋と雅雪の間になにがあったのか、もしくはなにもなかったのか、知らない。ここへ雅雪が忍んできたことも、歌のことも、うしろめたさを感じながらも保秋には黙だまっていた。

　ただ、なにもかも承知したような保秋の笑顔を見ていると、こうなることを予期していたとしか思えないのだ。

「保秋……」

「どうやってここまで忍びこんだのかは知らねえけど、こんなとこでぼやぼやしてていいのかよ？」

　口を開きかけた茜を、保秋が声を被かぶせて止める。なにも語るつもりはない、とその態度が告げていた。

「ま、ここであんたが捕つかまるなら、ほんとに茜はもらうだけだけどな」

　挑ちよう戦せん的に言い放った保秋に、応こたえるように茜の肩へ置かれた手があった。

「──恩に着る」

「別に、あんたのためじゃない」

　さっさといけよ、と払うように保秋が手を振る。

「いくぞ、茜」

「じゃあな、茜」

　流れについていけず茫ぼう然ぜんとしていた茜は、かかったふたつの声に、

「──待って！」

　とっさに制止をあげていた。

　驚いたような二対ついのまなざしに茜はきゅっと唇をひき結ぶと、肩に置かれた雅雪の手をはずして踵きびすを返そうとした。だが、

「茜ッ」

　即そく座ざに手首を摑つかまれた。

　茜はゆっくりと振り返ると、手首を摑んだ手に、もう一方の手を重ねた。まっすぐに雅雪と視線をあわせる。

「待ってて」

「……」

　その目になにを感じたのか、茜を見下ろした雅雪の手から力が抜ぬける。するりと彼の手を解ほどいた茜は、今度は急ぎ足で唐から櫃びつの方へとむかった。

　蓋ふたを開け、中から畳たたまれた装束をとりだす。それを胸むな元もとに抱だき締しめて立ちあがる。

　雅雪と保秋がこちらを見つめる中、茜は保秋のもとへと歩いていった。

「保秋」

　呼びかけに戸と惑まどったような沈ちん黙もくが返る。

　茜はかまわず抱かかえた装束をさしだした。

「これを」

「これは……」

「あなたを思って、仕立てたものだから」

　ほかのだれにも渡わたすことはできないのだと、装束を見下ろしたまま動かない保秋へと押しつける。

「ごめ──……ありがとう」

　口を突つきかけた『ごめん』を吞みこみ、笑みを浮かべる。それでも保秋の双そう眸ぼうに映る自分は、やはり泣き笑いを浮かべていた。

　そんな茜に保秋が手を伸のばそうとして、我に返ったように途と中ちゆうで止める。

「……やっぱり、保秋は優やさしすぎるよ」

　茜は唇を歪ゆがめると、片手で装束を押しつけたまま、もう片方の手で中ちゆう途と半はん端ぱに伸ばされた保秋の手を握にぎった。反射的にひかれそうになるが、強く握り締めて離はなさない。

「わたし、あなたに救われてた」

　それをこんな形でしか返せないのは、ひどく後ろ髪がみがひかれるけれど……

「……わたし、いくね」

　流されてではない。自分の意思で選んで、断言する。そうして握ったままの手を、装束へと押しあてた。

　一連の茜の様子を瞬きもせず見つめた保秋が、ひとつ息を吐はく。──と、柔やわらかに笑みを浮かべた。

「ああ──もう、戻ってくるんじゃねえぞ」

[image: ]

「うん……」

「出で戻もどりなんて、オレだってごめんだしな」

「そこは、もらってくれるって言ってよ」

「手て遅おくれなんだよ、ばーか」

　軽口を叩たたきあい、お互たがいにくすりと笑う。

　押しつけていた装束を、保秋の手がしっかりと受け止めたのを掌てのひら越ごしに感じる。

「──茜」

　うしろから名を呼ばれる。

「早くいけ。見つからねえうちにな」

　顎あごをしゃくった保秋に、「うん」と頷きながら逡しゆん巡じゆんした茜は、

「──また、ね」

　一言言い置いて重ねた手に一いつ瞬しゆん力をこめたあと、くるりと背を返した。

　妻戸の前で雅雪がこちらにむかって手をさし伸べる。それを、今度は自分から手を伸ばして、しっかり摑む。

「いくぞ」

「はい」

　もう片方の腕うでで妻戸を開いた雅雪が、そのむこうの夜よ闇やみへと促うながす。茜は迷いなく応じると、彼とともに外へと踏ふみだした。

「──幸せにな」

　うしろで妻戸が閉まる直前、背中を押す呟つぶやきがたしかに茜の耳へ届いた。
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「──幸せにな」

　おとした呟きが消えるか消えないかのうちに、軋きしみをあげて妻戸が閉とざされる。忍しのぶようにしてふたつの足音が遠ざかっていく。

　やがて気配が消えたころ、保秋ははーっと息を吐きだしてその場にしゃがみこんだ。

「いっちまった、か」

　これでよかったのだと、悔くやむ気持ちはない。ないが、好いた女が目の前でほかの男の手をとる姿は、正直こたえた。

　まだ温ぬくもりの残る手を、そっと握りこむ。

「……最後まであいつの一番には、なれなかったな」

　茜はあくまでも自分を幼おさな馴な染じみとしてしか見ていなかった。一いつ緒しよになってもいい、と思ってくれるほどには慕したってくれていたが、それだけだ。

「だからって、オレを選んでくれなんて言えるかよ」

　けして茜を悩なやませたかったわけではない。自分はただ、彼女に笑っていてほしかっただけだ。

「──ま、悩ませちまったんだけどな」

　茜は自分を優しいと言ったが、むしろそれは彼女の方だ。利用すればいい、と言ったのにそのことに最後まで罪悪感を覚えていた。

　こちらだって、あわよくば……とこの状じよう況きようを利用していたのに、だ。

　そもそも雅雪が茜を攫さらいにくるかどうか自体、賭かけだった。

　あの夜──右う馬まの頭かみが茜に乱暴を働こうとしていたところへ居合わせたのは、本当に偶ぐう然ぜんだった。だから、内大臣や時明に責められた時に名乗りをあげたのも、とっさの思いつきだった。このままでは早晩彼女が望まぬ結けつ婚こんを強しいられるか、尼あま寺でらへいかされるのはあきらかだったからだ。

　ほかのだれかのものになるくらいなら自分が……と思ったのも、まぎれもない本音だ。こんなことでもなければ、『幼馴染み』という関係を壊こわしてまでも、踏みこむことはできなかっただろう。このまま結婚してしまえばいい、と囁ささやく己おのれもいた。

　けれど、できなかった。

　茜と雅雪が互いを憎にくからず想おもっているのは傍はた目めにも見てとれた。それをわかっていてなお、彼女を幸せにするだけの自信は自分にはなかったのだ。

　だから、雅雪に告げた。

　動かないようなら、その時こそ本当に妻にしようと──。

「で、結局、残ったのがこいつか」

　保秋は自じ嘲ちよう気味に笑うと、抱えこんでいた装束に目をおとした。

　ともに夜を明かしたあと、自分に着せるためにだろう用意された装束一ひと揃そろえ。

　こんな形で渡されるのは皮肉以外のなにものでもない。が、それでも間ま違ちがいなく自分のために茜が用意してくれたものだ。

「──さあて、と」

　小さく笑ったあと、保秋は勢いをつけて立ちあがった。

「内大臣さまたちにはなんて言やあいいんだか」

　さすがに橘の家に迷めい惑わくがかかる以上、自分が逃にがしたとは言えない。

　やはりここは、この部屋にきた時にはもう姿がなかったことにしておくべきだろう。

「あたりを捜さがしてみたが、影かげも形もなかった──ってのが無難か」

　適当にあたりをうろついて時間を稼かせいだあと、内大臣たちのところへ赴おもむくのがいいだろうと考えながら、保秋は部屋をあとにした。
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　簀すの子こ縁えんへでて、「こっちだ」と雅雪に手をひかれる。

「待って」

　茜はこのままでは走れないと、すばやく袴はかまをからげ持った。はしたないが、今はかまってはいられない。宮中ではないし、残暑が厳しいということもあって軽装だったのが救いだ。

「いきましょう」

　顔をあげた茜に、雅雪は頷うなずくと階きざはしを庭へとおりていく。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　問われて一瞬なんのことかと思うが、雅雪の目が足元へむけられていることに合が点てんする。素す足あしのままなのを心配しているのだろう。さすがに履はき物を用意する余よ裕ゆうは彼にも、むろん自分にもなかった。

「これくらい平気です」

　一生の大半を御み簾すの奥で過ごす生きつ粋すいの姫ひめ君ぎみならとても無理だろうが、そこまで柔やわではない。

　笑って頷いた茜に雅雪は気き遣づかう様子をみせたが、内大臣邸ていを抜ぬけだすのが先決だと判断したのだろう。「無理だと思ったらすぐに言え」と告げて、車くるま宿やどりがあるのとは反対の西門へとむかう。茜もそれに続いた。

　あいもかわらず楽の音が風にのって聞こえてくる。しかし、宴うたげの賑にぎやかさばかりでないざわめきが空気を騒さわがせている気配がした。

　茜は足を急がせながら、前をいく雅雪の横顔を見上げた。

　──やっぱり、この人を捜してるの？

　改めて実感した可能性に、ひやりとする。思わず握にぎった手に力がこもる。と、その手が強く握り返された。

　──雅雪さま……。

　茜はせりあがってくる不安を吞のみこんだ。

　無言で『大丈夫だ』と『ついてこい』と伝えるこの手を、離はなそうとはもう思わない。保秋の優やさしさを踏みつけにして選んだ手だ。この先にどんな困難が待っていようと、信じてついていくだけだ。

　建物伝いに進んでいた雅雪が、ふいに足を止めた。小さな舌打ちが聞こえる。

「雅雪さま？」

　どうしたのかと小声で呼びかけた茜に、雅雪もまた囁くように返した。

「門に男たちが戻もどっている。ひき離すよう細工がしてあったんだが──やはり、忍しのびこんだのがばれたか」

　どうやら人を使って通りの角で騒ぎをおこさせたらしい。宴の席に水をさす騒ぎに、門衛の男たちは慌あわててそちらへむかい、その隙すきに雅雪は邸てい内ないに忍びこんだようだ。

　そっとのぞいてみると、槍やりを手にした男たちがなにごとか指示を飛ばしたり、険しい顔であたりを警けい戒かいしたりしている。男の一人の顔がこちらをむきそうになり、茜は慌てて首をひっこめた。

　にわかに速くなった鼓こ動どうに冷や汗あせが滲にじむのを感じながら、邸内の構造に考えを巡めぐらせる。

　──門はここと、車の出入りに使われる東の門があるけど……。

　当然、東の門にも門衛がいる。加えて、客人たちの車が停とめてあるということは、牛をひく牛飼い童わらわや従者たちがいるということで、門の近くには常以上に人が集まっているだろう。それらの目をかいくぐるのは、ここをとおり抜ける以上に困難だ。

　ほかに出入り口は……と記き憶おくを探さぐっていた時、

「おい！　そこでなにをしているッ」

　別方向からあがった叫さけび声に、茜はびくっと肩かたを竦すくめた。

　──見つかった！

「こっちだ」

　反射的に声のした方を振ふり返ろうとしたところで、雅雪がこちらの手をひいて向きを変えた。慌ててあとに続きながら、茜は彼の後ろ姿に声を投げた。

「待って！　こっちに出入りできる場所なんて……」

　だが、雅雪の足は止まらない。邸やしきの北側へとむかって迷わず走っていく。

　寝しん殿でんの北側は、北の対たいの屋やと呼ばれる別べつ棟むねの建物のほかに、厨くりやや湯ゆ殿どのなどのある下屋があったり、使用人たちが暮らしていたりする一画だ。

　背後から聞こえてくる仲間を呼ぶような声に、ばくばくと心の臓が跳はねる。逃げ場のないところへむかっていく焦しよう燥そうが、一層恐きよう怖ふ心を煽あおった。なにより──

　──どうしよう!?　今、こっちの顔を見られてたら……。

　自分はいい。けれど、雅雪の顔を見られていたら、彼の身が危あやうくなる。

　その怯おびえは、どうやら繫つないだ手を通じて雅雪に伝わってしまったらしい。

「大丈夫だ。この暗さだ、顔などしかとはわからない」

「でも…っ」

「それに、内大臣ならともかくここの家人がこちらの顔を見知っているはずがない。公おおやけに内大臣邸を訪おとずれたことなどないからな」

　見知っていたらもっと別の叫びをあげるはずだ、と小声で言ってよこされる。

「そう、かもしれないけど……」

　なおも消えない茜の心配をよそに、雅雪はまるで自らの家のように迷うことなく進んでいく。

「──よし」

　思ったとおりだ、と彼が立ち止まった場所に、茜は目を丸くした。

「ここは……」

　そこにはただ築つい地じ塀べいがあるばかりだった。

　出入り口どころか、崩くずれているような場所もない。

　どうするつもりなのかと戸と惑まどっている間にも、雅雪は茜を築地近くの木の陰かげへと連れていくと「ここにいろ」と言い置いた。かと思うと、そのまま木に手をかけてのぼりはじめたではないか。

「雅っ──」

　ぎょっとして声をあげかけ、ぱっと両手で口を押さえる。

　はらはらと見守る茜の前で危なげなく木をのぼっていった雅雪は、塀より上の高さまでくると、瓦かわらを葺ふいた築地の屋根へと飛び移った。

「──ッ！」

　声にならない悲鳴をあげて、茜は反射的に顔を背そむけて目を瞑つむっていた。

　固く瞼まぶたを閉とざしたむこうで音がするが、なにが起こったのか確かく認にんするのも怖こわかった。それでもそろり……と薄うす目めを開いて様子をうかがおうとして、

「茜」

　上から声が降ってくる。

　──……上!?

　勢いよく顔をあげれば、夜空を背に築地の屋根の上で片かた膝ひざをついた雅雪がこちらを見下ろしていた。

　ほっとして、全身から力が抜けそうになる。

　しかし、今はそんな場合ではない。足音はすぐそこに迫せまっているのだ。

　茜はおぼつかない足を叱しつ咤たすると、雅雪の方へとむかった。

「こい」

　築地の上から雅雪がこちらに腕うでを伸のばす。

　目の前にさしだされた手に、それこそそんな時ではないにもかかわらず、茜は思わず笑いを零こぼしていた。

　──これで無理だって言ったら、どうするんだろ。

　裸足はだしで外を走るより断然無茶だ。だが──

「うんっ」

　茜は迷いなく伸ばされた手を握った。

「いくぞ」

　かけ声とともに、握った手をぐいっとひっぱられる。あわせて右足で地面を蹴けった茜は、反対の足で築地塀を蹴りつけるようにして上へと跳とびあがった。

「つ…っ」

　ひきあげられる腕と肩にずしりと自分の体重がかかる。軋きしむような痛みが走り、歯を食いしばる。

　ただそれも束つかの間、次に気づいた時には茜は雅雪の腕の中にいた。

「──大だい丈じよう夫ぶか？」

　大きく吐はきだされた息が首筋にかかる。小刻みに震ふるえる腕で雅雪にしがみつくようにしながら、茜は何度も頷うなずきを返した。

「急ごう。あとすこしだ」

　言われて、ようやく自分が築地の屋根の上にいることに気づく。

「──いたぞっ、あそこだ！」

　耳を打つ叫びが、雅雪の言うとおり、ここでぐずぐずしている暇ひまはないことを伝えていた。

「大丈夫だから、わたしは」

　そう言って顔をあげれば、気遣わしげなまなざしと目があった。茜はもう一度はっきり頷き返す。

「よし」

　雅雪が不安定な屋根の上で身体からだのむきを変えた。今度は茜の腰こしへ腕を回して抱だきこむ。

「待て！」

　かかった声に背を押されるように、二人は互たがいにちらりと視線を交かわすと、呼吸をあわせて屋根の上から飛びおりた。

「──ぃっ、た」

　地面に足をついた瞬しゆん間かん、ジン…ッ、と痛みとも痺しびれともつかない衝しよう撃げきが足の裏から膝ひざへと駆かけ抜ぬける。

　けれど、痛みにうずくまっている余よ裕ゆうはない。

　茜がなんとか立ちあがろうとした直後、ふわり、と身体が浮ういた。

「キャッ!?」

　さすがに殺しきれなかった悲鳴とともに、手が触ふれたなにかにしがみつく。

「そうして摑つかまっていろ」

「えっ？」

　身体に直接響ひびいた声に驚おどろく間もなく、今度は身体が大きく揺ゆれだす。とっさにしがみつく腕に力をこめた茜が、雅雪の首元に手を回しているのだと気づいたのは、それからすぐのことだった。

「──ッ!?　え、なっ」

　驚いて手を離はなしそうになり、しかし襲おそってくる揺れに、また慌あわててすがりつく。

　──なにこれ!?　なんでわたし、雅雪さまに抱きかかえられてるのッ？

　頭の中は完全に混乱状態に陥おちいっていた。

　そう、雅雪は今、茜を横よこ抱だきにする形で小こう路じを走っていた。しかも、自分から彼の首元にしっかと抱きついているのだ。

　状じよう況きようを把は握あくした途と端たん、かぁっと顔に血がのぼるのがわかった。ただでさえ忙せわしなかった鼓こ動どうが一気に速くなる。

　密着した状態が恥はずかしくて身体を離そうにも、おとされそうな不安定さにそれもできない。かといって、このままでは心の臓が保もちそうになかった。

「は、離してください！　自分で走れます」

「断る」

「また……！」

　にべもなく告げられ、またそれか！　と唇くちびるを震わせる。

　そんな彼女を雅雪が一いち瞥べつした。

「いいからおとなしくしていろ。──もうすぐだ」

「……もうすぐ？」

　どういう意味だろうと茜が訝いぶかる間にも、彼は小路の角を曲がる。するとすぐに「蔵人くろうどの少将さま」と密ひそやかな声があがった。

　びくっと身体を揺らした茜とは反対に、雅雪は迷わず声のした方へとむかっていく。

　首を巡めぐらせてそちらをうかがうと、ひっそりと闇やみに溶とけこむようにして網あ代じろ車が一台停とまっていた。傍かたわらには松明たいまつを掲かかげた水干姿の男がある。

「こちらです」

「ああ、頼たのむ」

　短いやりとりを交わして、雅雪が捲まくりあげられたうしろの簾すだれからまず茜を中へと押しこむ。続いてすばやく自身ものりこんだ。

「だしてくれ」

　ばさりと簾がおろされ、即そく座ざに車が動きだす。

　それを追うようにしてどやどやと複数の人の気配が近づいてくる。

「──い！　そこの車ッ」

　いくらも進まないうちに飛んできた叫きよう声せいに、茜は暗い車内で身をこわばらせた。

　──今のって、内大臣邸ていの……？

　築地から飛びおりた人ひと影かげを追って、警固の男たちがもうここまで駆けつけてきたのだろうか。

　このままでは見つかってしまう！　と顔を青ざめさせていると、腕をひかれた。

「！」

　外に気をとられていた茜は、突とつ然ぜんのことにそのまま倒たおれこむ。固くあたたかいものに受け止められ、雅雪の胸むな元もとに飛びこんだ形になったことに気づくと、慌てて上体を起こそうとした。

　だが、逆に頭を抱かかえこむようにして彼の胸へ押しつけられた。

「雅……」

「しっ──動くな」

　耳元に低く囁ささやきがおちる。

　耳をくすぐる感かん触しよくに固まった茜だったが、肌はだを刺さすような緊きん張ちようを感じとると自然と息を潜ひそめていた。

「止まれ、止まれ！」

　遠えん慮りよのない制止に、進みはじめたばかりの牛ぎつ車しやが軋みをあげて停まる。

　ばらばらと駆けよってくる足音に、茜はじっと耳をすませた。胸を打つ鼓動が、痛いほどだ。

「こんなところでなにをしている！」

「なにを、とは無ぶ粋すいな」

　さきほどの水干姿の男らしい声が、こんな夜よ更ふけに出歩く目的などひとつだろう、と言外に告げる。

「そもそも、こちらがどなたかわかっていての所業ですか、これは」

「なにをっ？　我々は内大臣藤ふじ原わらの有明公の──！」

「待て」

　いきりたったようにあがった声に、別の声が被かぶる。

「この網代車は……」

　見覚えがあるのか、鋭するどく息を吞のむ気配が伝わってきた。

「どなたか気づきませず、失礼をいたしました」

　あきらかに変わった態度に、茜はつと眉まゆを顰ひそめた。

　──あんなに居い丈たけ高だかだったのに、急にかしこまるって……源みなもと家けの網代車じゃないってこと？

　追いかけてきたのは使用人だが、内大臣家という後ろ盾だてがある。今をときめく蔵人の少将が相手でも怯ひるんだりはしないだろう。

　訝る茜をよそに、雅雪はおもむろに牛車の側面にある物見窓をわずかに開いた。もちろん、中は見えない程度にだ。

「──なにごとか」

　あきらかに作った声で、低く問う。はっと外の気配が一層かしこまる。

「さきほど内大臣邸に怪あやしい者がはいりこみ、それを追っております。お見かけになりませんでしたか」

「……」

　無言を返した雅雪の代わりに、水干の男が「はて」と応こたえた。

「こちらにはだれもきておりませぬが……」

「さようですか。ご無礼をお許しください。──まだどこぞに潜んでいないともかぎりませぬゆえ、お気をつけください」

　やりとりをうかがっていた雅雪がすっと物見を閉め、とんとん、と手の甲こうで壁へき面めんを叩たたいた。それを合図に「では」と男が辞去を告げ、再び牛車が動きだす。

　ゴトゴトと車輪が回る音が、身体に響く。

　うしろの簾すだれ越ごしに気配をうかがうが、追ってくる様子はない。

　それでもしばらくの間、茜は動けずにいた。息をつめ、身み動じろぎひとつせず、ぎゅっと衣ころもを握にぎり締しめて耳元で鳴る鼓動を数える。

　──？……なんで、鼓動が耳元で聞こえるの？

　身のうちから響くそれではなく、たしかに耳に脈打つ音が聞こえる。

　そろり、と茜はいつのまにか閉じていた目を開いた。と同時に、頰ほおを押しあてるようにしてしがみついていた温ぬくもりに気づく。

　──そうだ、わたし……！

　雅雪に抱えこまれていた──はずが、迫せまってくる追っ手への恐おそれから、逆に自分から彼に抱きついている。

「……っ、ごめんなさい！」

　ばっと握りこんでいた直衣のうしを離して雅雪から距きよ離りをとろうとして、頭に回ったままの腕うでに阻はばまれる。

「かまわない」

「かまわないって…っ」

　こっちが耐たえられないのだと言い返そうとするが、さらに強く抱だきこまれる形で口を塞ふさがれた。

「おまえがようやくここへ戻もどってきたと、実感してるんだ」

　もうしばらく、このままで──。

　擦かすれる吐と息いきが囁く。こもった力が、どれほどそれを望んでいたのかを伝えるようで、茜は続く言葉をなくした。

　たしかめるように肩かたをなでる手に、こわばりが解とけていく。

　感じる熱に、力強さに、『雅雪』という存在を強く意識する。

「……わたしも、会いたかった」

　気づくと自然に唇から零こぼれおちていた。

　言葉にしてしまえば、もう胸の奥に押しこめてはおけなかった。恋こいしい、という思いが一気にあふれだす。

　──莫ば迦かだな、わたし……どうして、諦あきらめられるなんて思ったんだろう。

　いつかは忘れられる、忘れなければ、と言い聞かせていた。けれど、押し殺していた想おもいは会えなかった分だけ膨ふくれあがり、自分でももう御ぎよしきれない。

　こんな想いを見て見ぬふりをするなど、端はなから無理だったのだ。したところで、いつか破は裂れつするか、己おのれを蝕むしばむことになっただろう。

　それは結局、保秋をも傷つけることになっていたはずだ。

「──茜」

　頭を抱えこんでいた手が、そっとうなじの方へと滑すべりおりる。

　促うながされるようにして茜は雅雪の胸元から顔をあげた。

「雅雪」

　さま、はおちてきた唇くちびるに、声にはならなかった。

　柔やわらかに触ふれた熱に、唇が戦慄わななく。

　茜はあふれる自分の想いごと受け止めるように、静かに瞼まぶたを閉じた。

　そうして──再会をはたした恋こい人びとたちをのせて、網あ代じろ車は都大路を駆かけ抜けていった。
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　雅雪に手をひかれ、網代車をおりた茜は、そろりとあたりを見回した。

「ここは……」

　どこかの屋や敷しきのようだ。あまり人ひと気けが感じられないさまからすると、日常的に使われてはいないのかもしれない。

　感覚的にそれほど長く走っていたわけではないから、都の外へでたわけではないだろう。内大臣邸ていに比べたらこぢんまりしていながらも、手入れがされている様子は、上流貴族の別邸を思わせた。

「こっちだ」

　そんな屋敷の中を、雅雪は躊躇ためらう素そ振ぶりもなくこちらの手をひいて歩いていく。戸と惑まどいつつも茜はあとに続いた。

　簀すの子こ縁えんを渡わたっていき、寝しん殿でんへと足を踏ふみいれる。夜も更ふけた時分だが蔀しとみ戸どはまだあげられたままで、南に面した御み簾すの一部は巻きあげられている。そこから灯あかりが漏もれ、中に人がいることを伝えていた。

　人の気配に、にわかに緊きん張ちようする。まさに着の身着のままといった人に会うような格好ではない上、そこにいるのがだれだかわからないのだ。

　茜のまとう空気が張りつめたのを察したのだろう。雅雪は大だい丈じよう夫ぶだというように握る手にわずかに力をこめると、「失礼します」と御簾を潜くぐった。

「ああ、お揃そろいだね、お二人さん」

　途と端たん、かかった声に茜は目を丸くした。

「頭とうの中ちゆう将じようさま!?」

　円座わろうだに座し、女によう房ぼう相手に一人酒を嗜たしなんでいたのは、まごうことなく朱貞だった。

「その分だと、うまくいったようだね、雅雪」

「ええ、おかげさまでこのとおりです」

「まったく感謝してほしいよ。この私が七夕だっていうのに一人寂さびしく、織おり姫ひめと彦ひこ星ぼしの逢おう瀬せを眺ながめているしかないんだからね」

「それはむろんのこと」

「いまいち感謝の念が伝わってこないんだけどねえ」

　茜の驚おどろきをよそに、朱貞と雅雪は応おう酬しゆうしていたが、

「……どうして、頭中将さまがここに」

　思わず零れた言葉に、朱貞がふとこちらに視線を移して、微笑ほほえんだ。

「そうだね、さしずめ私は二人の『月の舟ふね』というところかな」

「月の舟……」

　彦星は月の舟にのって織姫に会いにいく──その見立てになぞらえるなら、彦星は雅雪、織姫は茜、というところだろう。そして、月の舟が朱貞ということは──

「──まさか、さっきの網代車は頭中将さまの……」
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　あの網代車が朱貞のものならば、さきほどの追っ手の態度も頷うなずける。相手は頭中将といえど、関白左大臣の息子むすこだ。内大臣の威い光こうをかさに暴挙にでるには、相手が悪い。

「そういうこと」

　茜の確かく認にんに、朱貞は頷きで答えた。

「この屋敷も、この方からお借りしたものだ」

「正確には、関白左う大臣家ちの別邸で──」

　言い添そえた雅雪に、若じやつ干かんの訂てい正せいを加えた朱貞はいったん言葉を切ると、くいっと手にした盃さかずきをあおいだ。

「今日からはきみの家でもある」

「……え？」

　言われた意味がわからずきょとんとした茜に、朱貞はいたずらな笑えみを浮うかべた。

「今日からきみは私の妹だからね」

「い、もうと？」

　吞のみこめなかった言葉をぼんやりと繰くり返した数すう拍はくあと、ぎょっと目を見開く。

「妹!?──あのっ、それはどういう」

「まあまあ」

　つめよるように前にでかけた茜を制するように朱貞が手をあげた。

「おちつけ。それを今から説明する」

「とりあえず、座るといい」

　こちらは欠片かけらの動どう揺ようも見えない雅雪とあいもかわらず笑顔の朱貞を見比べつつ、茜は示された場所にふらりと座りこんだ。

　朱貞の目配せで、傍かたわらにいた女房がすっと立ちあがり、静かに部屋をでていく。去り際ぎわ、彼女が巻きあげられていた御簾をおろしたのを合図に、「さて」と朱貞が呟つぶやいた。

「どこから説明しようか」

「……」

　茜としては早く『妹』の意味するところを知りたかったが、口を挟はさむことなく彼らが話しだすのを待つ。おそらく、そこだけを聞いても疑問が増えるだけだろう。順を追って説明してもらえるならその方がいい。

「まあ、端たん的てきに言うなら、雅雪に頭をさげられてね」

「雅雪さまに……？」

　どういうことだと隣となりを見やれば、雅雪は苦い顔だ。

「頭中将さま」

　余計なことを言うな、というように表情同様苦い声で名を呼んだ雅雪に、朱貞は呆あきれた目をむけた。

「おまえね……結果だけ説明したところで、彼女は納なつ得とくしないだろう」

「しかし、」

　それでもなお反はん駁ばくしかけた雅雪を遮さえぎったのは、茜だった。

「お願いします頭中将さま、教えてください」

　身をのりだすようにして朱貞の方へとむき直る。ここで聞き逃のがしたら、この先聞くことはできないだろうという予感があった。

「女性の頼たのみは断れないな」とうそぶいた朱貞は、もはや雅雪を一いつ顧こだにせず続けた。

「きみを秘ひ密みつ裏りに囲うことぐらい、雅雪にはなんでもないことだ。けどこいつはね、今まで理り不ふ尽じんに貶おとしめられてきたきみをこれ以上日ひ陰かげの身にしておきたくない、だから力を貸してくれと私に頭をさげたんだ」

「！」

　目を瞠みはって、勢いよく雅雪の方を見る。苦虫を嚙み潰つぶしたような顔で嘆たん息そくした彼は、ゆっくりと目をあわせてきた。

「俺の生まれを知っているか」

「雅雪さまの……？」

　唐とう突とつにふられた話題に、茜は小首を傾かしげつつ、宮中にいた時に耳にしたことのある彼にまつわる噂うわさを思いだす。

「源の家は宮家の血筋ですよね。お母上の方は摂関家の流れを汲くむお家だと、うかがったことがありますけど」

　ただ、摂関家の流れを汲む家が、一いち概がいに強い権勢を誇ほこっているかといえばそうではない。

　藤ふじ原わら姓せいを名乗る貴族は数あれど、要職の座はかぎられている。あの手この手で増やすにも限度があった。三さん位み以上の上かん達だち部めと言われる最上位の貴族たちは、このかぎられた座を巡めぐってしのぎを削けずりあっているのだ。朱貞の生家のように隆りゆう盛せいしている家もあれば、埋まい没ぼつしてしまう家もあるのが現状だった。

　雅雪の母方の実家は、どちらかといえば後者にあたるだろう。

　茜の言に、雅雪は首を縦にも横にも振ふらなかった。代わりのように、こうつけ足す。

「正確には、北の方──正妻の実家がだ」

「え……正妻の、って」

　まるで自分の母親ではないというような物言いに戸惑いを浮かべた茜に、彼は静かに首を上下させた。

「俺は父がよそに作った子だからな」

　つまり、噂でいう『母』は『義母』にあたるということだ。

「では、実のお母上は……」

「ずいぶん前に亡なくなった」

　言い淀よどんだ先をさらりと続けた雅雪に、言葉をなくす。

　彼は口元に苦笑めいた笑みを刻んだ。

「そんな顔をするな。おまえもそうだろう」

　面おも白しろくもないよくある話だ、と前置いた雅雪は、どこか遠くを見つめるような目つきになった。

「母は血筋だけはいいが、早くに親を亡くした没落した家の娘むすめだった。ただ、もともとはいい家いえ柄がらだった分、教養だけは高かった」

　ついでに器量もな、と続けられたそれに、さもありなん、と茜は内心頷いた。雅雪の整った容よう貌ぼうを見たら容易に想像がつく。

　親を亡くし寂さびしい暮らしをしていても、教養が高く器量もいいとなればそれなりに人々の口の端はにのぼる。興味も手伝って、色事に熱心な男性たちからいくつも文ふみが贈おくられてきただろうことや、うちの一人が雅雪の父だったのだろうことも想像に難かたくない。

　雅雪の言うとおり、ありがちといえばありがちな話で、彼も詳くわしく語るつもりはないらしく、「それで父に見み初そめられた母は俺を身み籠ごもった」と話を端折はしよった。

「子までなした縁えんと、身よりのない母を父は屋や敷しきにひきとろうとしたらしい。だが、父にはすでに北の方と子どもがあった」

　──子ども？　ってことは雅雪さまの兄か姉ってことよね。

　だが、そんな存在をついぞ耳にしたことがない。気にはなったが、聞くことも躊躇ためらわれ、茜は口を噤つぐんだまま続きを待った。

「その北の方がずいぶんと気位の高い人で、夫に自分以外に通う相手が、しかもそれが没落した家の女ということが気にいらなかったらしい。生家うちを莫ば迦かにするつもりかと、頑がんとして受けつけなかった」

「じゃあ、お母上と雅雪さまは……」

「ああ、幼いころは母と数人の使用人でつましく暮らしていた」

　おずおずと問いかけた茜に、雅雪があっさり首しゆ肯こうする。

　父親とは年に数度顔をあわす程度だった、と言う彼に、胸が痛むのを感じる一方で得心する。

　──そうか、わたしを日陰の身にしておきたくないっていうのは、お母上の姿を見ていたからでもあるんだ。

　後ろ盾だてもなく、うら寂しい屋敷で、いつくるともしれない夫を待つしかない身は、どれほど心細く、やるせないだろうか。想像するだに胸が潰れそうな心ここ地ちがする。

　雅雪はそんな母親の姿を知っているからこそ、同じ立場には置けないと思ってくれているのだ。

　ただ話はそこで終わりではないらしく、雅雪は淡たん々たんと先を続けた。

「だが、俺が十になるかならないかのころ、北の方の子──兄が夭よう逝せいした。父には二人しか子がなかったからな、俺が兄の代わりに跡あと取とりとしてひきとられることになった」

　てっきり彼の母親が亡くなったため、源家にひきとられたのだと思っていた茜は、双そう眸ぼうを瞬またたかせた。

「え？　では、お母上もご一いつ緒しよに……？」

「いや」

「あちらの北の方が、自分の子を亡くした上、己おのれの地位を揺ゆるがす母子を迎むかえいれることを、それは激しく拒きよ絶ぜつされたらしい」

　それまで黙だまっていた朱貞が横から足した言葉に、一概に「ひどい」とは言えなくなる。

　雅雪を思えば母と子がひき離はなされることに憤いきどおりを覚えるが、我が子を亡くしたばかりの母親が夫の持つ別の妻子を受けいれられるかというと、やはり難しいだろう。

「それで──？」

　結局そう問うしかできなかった茜に、雅雪は変わらない表情で答えた。

「母が亡くなったのは、俺が源の家にひきとられてまもなくだった」

　よるべない暮らしの中、心の縁よすがだった子どもを奪うばわれ、気落ちした結果だろうことは言われなくても察することができた。

　どんな顔をしたらいいのかわからず、唇くちびるをひき結んだ茜に、雅雪がふっと口元を歪ゆがめた。

「だから、そんな顔をするなと言っているだろう」

　昔の話だ、と手を伸のばすと、こわばった茜の頰ほおをなでる。

　頷うなずきを返しながら、温ぬくもりにより添そうように頰をすりよせた時、

「──で、今の問題は、だ」

　空気を変えるように朱貞があげた声に、茜ははたと我に返ると慌あわてて雅雪の手から顔を離した。

　人前でなにをしているのかと赤くなる茜と、名残なごり惜おしげに手をひく雅雪の二人を面白そうに眺ながめながら朱貞が続ける。

「その北の方さまがまだまだお元気だということだね」

「あ……」

　その一言に、彼の言わんとすることを察する。

　雅雪のこともしかたなく受けいれた義母が、自分のような得体の知れない女を嫁よめとして迎えいれることをよしとするはずがない。家の名に泥どろを塗ぬる気かと、雅雪を責める姿が目に浮うかぶようだ。気位が高いならなおさら、目に見えて良いい家ところの娘でなくては首を縦には振らないだろう。

「だから、雅雪は周防どの──ああ、今は茜どのか、きみを私の妹だということにできないかと相談を持ちかけてきたんだ」

「ですが、それは……」

　雅雪の自分を思ってくれる気持ちは嬉うれしい。だが同じくらい、雅雪に対しても朱貞に対しても申しわけなさがあった。

　朱貞の妹、ひいては左大臣の女むすめという立場を得ることが、口で言うほど容易なわけはない。どんな無理をとおしたのかと思えばなおさらだ。

　しかし、茜の心配をよそに、朱貞はからりと笑って手を振った。

「別に、そこまで難しく考えるようなことじゃない」

「そういうわけには」

「私の異母兄弟など、どこにいてもおかしくはないからね」

「──は？」

　なんでもないことのように告げた朱貞に、間の抜ぬけた声が零こぼれる。

「──蛙かえるの子は蛙、この方の親だということだ」

「失礼だな、一緒にしないでくれ」

　ぼそりと横から口を挟はさんだ雅雪に、朱貞は大げさに憤ふん慨がいしてみせた。

「私は父のように、どこに自分の子がいるかわからないような真似まねはしない。どんな女性にも敬愛を持って臨のぞんでいるからね」

　行きずりに遊んで捨てるような真似はしない、と暗に告げる。

　そんな二人のやりとりに、茜はようよう合が点てんがいった。

　ようは、どこに朱貞の腹はら違ちがいの兄きよう妹だいがいてもおかしくない程度には、左大臣も浮き名を流していた（いる？）ということだ。

　──……いかにも貴族らしいっていうか、さすが頭とうの中ちゆう将じようさまのお父上っていうか。

　雅雪の身の上を聞いたばかりということもあって、つい白い目をむけた茜に、さすがに決まりが悪かったのか、朱貞がひとつ咳せき払ばらいをした。

「まあそういうわけで、今さら私に異母妹が一人増えたところで、だれも疑問には思わないということさ」

「それは、そうですが……」

　事情は吞のみこめても、はいそうですか、と簡単には頷けないことに変わりはない。

「やはり、そちらにご迷めい惑わくを」

「実は、もう主上おかみには話をとおしてある」

「おかけ……って、はい!?」

　迷惑はかけられない、と断りをいれようとしてさし挟まれた言葉に、茜はぎょっと目を瞠みはった。

「都の外れで親もなく侘わびしい暮らしをしている若い女性を偶ぐう然ぜん見かけたが、なにやら見知った面おも影かげがある。よくよく話を聞いてみると、どうも自分の腹違いの妹ではないかと思える。身よりのないか弱い女性を、このまま見て見ぬふりで放ほうっておくのはいかがなものか。やはり、我が家で面めん倒どうをみるのが筋だろう。──そういう話になっている」

「頭中将さまッ」

　悲鳴にも似た叫さけびをあげる。主上まで巻きこんでいることも驚きよう愕がくなら、面影があるなどというすぐばれるような噓うそにも顔が青ざめる。

　しかし、茜の剣けん幕まくをよそに朱貞は飄ひよう々ひようとしたものだった。

「実際に父や母が顔を見る機会があるわけじゃない。多少話を盛ったところでばれはしないさ。それに、我が家と内大臣家は親類関係にあって、まるきりの赤の他人というわけでもないしね」

「そういう話では…っ」

「──茜」

　想像を遥はるかに超こえた出来事に、冷静さを欠いて喰くってかかろうとした茜の耳に静かな声が届いた。

「これは麗景殿女によう御ごさま──おまえの姉の願いでもある」

「……え？」

　茜ははたと動きを止め、ぎこちなく声の方──雅雪を見やった。

「姉さま、の？」

　思いもかけない言葉に、ただでさえ次々と降りかかってくるあれこれについていけなくなっていた頭が、束つかの間停止する。

　ぽかんとする茜に、雅雪はあいづちを返した。

「自分のところに戻もどってきてほしいとは言わない、おまえがおまえらしくあれる場所にいてほしい……というのが麗景殿さまの願いで、そのために父親や世間の目を欺あざむく必要があるのなら協力は惜おしまない、と」

「姉さま……」

　わがままは言っても、父に逆らうということを知らなかった照子が、そんなことを言ったというのも驚おどろきなら、それを雅雪にむかって頼たのんだというのも驚きだった。あんな風に有明に家へ連れ戻された茜を、彼女がどれほど心配してくれたかが痛いほどに伝わってくる。

　一時、照子からの思いに浸ひたっていた茜は、ふいに手を包んだ熱に小さく肩かたを揺らした。

　こちらへと身をのりだした雅雪が、固く結ぶようにして膝ひざの上に置いていた手を、その大きな掌てのひらで包みこむように握にぎり締しめていた。

「これは俺のわがままだ」

　頼む──真しん摯しなまなざしで請こわれ、茜は瞳ひとみを揺らがせた。

　都の外れで一人寂さびしく雅雪の訪おとずれを待つ身になりたいわけではない。

　けれど、保秋の優やさしさを踏ふみつけにしてでも好きな相手と一いつ緒しよになることを選んだのだ。当然覚かく悟ごの上だった。

　だがそれとは真逆の、身に過ぎた立場を用意され、おそれ多さに足が竦すくむ。迷惑をかけられない、とか、もしばれたら、など所しよ詮せん言い訳にすぎない。与あたえられたものが大きすぎて、受けとるのが怖こわいだけだ。

　立場に、多くの心に、見合うだけの価値が自分にあるのかと──。

　にもかかわらず、『茜のため』ではなく『自分のため』だと彼は言う。『茜自分のため』を思ってのことなのはあきらかなのに、だ。

　茜はきゅっと唇をひき結んだ。

　反対の手を雅雪の掌に重ねる。握り返すように力をこめたあと、そっと彼の手をはずした。

　無言で見つめてくる雅雪はそのままに、茜は朱貞へと改めてむき直った。

「……不出来な妹ではございますが、よろしくお願いいたします」

　膝の前に指を揃そろえ、丁てい寧ねいに頭をさげる。

「──残念だな」

「え？」

　ぽつりとおちてきた声に驚いて面おもてをあげれば、そこには言葉とは裏腹に満足げに微笑ほほえむ朱貞の顔があった。

「こんなかわいい妹ができたのに、すぐ嫁にやらないといけないなんて」

「頭中将さま……」

　これみよがしに嘆たん息そくした彼に、軽く目を瞠ったあと茜は表情を綻ほころばせた。

「私のことも『兄さま』でいいんだよ？」

　いたずらっぽく笑えみを深めた朱貞は、意味深に雅雪の方を見やった。

「おまえも私のことを『兄さま』と呼ぶといい。ああ、『兄上』でもいいな」

　なにせ義弟になるんだからね、と含ふくみ笑いで言う朱貞に、雅雪がまたも苦虫を嚙み潰つぶしたような顔つきになった。

「……遠えん慮りよしておきます」

『これだからこの人に頼むのは嫌いやだったんだ』と大きく書いてあるその顔に、思わず笑いが零れそうになり、茜は慌あわてて袖そでで口元を押さえた。気づいた雅雪がちらりと恨うらみがましい目つきを送ってくる。

　朱貞はといえば、大おお仰ぎような身み振ぶりで天を仰あおいだ。

「まったくかわいくない。──茜どの、本当にこんな無ぶ愛あい想そうなやつでいいのかい？」

　なんなら今からでも私にしておけばいい。

　そう冗じよう談だんめかして告げた彼に、茜は微笑みながら首を左右にした。

「ありがとうございます。ですが、あなたは『お兄さま』ですから。──わたしは雅雪さまがいいんです」

　もう迷わない。

　茜ははっきり言い切ると、揺ゆらがぬ笑顔を雅雪へとむけた。
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「これ以上あてられてはたまらないからね。妹の顔も見たことだし、私は失礼するよ」

　苦笑いで立ちあがった朱貞が、「さっきも言ったけれど、今日からここがきみの家だ。ゆっくりくつろいでくれ」と言い残して去っていく。

　言葉にはしきれない謝意とともに彼を見送った茜たちだったが、足音が聞こえなくなると同時に沈ちん黙もくがおりた。

　──どうしよう……。

　改めて二人きりになると、どうしたらいいのかわからない。

　言わなくてはいけないことや言いたいことがあるはずなのに、二人きりなのを意識すると心の臓が騒さわぎだして、うまく頭が回らなくなる。

「あの……」

　なにか言わなくては、という強きよう迫はく観かん念ねんに駆かられて声をあげた茜に、こちらを見た雅雪が目で続きを促うながした。とはいえ、これと話題を決めて口を開いたわけではなかったから、なおさらあわあわする。

「あ、ありがとうございました」

　とりあえずこれだけは言わなくては、と真っ先に告げた礼に、いきなりすぎたのか怪け訝げんそうに雅雪の眉まゆがよった。

　ええっと……と視線をさまよわせながら、茜は今の心を表す言葉を探した。

「嬉うれしかったんです、危険を押してきてくれただけでも。なのに、その先のことまで考えてくれてたなんて……」

　雅雪たちの話では、ひとまず朱貞の異母妹としてこの屋や敷しきで暮らし、折をみて正式に雅雪と婚こん儀ぎを交かわす、ということになるらしい。これなら雅雪の義母も納なつ得とくせざるを得ないし、人の目を憚はばかる必要もない。

　見つけた異母妹を信しん頼らいできる部下と娶めあわせようというのは、だれの目にも自然ななりゆきに映るだろう、とは朱貞の言だ。

「──考えずにいられるか」

　なんとか紡つむぎだした気持ちに返ったのは、一層深くなった眉み間けんの皺しわと怖いほど真しん剣けんなまなざしだった。

「感情だけで行動したところで、お互たがいに……いや、おまえに苦労を強しいることになるだけだ。俺はおまえが欲しいんじゃない。俺の腕うでの中で、笑っていてほしいんだ」

「雅雪さま……」

「……っ」

　あかされる胸のうちに茜の顔が驚おどろきを映せば、雅雪は余計なことを口走ったと言わんばかりに視線をそらした。

　──そんな風に、思ってくれてたなんて。

　嬉しさと愛いとしさが胸にあふれてきて、痛いほどだ。胸むな元もとを押さえてみても抑おさえきれないこの気持ちをどうしたらいいのかわからなくて、なおのこと苦しくなる。

　おちた沈黙をどう捉とらえたのか、雅雪は居たたまれなくなったように話題をそらした。

「──おまえは、変わらないな」

「？──なにが、ですか？」

　茜は茜で持てあます気持ちから意識をそらすようにして、なんのことかと首を傾かしげる。

　雅雪はひとつ大きく息をつくと、こちらへと視線を戻もどした。

「聞いてのとおり、俺は生まれながらの貴族じゃない。血筋はよくても、そのようには育ってこなかったからな」

　それは自分も同じだと思いつつ、話の腰こしを折るのも躊躇ためらわれ、曖あい昧まいに頷うなずくに留とどめる。

「加えて、亡なくなった兄が愛あい嬌きようのある賢かしこい子どもだったらしい。源の家にひきとられてから義母はもちろん、父や家人のだれもがことあるごとに俺と兄を比べた」

「……」

　茜は無言で眉まゆ根ねをよせた。

　語られる光景が、目に浮うかぶようだった。

　自分も都の家にひきとられてからは、なにかにつけて照子と比ひ較かくされて育った。できなければ眉を顰ひそめられ、できて当然と言われ、唯ゆい一いつ照子より秀ひいでていた歌では「どうしてこっちが」と非難された。なにをどうしても、認められることなどないのだ。

　雅雪もそんな少年時代をすごしてきたのだと思うと、さきほどとは違ちがった意味で胸が締しめつけられる。

　──ううん、わたしにはまだ、保秋と姉さまがいたもの……。

　おそらく、自分以上に針の筵むしろな生活だったのではないだろうか。

「元服して出仕するようになれば、あれが……という目で見られたな」

　しかし、雅雪はあくまで淡たん々たんと続けていく。

「それが主上おかみから目をかけていただけるようになって、順調に出世した途と端たん、掌てのひらを返したように態度が変わったのには笑えたものだ。さすが、だの、見込んだとおり、だの、どの口が言うのかとな」

　特に女官や年ごろの女むすめを持つ御ご仁じんは顕けん著ちよだったな、と口元に皮肉な笑いを浮かべる。

「見た目によってきておいてこちらが相手にしなければ、多少顔がよくてもやはり育ちが知れる、と陰かげで囁ささやきあっていたのに、一転『銀しろがねの少将』などと大層なあだ名をつけて持ちあげてくれる始末だ。女とはつくづく、見た目だの身分だの目にあきらかなものしか見ないのだと思い知った」

　容姿に自信のある者ほどな、と続けた雅雪に、茜は眉間の皺を深めた。

「……そんな人ばかりじゃないと思いますけど」

「だが、すくなくないのは事実だ」

　控ひかえめに反はん駁ばくすれば、肯こう定ていとも否定ともつかない応こたえが返った。

「今ではそんな過去などまるでなかったような扱あつかいだが……扇おうぎで隠かくしたむこうでは、なにを思っていることやら」

　独りごちるように呟つぶやいた雅雪は、「すまない」とふっと自じ嘲ちようめいた笑いを浮かべた。

「つまらない話を聞かせた。忘れてくれ」

　茜はそんな彼を表情を変えないまま、じっと見つめた。

「それは……雅雪さまの過去を知ったら、わたしも多少なりとも態度を変えるかもしれないって思ってたってことですか？」

「……おまえがそういう女でないことは、わかっている」

　だが、応えるまでにわずかに空いた間が、彼の心を物語っていた。

　茜は胸のうちに渦うず巻まく感情に、知らず震ふるえそうになる手をぎゅっと握にぎり締めた。それでも抑えようがない昂たかぶりに強く雅雪を見み据すえ、

「──ばかばかしい」

　言い捨てるようにして、彼の胸の中へと飛びこんだ。

「おい……!?」

　虚きよを衝つかれた雅雪が、珍めずらしく狼ろう狽ばいも露あらわな声をあげる。ぎょっとしたように身み動じろいだ身体からだを、しかし茜はかまわず抱だき締めた。

「──して、そんなことできるんですかっ」

「あぁ、俺が悪か、」

「あやかしなんてばかばかしい、って言ってくれたのは……この目を褒ほめてくれたのは、ほかならぬ雅雪さまなのに、どうしてそんなことくらいで見る目を変えることができるんですか！」

「あ、かね……」

　啞あ然ぜんとしたような声を聞きながら、茜は双そう眸ぼうからあふれてくるものを隠すように、雅雪の胸元へ顔を押しつけた。

　──やっと、わかった……どうしてあの時、あんな風に怒おこったのか。

　梨なし壺つぼで女によう房ぼうたちに謀はかられた時、それでもよかったと笑った茜を、雅雪が悔くやしくないのかと責めたことがあった。あの時は理り不ふ尽じんな怒いかりをぶつけられ、かっとなってしまったが、多分彼は昔の自分と重ねていたのだろう。

　自分を認めようとしない人々に抗あらがって、悔しさを糧かてにして、彼は今の己おのれを得たのだ。生まれなど、その努力に比べたら些さ末まつなことだ。

　いい方に見る目を変えこそしても、悪い方になど変えようがない。

　その思いを伝えるように、茜は回した腕に力をこめた。

「──そう、だったな」

　やがて、嘆たん息そく混じりにおとされた声とともに、雅雪の身体からこわばりが解ける。ついで、ゆるりと頰ほおをなでる手があった。

　促すようなその手に茜が顔をあげれば、もう片方の頰にも手が添そえられた。のぞきこまれるようにして、ぬばたまの瞳ひとみに見つめられる。

「おまえはそういう人間だった」

　近づいてくる面おもてに、とっさに瞼まぶたを閉じると、濡ぬれた目元を拭ぬぐうように目め尻じりに口づけられた。

　小さく瞼が震える。なだめるように、反対側の目にも唇くちびるがおちてきた。

「この目も」

　密ひそやかな囁きが震える瞼をかすめたかと思うと、ふっと遠ざかる。

　それを追うように閉とざしていた目を開けかけた茜は、

「──この耳も」

　同じ囁きとともに耳じ朶だに触ふれた唇に、ぞくりと背を戦慄わななかせた。

「ゃ…っ」

「自ら本質を探さぐろうとする者のソレだったな」

「ちょ……んなところで、しゃべらないで……！」

　耳を直接震わせるささめきに、くすぐったさとは別のなにかが肌はだを伝う。ぞくぞくとはいのぼってくるようなその感覚に身をよじるが、いつのまにか片方の腕が腰に回されていて、かすかに身動いだにすぎなかった。

　ならば、と押し離はなそうとしても、上手うまく手に力がはいらない。逆に、すがるように雅雪の直衣を弱々しく握りこんでしまう。

　そんな茜の耳の奥へと、低い笑いが忍しのびこんでくる。

「なぜだ？」

「……ッ」

　耳をくすぐる熱い吐と息いきに、口を開けば悲鳴が零こぼれそうで、唇を嚙かみ締める。

　わかっていてやっているだろう、とうっすらと涙なみだの滲にじむ目でにらむようにした茜に、雅雪が目を細めた。

「抱だきついてきたのは、そっちだろう」

「そっ、れは……」

　ぐっと言葉につまる。

　──たしかに、そうなんだけど！

　胸にあふれる想おもいをどうにかしようと思ったらああなっただけで、こんなことを望んでいたわけではない。

　茜が言葉を探して視線をうろうろさせる間にも、雅雪は「それに」と呟くと、耳の形をなぞるように唇を滑すべらせた。

「ひ…ぁっ」

「その目は逆効果というものだ」

　そのまま耳の裏のくぼみあたりへと強く唇を押しあてられ、茜はひゅっと息を吞のんだ。

　その目とはどんな目か、逆効果とはどういう意味か、聞きたいのに声にできない。ただ、与あたえられる熱と感かん触しよくに、ぎゅっと身を縮こまらせることしかできなかった。

　だが、雅雪はそんな様子すら楽しむように、肌から唇を離さず、輪りん郭かくを巡めぐっていく。

「──んっ」

　戯たわむれのように耳朶を食はまれ、びくっと肩かたが跳はねた。殺しきれなかった吐息が零れる。

「や、めッ」

　茜は悲鳴にも似た声で制止しようとするが、雅雪はもはや「断る」と口にすることもなく首へと唇をはわせる。

「ぁ──」
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　顎あごの付け根の脈打つあたりに感じた柔やわらかな感触に、茜は逃にげるように顔を仰のけ反らせた。

　しかし、唇は逆に好都合とばかりに喉のどへと滑っていく。頰に添えられていたはずの手は、気づけば頭を支えるようにうなじへ回されていた。

　熱が、吐息が、新たな軌き跡せきを描えがくたび、肌がざわめく。悪お寒かんにも似た、けれど熱を孕はらんだなにかが、背を震わせる。

　このままでは自分が自分でなくなってしまいそうな怖こわさに、茜が小さく身体を震わせた時だった。

　首元までおりた唇が躊躇ためらうように動きを止め──ふ、と溜ため息いきに変わった。抱き止める雅雪の腕うでに力がこもる。

「…………？」

　かすめる吐息の感触にまたどうしようもなく肌をうち震わせつつ、茜はいつのまにか閉じていた目をうっすらと開いた。

「……まさゆき、さま……？」

「──このまま」

　かろうじて聞きとれる声で呟いた雅雪が、再度嘆息して頭をあげた。

　ゆっくりと二人の視線が重なる。

「おまえのすべてを俺のものにしたいところだが」

「──！」

　吐と露ろされた心情に、霞かすみがかったようにぼんやりしていた思考が、一気に晴れる。

　今さらながらに状じよう況きようを理解した茜が声もなく唇を戦慄かせると、なだめるかのように口づけられた。触れるだけの柔らかなそれが、すぐに離れていく。

「あ……」

　一いつ瞬しゆんよぎった名残なごり惜おしさに、茜はかぁ……と面を朱しゆに染めた。

　──わたしっ、どうしてそんなこと……！

　こみあげてくる恥はずかしさに一人赤面してうつむくと、何度目かの長息が頰をなでた。

「婚こん儀ぎの時まで止やめておこう──と思っているのに、そんな顔をするな」

　我が慢まんできなくなる。

　艶つや混じりに囁ささやかれ、自分の方こそ身のうちにこもった熱が煽あおられそうになる。

　首筋をなでるようにして、回されていた手が離れていく。より添った身体を分かつように肩を押され、茜は抗わず身を起こした。

「後ろ髪がみをひかれるとは、こういうことを言うんだろうな」

　いかにも残念そうに零こぼしながら、雅雪が立ちあがる。

「雅雪さま？」

「今日のところは、これで失礼しよう。──これ以上ここにいると、決意が鈍にぶりそうだ」

　つられて見上げた茜に、苦く笑しようが返った。名残惜しげに長い指がするりとこちらの頰をなでると、雅雪は背をむけた。

　ぼんやりとそのさまを見ていた茜は、はっとすると慌あわてて立ちあがった。小走りにあとを追うと、今しも御み簾すのむこうへ消えようとしていた雅雪の袖そでを摑つかんでいた。

「──茜？」

「あ……すみませんっ」

　振ふり返った訝いぶかしげなまなざしに、茜は自分のしたことに気づいてぱっと手を離した。

　せっかく会えたのに、また離れるのが寂さびしい──ととっさにとっていた行動に、自分でうろたえる。

　だが、雅雪はそんな茜の心を見通したように、ふっと口元に笑えみを刻んだ。

「ずいぶんと、かわいい真似まねをしてくれる」

「え？」

　動どう揺ようしていたところへおとされた呟つぶやきに、はたと顔をあげるが、雅雪は「いや」と緩ゆるく首を振るとこちらへと手を伸のばしてきた。

　さきほどとは違ちがい、色を感じない仕草で柔らかに茜の頭をなでた手が、さらりと髪かみを一ひと房ふさすくいあげた。

「すぐにまたくる」

「……本当、ですか？」

「ああ」とあいづちを返した雅雪が、くるりと指に髪を巻きつけるようにして弄もてあそぶ。

　たったそれだけのことに、やけにおちつかない。まだ冷めやらない熱が、ともすれば再びあがりそうになるのに、茜は軽く息をつめた。

「『たなばたの　ひさしきほどに　待ちもこそすれ』──にはさせない」

「それって……」

　雅雪の言葉に、はっと見つめれば、彼もまたこちらを見つめながら笑みを深めた。

「なにせ、我慢できずに天の川のむこうからさらってきたんだからな」

　そううそぶいて、顎をしゃくる。

　追うように視線を投げれば、雅雪が持ちあげるようにしていた御簾の隙すき間まから、満天の星がきらめいて見えた。

「あ──」

　その瞬またたきにひかれるように、茜は簀すの子こ縁えんへと歩を進めていた。

　暗い空にちりばめられた星々の中、淡あわく輝かがやく天の川が浮うかびあがっている。

「きれい……」

　茜にとっては見慣れた星空だ。なのに、今こ宵よいの天の川が一ひと際きわ美しく見えるのは、隣となりにともに見上げる人がいるからだろうか。

　茜は空から視線をはずすと、隣に並んだ人ひと影かげを見上げた。

「あの歌……気づいてたんですね」

　さきほど雅雪が口ずさんだのは、例の返歌に引用した歌の下の句だ。

　織おり姫ひめのように待ち続けるような真似はさせない、とあの歌にからめられたさきほどの科白せりふからすれば、自分のこめた意図が伝わっていなかったわけではなかったのだ。

　案の定、

「聞く気はなかったがな」

　さらりとそんな応こたえが返ってくる。

「──わたしがあなたの手をとらなかったら、どうするつもりだったんですか」

「それこそさらってくるだけだ」

　心がなければ諦あきらめただろうがな。

　言い添そえられた一言に、茜は小さく息をついた。結局、保秋にも雅雪にも、自分の心は見み透すかされていたのだ。

「……危ない真似を、してほしくなかったんです」

「虎こ穴けつに入らずんば虎こ児じを得えず、というだろう」

　責めるのはお門かど違ちがいだとわかっていても零こぼれた言葉が、どこか拗すねたように響ひびく。これもまたなんでもないことのように受け流した雅雪が、ふとこちらを見下ろした。

「だが、そうだな──」

「？」

「奮ふん闘とうした礼に、織姫に願いをひとつ叶かなえてもらうのもいいかもしれない」

「願い、ですか」

　きょとんとしている間に、雅雪がおもむろにこちらへと手を伸ばしてくる。どうしたのかと思ううちに、ぐいっと彼の方へと頭をひきよせられた。

「──次に会う時までに、その他た人にん行ぎよう儀ぎな物言いをなんとかしておけ」

　雅雪でいい、とそう言っただろう？

　耳元に低く吹ふきこまれ、茜は首を竦すくめた。一いつ拍ぱく置いて言われた意味に気づき、え？　と見返せば、雅雪が片笑んだ。

「いっそ敬けい称しようをつけるたび、口づけのひとつももらうとしようか──むろん、おまえの方からな」

「なっ……」

　再び顔を赤くして、反射的に後あと退じさる。

　雅雪は後追いすることなく手を解くと、

「ではな」

　笑い混じりに言い置いて、今度こそ茜に背をむけた。

　簀子縁の軋きしむ音とともにその背中が遠ざかっていく。

「……雅雪、って」

　やがて聞こえなくなったそれに、半ば茫ぼう然ぜんと立ちつくしていた茜は、たしかめるように呟いてみて──かっと身体からだが熱くなるのを感じた。

「無理……！」

　本人のいないところで口にしてみても、こうなのだ。目の前にして、言えるはずがない。

　だからといって、言わなければ……

「～～～っ」

　声にならない感情に悶もだえたあと、茜は心をおちつけるようにひとつ深呼吸をした。

　──……とりあえず、その時考えよう！　うん！

　これ以上考えていたら、とても平静ではいられなくなる。

　自らに言い聞かせるようにしながら、茜は火ほ照てった身体を持てあまして途と方ほうに暮れる。

　すこし庭へおりて夜風にでもあたろうと階きざはし近くへと足を進めた時、一いち陣じんの風が、ひやり、と肌はだをなでた。その冷たさに、ぞくりと全身が総毛立つ。

　どこか浮うわついていた気持ちが、一気に冷えた。

「──な、に？」

　なにか、よくない予感がする──。

　季節にそぐわぬ風に、心の臓をなでられたような心ここ地ちがして、茜は自らを抱だき締しめるようにして小さく身み震ぶるいした。

　その足元を、ひょう、と気味の悪い音をたてて風がすり抜ぬけていった。







　あとがき




　こんにちは、岐き川がわ新あらたです。

　前巻で想おもいが通じあった茜あかねと雅まさ雪ゆきですが、つきまとう因いん縁ねんに、幸せに浸ひたる間もなく危機が訪おとずれます。さらに前巻以上に活かつ躍やくしているのが、保やす秋あき。当初ここまで出番のあるキャラではなかったはずなのですが……本当、予想外の働きをしてくれます（苦笑）

　そんな保秋も含ふくめた三人がどんな恋こい模様を織りなすのか──楽しんでいただけたら、と思います。




　前巻は端たん午ごの節せつ句くを扱あつかいましたが、今回は七夕です。平安の時代、七夕は秋の行事。今でも七月におこなう地域と旧きゆう暦れきにあわせて八月におこなう地域がありますが、どちらにしろ夏。書いていてもいまいち季節感がぴんとこず、なかなか苦労しました。

　今のように梅雨つゆ真っ盛さかりという時季ではないので、天の川も綺き麗れいに見えていたんでしょうね。とはいえ、今の時代は雨が降っていなくても、満天の星を目にする機会自体があまりないのですが……。

　天の川を見るといえば、この時代、どうやら星や月は見上げるものではなかったようです。盥たらいに水を張ったり、池に舟ふねを浮うかべたりして、水面に映る星空や月を見ていたのだとか。理由については諸説があるようですが……正直、面めん倒どうなことをするなぁ、と。

　ああ、でも、星空を映した水面に舟を浮かべたら、星の波間を漂ただよっているようで素す敵てきかもしれませんね。──そんなに綺麗に映るものなのかは別として。




　最後にお世話になった方々に感謝を。

　華はなやかなイラストで作品を彩いろどってくださる、このか様。二巻の一巻とは違ちがったテイストの表紙や、かわいいのにどこか艶つやっぽい茜にどきどきしました。素敵なイラストをありがとうございます。

　担当様。いつも適切な助言をありがとうございます。その分、お手間をおかけしていますが……今後ともよろしくお願いします。

　最後に、この本を手にとってくださった皆みな様さま、本当にありがとうございました。茜たちの恋も次でいよいよ決着を迎むかえます。最後まで見守ってくださると嬉うれしいです。

　それでは、また皆様とこうしてお会いできる機会がありますように。
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